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は
じ
め
に

第
一
章1 

臓
器
移
植
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か

問
題
が
山
積
す
る
臓
器
移
植

臓
器
移
植
の
歴
史

日
本
国
内
の
臓
器
移
植

海
外
渡
航
移
植
の
問
題
点

許
さ
れ
る
の
か
窮
余
の
一
策

臓
器
移
植
法
改
正
の
動
き

2 3 4 5 1 

移
植
医
療
の
問
題
と
展
望

知
ら
さ
れ
な
い
臓
器
移
植
の
問
題
点

心
配
さ
れ
る
国
民
意
識
の
変
化

脳
死
臓
器
移
植
に
依
ら
な
い
移
植
医
療

問
題
は
あ
る
が
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
臓
器
移
植

2 3 4 

坂
上
雅
翁
・
今
岡
達
雄

6 

2 
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第
二
章

三
浄
土
宗
教
師
は
ど
の
よ
う
に
対
応
す
べ
き
か

-
浄
土
宗
の
生
命
観
と
脳
死

臓
器
移
植
に
対
す
る
基
本
的
な
対
応

浄
土
宗
教
師
の
対
応

檀
信
徒
に
知
何
に
話
す
か

2 3 4 1 

尊
厳
死
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か

尊
厳
死
の
歴
史
と
現
状

現
代
に
お
け
る
「
死
」
の
状
況

尊
厳
死
と
は
何
で
し
ょ
う
か
?

終
末
期
に
お
け
る
延
命
治
療
と
そ
の
中
止
の
実
態

終
末
期
医
療
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
制
定

尊
厳
死
法
制
化
の
動
き

名
和
清
隆
・
吉
田
淳
雄

2 3 4 5 1 

尊
厳
死
の
問
題
点

尊
厳
死
に
対
す
る
意
識
の
違
い

73 74 
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第
三
章 2 

リ
ビ
ン
グ
・
ウ
イ
ル
と
そ
の
問
題
点

3 

「
尊
厳
あ
る
死
」
と
は

1 

浄
土
宗
教
師
は
ど
の
よ
う
に
対
応
す
べ
き
か

臨
終
行
儀
と
三
種
の
愛
心

法
然
上
人
の
死
生
観

浄
土
宗
教
師
の
対
応

2 3 1 

生
殖
補
助
医
療
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か

急
速
に
進
展
す
る
生
殖
補
助
医
療

生
殖
補
助
医
療
の
現
状

不
妊
治
療
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
る
の
か

不
妊
治
療
の
経
済
面

生
殖
補
助
医
療
技
術
に
つ
い
て
の
意
識
調
査

そ
の
他
の
生
殖
補
助
技
術

2 3 4 5 

戸
松
義
晴

・
水
谷
浩
志

4 

140 139 



あ
と
が
き

用
語
集 1 

生
殖
補
助
医
療
の
問
題
点

生
殖
補
助
医
療
の
何
が
問
題
な
の
か

不
妊
治
療
に
対
す
る
賛
否

ヒ
ト

E
S
細
胞
研
究
の
問
題
点

2 3 1 

浄
土
宗
教
師
は
ど
の
よ
う
に
対
応
す
べ
き
か

「
い
の
ち
」
の
始
ま
り
に
つ
い
て
の
浄
土
宗
の
立
場

不
妊
の
人
々
に
浄
土
宗
教
師
と
し
て
如
何
に
対
応
す
べ
き
か

2 

粛
藤
知
明

-
[
捌
] 173 
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は
じ
め
に

6 

近
年
、
科
学

・
技
術
は
大
変
大
き
な
能
力
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
は
じ
め
は
、
自
然
の
猛
威
か

ら
身
を
守
る
た
め
の
小
さ
な
力
で
し
た
が
、
今
や
、
生
き
る
た
め
に
自
然
を
改
変
す
る
だ
け
で
な
く
、

「
い
の
ち
」
の
終
罵
や
「
い
の
ち
」
の
誕
生
に
ま
で
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は

「
い
の
ち
」
の
始
ま
り
ゃ
終
わ
り
は
宗
教
の
領
域
で
し
た
が
、
医
学
的
知
見
と
医
療
技
術
が
主
役
を
演
ず

る
領
域
に
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
科
学

・
技
術
の
力
が
大
き
く
な
る
前
に
は
、
人
々
は
自
然
に
対
抗
し
て
生
き
て
い
く
た
め
に
家

族
や
隣
人
達
と
共
同
体
を
形
成
し
、
寄
り
添
い
、
助
け
合
い
、
励
ま
し
合
う
共
同
体
社
会
を
形
成
し
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
科
学
技
術
の
行
使
に
よ
る
人
類
の
能
力
の
増
大
は
、
社
会
を
構
成
す
る
個
々
の
人
々

が
独
立
し
て
生
き
て
い
く
こ
と
を
可
能
と
す
る
、
個
人
集
合
社
会
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、

人
々
は
理
性
的
な
行
動
を
営
む
こ
と
を
条
件
に
社
会
を
構
成
す
る
個
々
の
人
々
に
自
己
決
定
権
が
与
え
ら

れ
、
社
会
的
な
決
定
を
個
々
の
人
々
に
委
ね
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
共
同
体
の
暗
黙
の
了
解
事

項
で
あ

っ
た
様
々
な
「
い
の
ち
」
の
営
み
が
、
個
人
の
自
己
決
定
に
委
ね
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
社
会
的
シ
ス
テ
ム
は
未
だ
不
完
全
で
、
発
展
途
上
に
あ
り
、
自
己
決
定
の
た
め
の
社
会



的
規
範
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
こ
に
宗
教
者
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
「
い
の
ち
」
の
営

み
に
関
与
し
て
き
た
者
と
し
て
発
言
す
べ
き
領
域
が
あ
り
ま
す
。
「
い
の
ち
」
に
係
る
現
代
的
な
問
題
、

つ
ま
り
、
新
し
い
科
学
技
術
の
社
会
へ
の
導
入
が
引
き
起
こ
す
と
思
わ
れ
る
新
し
い
「
い
の
ち
」
の
問
題

に
、
個
々
の
人
々
が
対
応
す
る
た
め
の
道
筋
を
提
示
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。
こ
れ
が

宗
教
者
の
直
面
す
る
生
命
倫
理
の
諸
問
題
な
の
で
す
。

浄
土
宗
総
合
研
究
所
で
は
平
成
十
六
年
度
か
ら
二
期
四
年
に
わ
た
っ
て
総
合
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
生

命
倫
理
の
諸
問
題
」
を
行
い
、
「
い
の
ち
」
の
問
題
へ
の
対
応
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
成
果
と
し
て
『
「
臓
器
の
移
植
に
関
す
る
法
律
」
の
改
正
に
つ
い
て
の
見
解
』
や
公
開
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
等
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
を
多
く
の
方
々
と
共
有
す
る
た
め
に
総

研
叢
書
と
し
て
ま
と
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
本
書
で
は
臓
器
移
植
、
尊
厳
死
、
生
殖
補
助
医
療
に
つ
い

て
研
究
班
の
見
解
を
お
示
し
し
ま
し
た
。
本
書
が
皆
様
方
が
「
い
の
ち
」
の
問
題
を
考
え
る
一
助
に
な
れ

ば
幸
い
と
存
じ
ま
す
。

平
成
二
十
年
三
月

浄
土
宗
総
合
研
究
所
主
任
研
究
員

今
岡
達
雄

7 はじめに





第

章

臓
器
移
植
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か



い
の
ち
の
倫
理
に
関
す
る
最
も
身
近
な
テ
l
マ
に
脳
死

・
臓
器
移
植
問
題
が
あ
り
ま
す
。
臓
器
移
植
と

は
心
臓
、
肝
臓
や
腎
臓
な
ど
の
臓
器
の
不
全
を
か
か
え
る
患
者
に
、
提
供
さ
れ
た
臓
器
を
移
し
替
え
る
こ

と
に
よ
っ
て
治
療
を
行
う
医
療
で
す
。
こ
の
医
療
で
は
臓
器
が
機
能
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
と

く
に
心
臓
移
植
で
は
す
で
に
止
ま
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
心
臓
で
は
な
く
、
動
い
て
い
る
心
臓
を
移
植
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
脳
死
と
い
う
状
態
で
の
心
臓
提
供
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
こ
こ
に
い

の
ち
の
倫
理
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
臓
器
移
植
が
直
面
し
て
い
る
問
題
と
そ
の
背
景
、
今
後
予
想
さ
れ
る
問
題
と
解
決
へ
の
展

望
、
さ
ら
に
浄
土
宗
教
師
と
し
て
ど
の
よ
う
に
対
応
す
べ
き
か
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
た
。

問
題
が
山
積
す
る
臓
器
移
植

臓
器
移
植
の
歴
史

移
植
医
療
と
は
、
体
の
組
織
や
臓
器
の
不
全
を
か
か
え
る
患
者
に
、
提
供
者
の
体
の
一
部
の
組
織
や
臓

器
を
移
し
替
え
る
治
療
を
行
う
医
療
で
す
。
そ
の
う
ち
の
腎
臓
、
肝
臓
、
心
臓
な
ど
の
臓
器
の
移
植
を
臓

器
移
植
と
呼
び
、
皮
膚
、
骨
、
血
管
な
ど
の
組
織
の
移
植
を
組
織
移
植
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
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臓
器
移
植
は
欧
米
で
は
二
十
世
紀
初
頭
か
ら
ブ
タ
や
ヒ
ツ
ジ
の
臓
器
を
ヒ
ト
に
移
植
す
る
異
種
移
植
が

試
み
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
医
療
と
し
て
は
確
立
さ
れ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

一
九
四

0
年

代
に
メ
ダ
ワ
l

(英
国
)
が
そ
の
問
題
点
は
免
疫
機
能
に
あ
る
こ
と
を
発
見
し
ま
し
た
。
一
九
五
四
年
に

米
国
ボ
ス
ト
ン
の
内
科
医
メ
リ
ル
と
外
科
医
マ
レ

l
は
免
疫
の
問
題
が
な
い
一
卵
性
双
生
児
で
腎
臓
移
植

を
成
功
さ
せ
ま
し
た
。

一
九
六

一
年
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
の
ロ
イ
・
カ
1
ン
は
ア
ザ
チ
オ
プ
リ
ン
を
使
っ
て
イ
ヌ
の
腎
臓
移
植

を
行
い
、
免
疫
抑
制
剤
と
し
て
有
効
で
あ
る
こ
と
を
発
見
し
ま
し
た
。
一
九
六
三
年
に
は
米
国
で
ス
タ
ー

ツ
ル
(
当
時
コ
ロ
ラ
ド
大
学
)
が
世
界
で
初
め
て
の
肝
臓
移
植
を
成
功
さ
せ
ま
し
た
。
同
年
に
肺
移
植
の

第
一
例
が
、

一
九
六
六
年
に
は
醇
臓
移
植
の
第
一
例
が
、

一
九
六
七
年
に
は
南
ア
フ
リ
カ
の
医
師
バ
ー
ナ

ー
ド
に
よ

っ
て
世
界
初
の
心
臓
移
植
手
術
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

一
九
六
八
年
に
は
世
界
で
約
百
例
の
心
臓

移
植
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
患
者
は
や
が
て
拒
絶
反
応
が
原
因
で
死
亡
し
ま
し
た
。
心
臓
移
植
に
提
供
さ

れ
る
心
臓
は
生
き
て
い
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
「
脳
死
」
の
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、
米
国
ハ

ー
バ
ー
ド
大
か
ら
脳
死
基
準
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

一
九
七

O
年
、
ス
イ
ス
の
サ
ン
ド
・
フ
ァ

l
マ
社
が
免
疫
抑
制
剤
「
シ
ク
ロ
ス
ポ
リ
ン
」
を
開
発
し
、

移
植
医
療
が
本
格
化
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
の
ロ
イ
・
カ
l
ン
は
一
九
七
八
年
、
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シ
ク
ロ
ス
ポ
リ
ン
を
初
め
て
死
体
腎
臓
移
植
に
使
用
し
、
翌
年
に
は
肝
臓
移
植
に
も
使
用
、

一
九
八

O
年

に
は
ス
タ

l
ツ
ル
が
肝
臓
移
植
に
、
シ
ャ
ム
ウ
ェ
イ
が
心
臓
移
植
に
使
用
し
て
好
成
績
を
実
現
し
ま
し

た
。
一
九
八
三
年
ご
ろ
か
ら
シ
ク
ロ
ス
ポ
リ
ン
が
薬
剤
と
し
て
世
界
各
地
に
普
及
し
、
移
植
成
績
が
向
上

す
る
と
と
も
に
移
植
数
も
増
加
の
一
途
を
た
ど
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

日
本
国
内
で
は
一
九
六
八
年
(
バ
ー
ナ
ー
ド
に
よ
る
世
界
初
の
心
臓
移
植
の
翌
年
)
、
札
幌
医
大
の
和

田
寿
郎
教
授
に
よ
っ
て
日
本
で
初
め
て
の
心
臓
移
植
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
患
者
は
八
十
三
日
後
に
死
亡

し
ま
し
た
。
死
後
、
ド
ナ

l
の
脳
死
判
定
や
、
レ
シ
ピ
エ
ン
ト
の
移
植
適
応
を
め
ぐ
る
疑
惑
が
指
摘
さ

れ
、
和
田
教
授
は
殺
人
罪
で
告
発
さ
れ
ま
し
た
が
、
証
拠
不
十
分
で
不
起
訴
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

こ
の
事
件
が
移
植
医
療
不
信
を
招
き
、
欧
米
に
比
べ
て
移
植
医
療
の
普
及
が
遅
れ
た
大
き
な
原
因
と
な
っ

た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
以
降
、
脳
死
を
前
提
と
す
る
心
臓
や
肝
臓
移
植
は
行
わ
れ
ず
、
肉
親
聞

に
よ
る
生
体
腎
臓
移
植
の
み
が
行
わ
れ
る
状
況
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
日
本
で
は
移

植
を
受
け
ら
れ
な
い
重
傷
の
心
臓
病
、
肝
臓
病
の
患
者
が
、
欧
米
諸
国
に
渡

っ
て
移
植
を
受
け
る
ケ
1
ス

(
海
外
渡
航
移
植
)
が
現
れ
ま
し
た
。
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日
本
国
内
の
臓
器
移
植

日
本
国
内
で
の
臓
器
移
植
の
特
徴
は
、
臓
器
移
植
の
展
開
の
経
緯
を
反
映
し
て
、
肉
親
問
で
の
生
体
腎

臓
移
植
が
多
い
こ
と
と
、
脳
死
か
ら
の
臓
器
移
植
が
少
な
い
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
「
臓
器
の
移
植
に
関
す

る
法
律
(
以
下
、
臓
器
移
植
法
と
略
し
ま
す
)
」
が
施
行
さ
れ
た
一
九
九
七
(
平
成
九
)
年
十
月
以
降
の

脳
死
者
か
ら
の
臓
器
提
供
数
は
、
二

O
O七
年
十
月
現
在
、
累
積
数
で
六
十
二
例
と
な
っ
て
い
ま
す
。

2 

脳
死
臓
器
移
植
の
実
施
数

臓
器
移
植
法
施
行
後
の
脳
死
者
か
ら
の
臓
器
提
供
件
数
と
、
そ
の
う
ち
心
臓
が
提
供
さ
れ
た
件
数
を
一

覧
に
し
た
の
が
表

1
で
す
。
表
2
に
脳
死
者
か
ら
の
心
臓
提
供
数
を
国
際
的
に
比
較
し
て
み
ま
し
た
。
日

本
国
内
で
の
脳
死
者
か
ら
の
臓
器
提
供
数
は
最
近
増
加
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
国
際
的
に
見
る
と
極
め

て
少
な
い
の
が
現
状
で
す
。
ま
た
表

3
に
は
心
臓

・
肺

・
肝
臓

・
騨
臓

・
腎
臓

・
小
腸
の
移
植
を
希
望
し

て
社
団
法
人

・
日
本
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
の
人
数
を
示
し
ま
し
た
。
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表 1 脳死者からの臓器提供件数
1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 

提供件数 4 5 8 6 3 5 9 10 

うち心臓 3 3 6 5 。 5 7 10 
肝臓 2 5 6 5 2 3 4 5 

腎臓 4 4 8 5 2 4 8 8 

勝臓 。 I 5 3 2 3 6 9 
肺 。 2 5 4 2 4 5 6 
その他 1 。 1 。。。。。

*出典:(社)日本臓器移植ネ ットワークデータより作成。

表2 脳死者からの臓器提供件数
2000 2001 2002 2003 2004 

日本 3 6 3 。 5 

アメリカ 2，247 2，229 2，188 2，086 2，055 

プランス 353 342 339 299 339 

イギリス 237 198 174 163 180 

ユーロトフンスプ 647 603 604 593 572 ラント

スカンジアトラン
94 102 95 134 110 

スプラント

*提供者数・移植件数が混在していたため、すべて移植件数に統一。
*心肺移植も含む。

2007 

12 

10 

9 

12 

12 

7 

2 

2005 

7 

2，160 

360 

148 

564 

88 

本日本のデータには(社)日本臓器移績ネ ットワークを介さない海外渡航移植を
含まない。
*イギリスの2005年のデータは、 2005年4月から2006年3月までのデータを記載。
*以下の各組織の発表および問い合わせに対する回答に基づく。

-日本:日本移植学会、(社)日本臓器移植ネットワーク
・アメリカ:UNOS， The Organ Procurement and Tr四 splantationNetwork 
・ユーロトランスプラント:Eurotransplant (オーストリア、ベルギー、ノレク
センプノレグ、オランダ、 ドイツ、 20∞年からスロベニア含む)
・フランス:Agence de la biomedecine 
・イギリス:UK Transplant (イギリス、アイノレランド)
・スカンジアトランスプラント:Scandia Transplant (デンマーク、フィンラ

ンド、アイスランド、ノルウェ一、スウェーデン)

表3 移植希望患者数
心臓|

100 I 131 I 182 
*出典・(社)日本臓器移植ネットワーク
*心臓・肺・肝臓・勝臓 ・腎臓・小腸の移績を希望して(社)日本臓器移植ネッ
トワークに登録されている方の人数(平成 19年 11月30日現在)
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海
外
濯
航
移
植
の
問
題
点

厚
生
労
働
科
学
研
究
費
補
助
金
特
別
研
究
事
業
「
渡
航
移
植
者
の
実
情
と
術
後
の
状
況
に
関
す
る
調
査

研
究

(
H
十
七
|
特
別
|
O
五
六
)
」
平
成
十
七
年
度
総
括

・
分
担
研
究
報
告
書
(
平
成
十
八
年
三
月
)

に
よ
れ
ば
、
二
O

O
五
年
十
二
月
か
ら
日
本
移
植
学
会
の
会
員
医
師
な
ど
に
文
書
と
電
話
で
調
査
を
行

ぃ
、
心
臓
移
植
で
は
一
九
八
四
年

1
二
O
O
五
年
末
に
一
O
三
人

が
渡
航
し
て
い
た
こ
と
、
肝
臓
と
腎
臓
は
自
己
判
断
で
渡
航
し
た

患
者
が
多
く
全
体
数
や
生
存
率
は
把
握
で
き
な
か
っ
た
も
の
の
、

術
後
の
治
療
で
国
内
の
病
院
に
通
院
し
て
い
る
患
者
に
限
定
す
る

と
、
肝
臓
移
植
は
一
コ
二
人
、
腎
臓
移
植
は

一
九
八
人
で
あ
っ
た

と
し
て
い
ま
す
。
心
臓
移
植
は
米
国
、
肝
臓
移
植
は
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
、
米
国
、
中
園
、
腎
臓
移
植
は
中
国
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
米
固

な
ど
に
渡
航
し
て
い
た
と
し
て
い
ま
す
。

3 

海外渡航J心臓移植実施数

九九 五九九 九九 九九 九九八 九九 0 8 。。。。。。。。O O 五
四 一ノ』、七 四

一~九歳 2 1 1 1 1 1 312 41 3 411 2 1 4 

十~十七歳 1 1 2 。。 1 1 1 3 1 1 212 3 1 5 
十八歳以上 216 3 14 2 1 1 214 114 416 

表4

* r渡航移稿者の実情と術後の状況に関する調査研究
(H十七特別一O五六)J

小
児
の
臓
器
移
植
の
問
題
点

現
行
の
臓
器
移
植
法
で
は
、
心
臓
移
植
を
必
要
と
す
る
小
児

臓器移植についてどう考えるか



は
、
国
内
で
小
児
ド
ナ
ー
か
ら
の
臓
器
移
植
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
心
臓
移
植
に
限
ら
ず
、
小
児
が

臓
器
移
植
を
必
要
と
す
る
場
合
に
は
海
外
で
の
移
植
に
頼
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
巨
額
の

医
療
費
と
渡
航
費
用
を
要
す
る
た
め
、
募
金
活
動
に
よ
り
そ
の
費
用
を
集
め
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

臓
器
移
植
法
施
行
後
、
二

O
O五
年
末
ま
で
に
小
児
で
海
外
渡
航
移
植
を
希
望
し
、
国
内
の
医
療
施
設

で
検
討
さ
れ
た
例
は
七
十
二
例
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
三
十
八
例
が
移
植
に
至
り
、
十
一
例
が

渡
航
準
備
中
に
、
十
一
例
が
渡
航
待
機
中
に
死
亡
し
た
と
い
う
報
告
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
問
題
は
単
に
圏
内
の
医
療
問
題
で
は
な
く
、
渡
航
相
手
先
の
国
に
お
け
る
ド
ナ
l
不
足
も
あ
り
、

自
国
民
の
臓
器
移
植
の
た
め
に
他
国
民
か
ら
の
臓
器
移
植
を
求
め
て
渡
航
す
る
こ
と
の
是
非
も
問
わ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
す
。

成
人
の
海
外
渡
航
移
植
の
問
題
点

我
が
国
に
も
臓
器
移
植
法
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
圏
内
で
移
植
不
可
能
な
患
者
の
海
外
渡
航
移
植

に
対
す
る
国
際
的
な
批
判
に
ど
う
答
え
る
か
と
い
う
問
題
が
ま
ず
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
自
国
民
の
生
存

権
を
国
内
法
で
守
っ
て
い
け
な
い
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
国
や
学
会
と
し
て
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

国
際
的
に
見
て
も
、
先
進
国
で
さ
え
深
刻
な
ド
ナ

l
不
足
に
よ
る
生
体
肝
移
植
が
増
加
し
、

W
H
O
が
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警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
南
北
問
題
と
い
う
観
点
か
ら
臓
器
移
植
問
題
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
豊
か
な
国
か
ら
貧
し
い
国
へ

臓
器
売
買
に
よ
る
移
植
を
求
め
て
渡
航
す
る
ケ

1
ス
も
少
な
か
ら
ず
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

ケ
l
ス
に
限
ら
ず
、
圏
内
の
専
門
医
を
通
し
て
の
海
外
移
植
以
外
の
場
合
、
術
後
の
ケ
ア
に
つ
い
て
問
題

が
起
こ
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
。

自
発
的
に
渡
航
移
植
し
た
患
者
が
、
帰
国
後
の
術
後
の
健
康
維
持
に
つ
い
て
ま
っ
た
く
患
者
本
人
の
移

植
に
関
わ
っ
て
こ
な
か
っ
た
医
師
に
外
来
受
診
す
る
ケ

l
ス
も
多
数
あ
る
と
の
こ
と
で
、
自
発
的
海
外
渡

航
移
植
に
つ
い
て
、
そ
の
安
全
性
や
適
応
が
把
握
で
き
な
い
ケ

l
ス
が
発
生
す
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て

い
ま
す
。

許
さ
れ
る
の
か
窮
余
の

一策

ド
ミ
ノ
肝
移
植

慢
性
的
な
臓
器
提
供
者
(
ド
ナ

l
)
不
足
か
ら
考
え
出
さ
れ
た
移
植
方
法
で
、
肝
臓
移
植
を
受
け
て
摘

出
し
た
肝
臓
を
、
第
三
者
の
肝
臓
病
患
者
に
玉
突
き
式
に
移
植
す
る
治
療
法
で
す
。
ド
ミ
ノ
倒
し
の
よ
う

に
、
次
々
に
移
植
を
行
う
こ
と
か
ら
こ
う
呼
ば
れ
て
ま
す
。

4 
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最
初
に
肝
臓
移
植
を
受
け
る
患
者
の
肝
臓
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
移
植
が
必
要
な
ほ
ど
疾
患
が
進
ん

で
い
る
わ
け
で
す
。
こ
の
肝
臓
が
肝
硬
変
で
あ
れ
ば
第
三
者
へ
の
移
植
は
不
可
能
な
わ
け
で
す
が
、

F
A

P
(家
族
性
ア
ミ
ロ
イ
ド
ポ
リ
ニ
ュ

l
ロ
パ
チ
l
)
の
肝
臓
に
限
り
ド
ミ
ノ
肝
移
植
に
用
い
て
い
ま
す
。

F
A
P
の
肝
臓
が
ド
ミ
ノ
肝
移
植
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
に
は
、
こ
の
疾
患
の
発
症
ま
で
の

年
数
と
大
い
に
関
係
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
疾
患
は
肝
臓
で
ト
ラ
ン
ス
サ
イ
レ
チ
ン
と
い
う
物
質
が
作
り
だ

さ
れ
て
し
ま
い
、
こ
れ
が
変
化
し
た
ア
ミ
ロ
イ
ド
と
呼
ば
れ
る
蛋
白
が
全
身
の
臓
器
や
神
経
の
細
胞
外
に

約
二
十
年
か
か
っ
て
沈
着
す
る
疾
患
で
す
。
手
足
の
感
覚
が
な
く
な
っ
た
り
、
身
体
が
衰
弱
す
る
予
後
不

良
の
病
気
で
、
特
定
疾
患
(
難
病
)
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、

F
A
P
の
肝
臓
は
そ
れ
以
外
の
機
能
は
正
常
で
健
康
な
肝
臓
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
、
第
三
者
と
し
て
緊
急
な
移
植
を
受
け
ざ
る
を
得
な
い
患
者
に
と
っ
て
、
余
命
が
二
十
年
以
下
と
考
え

ら
れ
る
場
合
に
は
問
題
が
な
い
と
い
わ
れ
、
次
の
肝
臓
提
供
者
が
見
つ
か
る
ま
で
の
つ
な
ぎ
移
植
も
含
め

て
、
ド
ミ
ノ
肝
移
植
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
近
年
、
ド
ミ
ノ
肝
移
植
を
受
け
た
患
者
が
六
年
半
で

F

A
P
の
初
期
症
状
が
出
た
と
い
う
報
告
も
あ
り
、
緊
急
時
に
お
け
る
ま
さ
に
窮
余
の
一
策
と
い
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

圏
内
で
は
一
九
九
九
年
か
ら
二
十
八
例
、
世
界
で
は
過
去
五

O
O例
以
上
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
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ま
で
の
ド
ミ
ノ
移
植
は
、
最
初
に
臓
器
の
提
供
を
受
け
る
人
が

F
A
P
患
者
で
あ
る
場
合
に
限
ら
れ
て
い

ま
す
。

病
気
腎
移
植
(
万
波
問
題
)

宇
和
島
徳
洲
会
病
院
に
勤
務
す
る
泌
尿
器
科
医
師
・
万
波
誠
氏
は
、
「
腎
不
全
で
非
常
に
困
っ
て
い
る

人
を
、
少
し
で
も
良
く
し
て
あ
げ
よ
う
と
い
う
の
が
義
務
と
思
っ
て
い
る
。
透
析
で
苦
し
ん
で
い
る
人

を
、
移
植
で
元
気
に
す
る
と
い
う
風
潮
を
つ
く
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
」
と
い
う
信
念
に

基
づ
い
て
、
病
気
で
摘
出
し
た
腎
臓
を
他
の
患
者
に
移
植
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
省
、

移
植
関
連
の
学
会
、
病
気
腎
移
植
支
持
者
に
よ
り
賛
否
両
論
が
お
こ
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
問
題
が
注
目
さ
れ
た
の
は
、
二

O
O六
年
に
起
こ
っ
た
臓
器
売
買
事
件
で
、
万
波
医
師
自
身
は
売

買
に
関
係
し
な
か
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
契
機
に
万
波
医
師
に
よ
る
病
気
腎
移
植
問

題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
し
た
。

最
近
の
報
道
に
よ
れ
ば
、

宇
和
島
徳
洲
会
病
院
(
愛
媛
県
宇
和
島
市
)
の
万
波
誠
医
師
(
六
七
)
に
よ
る
病
気
腎
移
植
問
題

で
、
同
病
院
の
調
査
委
員
会
(
委
員
長

・
貞
島
博
通
病
院
長
)
は
十
二
日
、
同
病
院
で
実
施
し
た
移
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植
や
摘
出
に
つ
い
て
、
ほ
ぽ
妥
当
あ
る
い
は
容
認
で
き
る
と
す
る
最
終
報
告
書
を
公
表
し
た
。
報
告

書
に
は
病
気
腎
を
医
療
現
場
で
活
用
す
る
よ
う
求
め
る
提
言
も
盛
り
込
ま
れ
た
。

厚
生
労
働
省
は
昨
年
、
病
気
腎
移
植
の
原
則
禁
止
を
通
知
し
て
お
り
、
日
本
移
植
学
会
な
ど
の
関

連
学
会
も
医
学
的
妥
当
性
を
否
定
し
て
い
る
。
調
査
委
は
同
年
九
月
の
見
解
に
続
き
、
病
気
腎
移
植

に
対
す
る
好
意
的
姿
勢
を
突
出
さ
せ
た
形
と
な
っ
た
。

報
告
書
に
よ
る
と
、
病
気
腎
移
植
十
一
件
の
う
ち
、
腎
動
脈
癌
(
り
?
フ
)
な
ど
七
件
を
妥
当
と

評
価
し
、
腎
が
ん
の
二
件
を
容
認
で
き
る
と
し
た
。
ネ
フ
ロ

l
ゼ
患
者
の
腎
臓
二
件
は
疑
問
が
残
る

と
し
た
が
、
ま
っ
た
く
の
否
定
は
で
き
な
い
と
付
言
し
た
。

六
件
の
摘
出
に
つ
い
て
は
、
尿
管
狭
窄
(
き
ょ
う
さ
く
)
の
腎
臓
三
件
を
妥
当
、
腎
動
脈
癌
一
件

を
容
認
し
た
。
ネ
フ
ロ

1
ゼ
患
者
二
件
は
容
認
と
否
定
の
両
論
併
記
と
し
た
。

調
査
委
員
の
一
人
で
、
日
本
移
植
学
会
の
雨
宮
浩

・
元
国
立
小
児
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
名
誉
セ
ン

タ
ー
長
は
、
報
告
書
と
は
別
の
意
見
書
で
「
万
波
医
師
の
移
植
と
未
来
の
問
題
で
あ
る
病
気
腎
の
臨

床
研
究
を
同
一
に
論
議
す
べ
き
で
な
い
」
と
し
て
異
議
を
唱
え
た
。

(
時
事
通
信
社
〈
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
版
〉
二
O
O八
年
一
月
十
二
日
)

ま
さ
に
窮
余
の
一
策
で
す
が
、
患
者
に
対
し
て
適
切
な
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
が
な
さ
れ
て
い
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た
か
、
臓
器
摘
出
施
術
を
担
当
し
た
同
じ
医
師
が
、
そ
の
ま
ま
移
植
施
術
を
す
る
点
な
ど
、
議
論
さ
れ
る

べ
き
問
題
を
多
く
含
ん
で
い
ま
す
。

臓
器
移
植
法
改
正
の
動
き

現
行
の
「
臓
器
の
移
植
に
関
す
る
法
」
い
わ
ゆ
る
臓
器
移
植
法
は
、

さ
れ
、
三
ヶ
月
後
の
十
月
十
六
日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
附
則
に
は
、
「
第
二
条
こ
の
法
律
に
よ
る
臓
器
の
移
植
に
つ
い
て
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
三
年

を
目
途
と
し
て
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
状
況
を
勘
案
し
、
そ
の
全
般
に
つ
い
て
検
討
が
加
え
ら
れ
、
そ
の

結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
る
べ
き
も
の
と
す
る
」
と
あ
り
ま
す
が
、
見
直
し
は
さ
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
施
行
後
十
年
を
迎
え
る
こ

O
O六
年
一
月
に
招
集
さ
れ
た
第
一
六
四
回
国
会
で
二
つ
の
改

正
案
(
中
山
案
、
斉
藤
案
)
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
政
局
の
混
乱
も
あ
り
審
議
が
先
延
ば
し
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。
二

O
O七
年
九
月
十
日
に
召
集
さ
れ
た
第
一
六
八
臨
時
国
会
で
さ
ら
に
一
案
(
金
田
案
)
が

加
わ
り
、
第
一
六
九
通
常
国
会
厚
生
労
働
委
員
会
で
審
議
さ
れ
て
い
ま
す
。

5 

一
九
九
七
年
七
月
十
六
日
に
公
布
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三
つ
の
改
正
案

中
山
案
は
、
自
由
民
主
党
中
山
太
郎
氏
ほ
か
五
名
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
た
議
案
で
す
。
こ
の
議
案
は
第

一
六
二
回
国
会
最
終
日
に
中
山
氏
ほ
か
三
名
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
、
審
議
未
了
と
な
っ
た
法
案
を
第
二
ハ

四
回
国
会
に
再
提
出
し
た
も
の
で
す
。
議
案
の
内
容
と
し
て
は
、

・
脳
死
を
人
の
死
と
す
る

・
本
人
の
同
意
が
確
認
で
き
な
く
と
も
、
遺
族
の
同
意
が
あ
れ
ば
臓
器
摘
出
は
可
能

.
臓
器
提
供
者
の
年
齢
制
限
は
な
し

・
親
族
優
先
権
を
認
め
る

と
い
う
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
議
案
は
、
臓
器
移
植
を
す
る
場
合
に
限
り
脳
死
判
定
を
し
て

き
た
現
行
法
と
大
き
く
違
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
脳
死
を
す
べ
て
人
の
死
と
す
る
こ
と
は
慎
重
に
審
議
さ

れ
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

第
二
の
改
正
案
は
斉
藤
案
で
す
。
こ
れ
は
公
明
党
斉
藤
鉄
夫
氏
ほ
か
三
名
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
た
議
案

で
す
。
こ
れ
も
第
一
六
二
回
国
会
最
終
日
に
提
出
さ
れ
、
審
議
未
了
と
な
っ
た
法
案
を
第
一
六
四
回
国
会

に
再
提
出
し
た
も
の
で
す
。
議
案
の
内
容
は
、

・
脳
死
判
定
は
現
行
法
の
ま
ま

22 



-
十
二
歳
よ
り
臓
器
提
供
の
意
思
表
示
可
能

.
親
族
優
先
権
を
認
め
る

と
い
う
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

第
三
の
改
正
案
は
金
田
案
で
す
。
こ
れ
は
民
主
党
金
田
誠
一
ほ
か
二
名
に
よ
っ
て
第
一
六
八
国
会
に
提

出
さ
れ
た
議
案
で
す
。
議
案
の
内
容
は
、
現
行
法
の
枠
組
み
を
維
持
し
た
う
え
で
現
行
法
の
不
備
な
点
を

補
完
す
る
た
め
の
議
案
で
、

・
脳
死
判
定
基
準
、
手
続
き
の
適
正
化

・
組
織
移
植
お
よ
び
生
体
間
臓
器
移
植
の
規
制

・
移
植
手
術
後
の
患
者
の
健
康
状
態
を
把
握
す
る
規
程
、
臓
器
等
の
移
植
に
関
す
る
検
証
の
規
定
の
必

要
性

を
う
た
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
か
ら
の
脳
死
移
植
に
つ
い
て
は
専
門
的
議
論
の
喚
起
を
促
し
て
い

ま
す
。
親
族
優
先
提
供
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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移
植
医
療
の
問
題
と
展
望

脳
死
を
前
提
と
し
た
臓
器
移
植
、
い
わ
ゆ
る
脳
死
・
臓
器
移
植
は
移
植
医
療
と
い
う
医
療
の
一
部
で

す
。
移
植
医
療
と
は
患
者
の
病
変
部
位
を
提
供
者
(
ド
ナ
l
)
か
ら
提
供
さ
れ
る
組
織
や
臓
器
に
移
し
植

え
る
こ
と
に
よ
っ
て
治
療
を
行
う
医
療
行
為
で
す
。
組
織
や
臓
器
の
ド
ナ
1
は
、
最
も
適
合
性
が
よ
い
の

が
本
人
の
自
己
組
織
や
細
胞
で
す
が
適
用
で
き
る
条
件
が
限
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
組
織
や
臓
器

の
提
供
を
希
望
す
る
人
か
ら
の
移
植
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
人
工
物
か
ら
の
移
植
や
人
間
以
外
の
動
物
か

ら
の
移
植
が
試
み
ら
れ
て
い
ま
す
。
人
工
物
で
は
人
工
骨
、
人
工
関
節
、
人
工
血
管
、
人
工
心
臓
弁
、
人

工
水
晶
体
な
ど
が
実
用
化
さ
れ
て
い
ま
す
が
臓
器
手
の
適
用
は
一
部
に
限
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
動
物
由
来

組
織
の
利
用
は
心
臓
弁
、
血
管
、
硬
膜
、
骨
、
気
管
、
角
膜
な
ど
で
広
く
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

B
S

E
及
び

C
J
D
問
題
等
に
よ
っ
て
使
用
が
制
限
さ
れ
る
方
向
に
あ
り
ま
す
。

次
に
ド
ナ

l
の
状
態
に
つ
い
て
で
す
が
、
生
き
て
い
る
か
ら
だ
(
生
体
)
か
ら
臓
器
を
取
り
出
し
移
植

に
提
供
す
る
生
体
移
植
と
、
死
体
か
ら
臓
器
を
取
り
出
す
死
体
移
植
が
あ
り
ま
す
。
腎
臓
、
勝
臓
、
角

膜
、
骨
、
脂
肪
、
皮
膚
お
よ
び
組
織
に
つ
い
て
は
心
臓
死
し
た
遺
体
か
ら
取
り
出
し
た
臓
器
で
の
移
植
が



(人間)

(人間以外)

(人工物)

移植医療の分類

ドナーの 一ーァ一一 自家移植(患者の自己組織)

種類 Lー他 家移植 ー-，一 同種移植

(患者以外) トー 異種移植

」一 人工移植

ドナーの 一一ァ一一生体移植

状態 L一死体移植一一「ー脳 死移植
」一 心臓死移植

図1

移植部位 一-，一組織(皮膚、角膜、 血管、心臓弁、骨、筋膜、

! 神経、 血液、骨髄等)

」ー 臓器(心臓、肺、肝臓、腎臓、腸、眼球等)

可
能
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
心
臓
に
関
し
て
は
生
き
て
い
る
状
態

で
移
植
す
る
必
要
が
あ
り
、
脳
死
と
い
う
状
況
が
唯
一
移
植
可
能

な
状
態
な
の
で
す
。
脳
死
と
は
脳
の
す
べ
て
の
機
能
が
回
復
不
可

能
な
段
階
ま
で
達
し
た
状
態
の
こ
と
で
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
け

ば
程
な
く
心
肺
停
止
状
態
に
な
り
移
植
が
出
来
な
く
な
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
脳
死
と
い
う
死
の
定
義
は
心
臓
を
移
植
す
る
と
い
う
こ

と
を
前
提
と
し
て
導
入
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
だ
か
ら

こ
そ
脳
死
・
臓
器
移
植
が
特
別
な
問
題
と
し
て
採
り
上
げ
ら
れ
る

の
で
す
。

移
植
医
療
を
移
植
部
佐
に
よ
っ
て
分
類
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
様
々
な
細
胞
が
集
積
し
機
能
を
持
っ
た
器
官
が
臓
器
で
す
。

心
臓
、
肝
臓
、
腎
臓
、
勝
臓
、
牌
臓
、
肺
臓
な
ど
臓
と
い
う
文
字

が
つ
い
た
器
官
や
胃
、
小
腸
、
大
腸
の
よ
う
な
内
臓
器
官
、
目
、

鼻
、
耳
、
舌
の
よ
う
な
感
覚
器
官
が
あ
り
ま
す
。
組
織
と
は
器
官

を
構
成
す
る
機
能
と
構
造
を
持
っ
た
細
胞
の
集
合
体
で
す
。
皮
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膚
、
筋
肉
、
血
管
、
骨
、
角
膜
、
硬
膜
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
血
液
も
組
織
と
し
て
分
類
さ
れ
ま
す
が
、
多

様
な
機
能
を
果
た
し
て
い
る
た
め
最
も
簡
単
な
臓
器
と
も
考
え
ら
れ
、
臓
器
移
植
と
い
わ
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
骨
髄
移
植
は
骨
髄
幹
細
胞
を
移
植
す
る
た
め
細
胞
移
植
と
も
定
義
さ
れ
ま
す
。
増
殖
能
力
の
高

い
幹
細
胞
を
移
植
し
組
織
の
再
生
を
期
待
す
る
医
療
が
再
生
医
療
で
あ
り
、
移
植
医
療
の
一
分
野
で
も
あ

り
ま
す
。
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こ
こ
で
は
、
移
植
医
療
の
持
つ
本
質
的
問
題
と
今
後
の
発
展
方
向
を
展
望
し
ま
し
ょ
う
。

知
ら
さ
れ
な
い
臓
器
移
植
の
問
題
点

脳
死

・
臓
器
移
植
に
関
し
て
は
、
こ
の
移
植
医
療
に
よ
っ
て
助
か
る
命
つ
ま
り
重
篤
な
患
者
の
側
ば
か

り
に
目
を
奪
わ
れ
が
ち
で
す
。
し
か
し
、
臓
器
を
提
供
す
る
側
の
問
題
点
や
臓
器
移
植
が
本
質
的
に
抱
え

て
い
る
問
題
点
が
正
確
に
は
知
ら
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ

・「ノ。
脳
死
者
は
死
ん
で
い
な
い

東
京
海
洋
大
学
海
洋
科
学
部
の
小
松
美
彦
教
授
は

『脳
死

・
臓
器
移
植
の
本
当
の
話
』
の
中
で
、
脳



死
・
臓
器
移
植
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
指
摘
し
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
脳
死
状
態
と
は
臓
器
の

移
植
に
関
す
る
法
律
で
は
「
脳
幹
を
含
む
全
脳
の
機
能
が
不
可
逆
的
に
停
止
す
る
に
至
っ
た
と
判
定
さ
れ

た
も
の
」
と
さ
れ
、
大
脳
、
小
脳
、
脳
幹
の
全
て
が
機
能
停
止
し
て
い
る
た
め
、

意
識
も
感
覚
も
な
く
遠

か
ら
ず
確
実
に
死
ぬ
こ
と
が
保
証
さ
れ
た
状
態
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
小
松
は

「意

識
や
感
覚
は
な
い
の
か
』
と
い
う
項
で
、
本
当
に
脳
死
者
に
意
識
や
感
覚
が
な
い
の
か
は
検
証
さ
れ
て
は

い
な
い
と
指
摘
し
ま
す
。
そ
し
て
、
臓
器
摘
出
に
あ
た
っ
て
脳
死
体
に
麻
酔
を
か
け
る
の
は
な
ぜ
な
の

か
、
臓
器
摘
出
時
に
脈
樽
や
血
圧
が
急
上
昇
す
る
の
は
な
ぜ
か
と
問
う
て
い
ま
す
。

ま
た
、
「
身
動
き
一
つ
し
な
い
の
か
」
の
項
で
は
、
脳
死
判
定
基
準
を
満
た
し
た
脳
死
者
に
お
い
て
ラ

ザ
ロ
徴
候
を
含
む
自
発
運
動
や
呼
吸
様
運
動
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
ま
す
。
「遠
か
ら
ず
確
実

に
死
ぬ
か
」
の
項
で
は
、
米
国
U
C
L
A
の
ア
ラ
ン
・
シ
ュ

l
モ
ン
教
授
の
論
文
を
引
用
し
、
脳
死
判
定

後
長
期
に
わ
た
っ
て
心
拍
動
を
続
け
る
も
の
が
存
在
す
る
こ
と
、
身
体
の
有
機
的
統
合
性
を
統
帥
し
て
い

る
の
は
脳
だ
け
で
は
な
い
こ
と
な
ど
を
主
張
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
脳
死
者
は
死
ん
で
い
な
い
と
い
う

の
が
小
松
教
授
の
主
張
で
あ
り
、
脳
死
そ
の
も
の
に
疑
義
が
あ
る
と
主
張
し
て
い
ま
す
。

多
分
、
死
と
い
う
現
象
は
特
定
の
時
点
を
も
っ
て
起
き
る
不
連
続
的
な
現
象
で
は
な
く
、
身
体
の
様
々

な
機
能
が
段
階
的
に
停
止
し
な
が
ら
徐
々
に
連
続
的
に
進
行
す
る
も
の
な
の
で
す
。
従
来
か
ら
広
く
認
め
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ら
れ
て
き
た
三
徴
候
死
(
心
臓
の
停
止
、
呼
吸
の
停
止
、
瞳
孔
散
大
)
は
、
こ
の
連
続
し
て
進
む
死
と
い

う
現
象
に
対
応
し
て
私
達
大
多
数
の
者
が
承
認
し
た
死
な
の
で
す
。
そ
れ
よ
り
も
早
い
時
点
で
死
を
定
義

す
る
こ
と
は
、
死
ん
で
い
な

い
者
を
死
ん
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
す
。
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臓
器
移
植
を
前
提
と
し
た
救
急
医
療
と
は

脳
死

・
臓
器
移
植
に
強
く
反
対
す
る
団
体
に
「
全
国
交
通
事
故
遺
族
の
会
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
会
は

交
通
事
故
で
家
族
を
失
っ
た
遺
族
で
構
成
さ
れ
る
日
本
で
唯
一
の
全
国
的
組
織
で
す
。
こ
の
会
で
は
「
他

人
の
死
を
前
提
に
し
た
、
移
植
医
療
」
に
一
貫
し
て
反
対
し
て
い
ま
す
。
そ
の
理
由
と
し
て
「
そ
れ
は
交

通
事
故
の
被
害
者
が
、
手
近
な
ド
ナ
!
と
見
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
へ
の
反
発
と
、
そ
し
て
家
族
の
脳
死
を

体
験
し
た
遺
族
だ
け
が
も
っ
、

『脳
死
は
人
の
死
で
は
な
い
」
と
す
る
素
朴
な
感
情
も
あ
り
ま
す
」
と
主

張
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
に
脳
死

・
臓
器
移
植
医
療
の
本
質
的
問
題
を
見
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
脳
死
者
は
ど
の
よ
う
な
状

況
で
生
み
出
さ
れ
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
脳
死
判
定
基
準
を
満
た
し
う
る
患
者
の
年
開
発
生
数
推
計
は

数
千
名
レ
ベ
ル
で
幅
が
あ
り
ま
す
が
、
長
谷
川
友
紀
(
帝
京
大
学
公
衆
衛
生
学
)
ら
に
よ
る
と
年
間
三
一

六
O
人
1
七
九
O
O人
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
(
『
日
本
医
事
新
報
』
恥
三
五
六
五
、
五
一

i
五
四
頁
、



一
九
九
二
年
)
。
厚
生
省
調
査
に
よ
る
デ
ー
タ
で
は
年
間
一
六
九
五
例
と
報
告
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
原
因

疾
患
の
内
訳
は
ク
モ
膜
下
出
血
五

O
三
件
(
二
九
・
七
%
)
、
頭
部
外
傷
五

O
二
件
(
二
九
・
六
%
)
、
脳

出
血
三
四
六
件
(
二

0
・
四
%
)
、
そ
の
他
三
四
四
件
(
二

0
・
三
%
)
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
脳

死
者
の
発
生
場
所
は
約
八
割
が
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
脳
出
血
や
交

通
事
故
で
頭
部
損
傷
し
た
患
者
が
救
急
救
命
セ
ン
タ
ー
に
運
ば
れ
、
そ
の
う
ち

0
・
四

1
一
%
が
脳
死
に

な
る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
救
急
救
命
セ
ン
タ
ー
と
は

一
人
で
も
多
く
の
人
の
命
を
救
う
こ
と
が
使
命
で
す
。
し
か
し

救
急
医
療
体
制
を
整
備
す
る
と
、
脳
死
の
対
象
と
な
る
患
者
数
は
減
少
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
更
に

大
き
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
救
急
患
者
の
命
を
救
お
う
と
す
る
医
療
行
為
と
、
臓
器
提
供
の
条
件

を
良
く
す
る
為
の
医
療
行
為
が
相
反
し
ま
す
。
例
え
ば
、
脳
組
織
を
守
る
た
め
に
脳
内
圧
を
下
げ
る
に
は

利
尿
剤
を
使

っ
て
水
分
を
排
世
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
移
植
に
使
用
す
る
た
め
に
は
利
原
剤
の
使
用

を
控
え
た
方
が
新
鮮
な
状
況
を
た
も
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
は
、
例
え
ば
脳
死
・
臓
器
移
植
を
推
進

す
る
社
会
に
あ
っ
て
は
、
脳
死
に
移
行
し
そ
う
な
助
か
り
そ
う
に
も
な
い
患
者
へ
の
治
療
を
控
え
、
新
鮮

な
臓
器
を
確
保
す
る
治
療
を
行
う
方
が
総
合
的
に
は
便
益
が
高
い
と
評
価
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
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小
児
の
脳
死
・
臓
器
移
植
に
関
し
て
可
能
な
年
齢
を
下
げ
る
方
向
に
向
か
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
現

在
で
は
小
児
科
医
の
不
足
が
深
刻
に
な
っ
て
お
り
、
小
児
救
急
医
療
の
体
制
が
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

臓
器
移
植
に
よ
っ
て
小
児
の
命
を
助
け
る
前
に
、
小
児
の
命
を
助
け
る
小
児
救
急
医
療
体
制
の
整
備
の
方

が
重
要
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
一
九
九
九
年
の
厚
生
省
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
過
去
十
年
間
の
小
児
脳
死
患
者

一
四

O
人
の
う
ち
三
人
は
、
親
の
虐
待
が
原
因
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
欧
米
の
調
査
で
は

0
1
三
歳
児
の
頭

部
外
傷
の
三
割
、
骨
折
の
五
割
が
親
の
虐
待
に
よ
る
と
報
告
さ
れ
て
お
り
、
虐
待
を
行
っ
た
親
の
同
意
で

臓
器
移
植
を
承
認
す
る
こ
と
に
は
大
き
な
問
題
が
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

釣
り
合
わ
な
い
需
給

脳
死
者
か
ら
の
臓
器
移
植
は
二

O
O七
年
で
は
十
二
件
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
心
臓
移
植
は
十
件

で
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
心
臓
移
植
を
希
望
し
て
(
社
)
日
本
臓
器
移
植
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
に
登
録
さ
れ

て
い
る
方
は
二

O
O七
年
現
在
で
一

O
O名
お
り
ま
す
か
ら
、
臓
器
の
数
は
必
要
数
の
約

一
割
し
か
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
日
本
は
脳
死

・
臓
器
移
植
に
お
い
て
は
特
殊
な
立
場
に
あ
り
、
臓
器
の
提
供
数
が
少
な

い
レ
ベ
ル
で
推
移
し
て
い
ま
す
が
、
欧
米
で
は
高
い
レ
ベ
ル
で
臓
器
の
提
供
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
二
O

O
四
年
の
心
臓
移
植
数
は
日
本
五
件
、
米
国
二

O
五
五
件
、
英
国
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
を
含
め
た
欧
州

30 



主
要
国
計
で
二
一

O
一
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
国
に
よ
っ
て
人
口
が
違
い
ま
す
か
ら
、
人
口
一
億
人
当
た

り
に
換
算
し
て
み
る
と
、
日
本
四
件
、
米
国
七

O
一
件
、
欧
州
四
五
三
件
と
な
り
、
わ
が
国
の
脳
死
心
臓

提
供
者
数
の
低
さ
が
わ
か
り
ま
す
。
欧
州
並
み
の
レ
ベ
ル
に
な
れ
ば
待
機
患
者
は
一
掃
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

さ
て
、
わ
が
国
に
比
べ
て
二
桁
も
臓
器
提
供
数
が
あ
る
欧
米
で
は
待
機
患
者
が
無
い
の
で
し
ょ
う
か
。

米
国

U
N
O
S
の
統
計

(
5
8
E
D
E
-
宮
古
ス
)
に
よ
る
と
、
移
植
を
待
て
ず
に
待
機
中
に
亡
く
な
る

患
者
の
割
合
は
心
臓
移
植
で
三
三
%
、
肝
臓
移
植
で
一
八
%
で
あ
り
、
ま
た
欧
州
の
ユ

1
ロ
ト
ラ
ン
ス
プ

ラ
ン
ト
の
統
計
百
R
2
E
5
1白
E
2
2
5
Z
2巾
円
呂
∞
)
で
は
心
臓
移
植
で
一
五
・
八
%
と
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。
日
本
国
内
で
は
、
二

O
O七
年
五
月
三
十
一
日
ま
で
に
心
臓
移
植
の
登
録
待
機
患
者
二
七
九
人

の
中
で
死
亡
さ
れ
た
方
は
九
四
人
(
三
一
一
了
七
%
)
で
、
ほ
ぽ
米
国
並
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
潤
沢
な
臓

器
の
提
供
が
あ
る
欧
米
で
も
希
望
者
全
員
が
移
植
を
受
け
ら
れ
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
移
植
医
療
が
一

般
的
な
治
療
法
と
し
て
社
会
に
導
入
さ
れ
る
と
、
そ
の
医
療
を
受
け
よ
う
と
考
え
る
患
者
あ
る
い
は
そ
の

医
療
行
為
を
受
け
さ
せ
よ
う
と
す
る
医
師
が
増
え
、
そ
の
結
果
待
機
患
者
数
も
増
加
す
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
心
臓
移
植
を
希
望
し
て
(
社
)
日
本
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
は
一

O
O名

で
す
が
、
日
本
移
植
学
会
で
は
様
々
な
研
究
結
果
か
ら
国
内
の
心
臓
移
植
適
応
患
者
数
は
年
間
二
二
八

1
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六
七

O
人
で
あ
る
と
推
定
し
て
い
ま
す
。

32 

延
命
効
果
は
ど
の
ぐ
ら
い
か

移
植
後
の
病
状
改
善
に
つ
い
て
問
題
を
指
摘
す
る
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
移
植
後
に
服
用
す
る

免
疫
抑
制
剤
の
副
作
用
に
つ
い
て
問
題
視
す
る
人
も
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
見
解
に
対
し
て
は
次
の
よ

う
な
主
張
が
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

国
際
心
肺
移
植
学
会
の
統
計
に
よ
る
と
、
一
九
九
九
年
か
ら
二

O
O
四
年
ま
で
の
三
年
間
に
心
臓
移
植

を
受
け
た
人
二
ハ
、
二
二
七
人
の
生
存
率
は
、

三
ヶ
月
八
九

・
五
%
、
一
年
八
四
・
九
%
、
三
年
七
八

・

六
%
、
五
年
七
二

・
一
%
と
な
っ
て
い
ま
す
。
移
植
す
る
前
の
こ
れ
ら
の
人
々
の
病
状
は
、
七
三
%
が
寝

た
き
り
で
、
二
四
%
が
心
不
全
の
症
状
の
た
め
日
常
生
活
に
支
障
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
移
植
後

こ
れ
ら
の
症
状
は
劇
的
に
改
善
し
、
生
存
者
の
八
六
%
が
全
く
無
症
状
で
、
一
二
%
が
日
常
生
活
に
は
支

障
が
な
い
と
さ
れ
、
す
な
わ
ち
九
八
%
が
通
常
の
生
活
を
送
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

心
臓
移
植
後
の
Q
O
L
(
ク
オ
リ
テ
ィ
1

・
オ
プ

・
ラ
イ
フ
、
生
命
ま
た
は
生
活
の
質
)
に
つ
い
て
は
、

八
0
1
八
五
%
の
人
で
活
動
力
が
高
い
と
さ
れ
、
生
活
の
充
実
感
、
健
康
で
あ
る
と
い
う
意
識
度
も
一
般

健
康
人
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
と
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
移
植
成
績
は
学
会
で
統
計
の
取
り
方
が
異
な



り
ま
す
が
、
脳
死
・
心
臓
移
植
を
受
け
た
方
の
生
存
率
は
一
年
九
七
・
六
%
、
三
年
九
七
・
六
%
、
五
年

九
一
・
八
%
、
脳
死
・
肝
移
植
を
受
け
た
方
々
の
累
積
生
存
率
は
一
年
八
O
%
、
三
年
七
七
%
、
五
年
七

二
%
、
脳
死
を
含
む
生
体
腎
移
植
で
は
一
年
生
着
率
九

0
・
二
%
、
五
年
七
五
・
三
%
、
脳
死
を
含
む
生

体
肺
移
植
で
は
一
年
生
存
率
八
三
・
O
%
、
五
年
生
存
率
七
一
・
一
%
と
な
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
生

存
率
か
ら
見
て
も
、
予
後
の
生
活
か
ら
見
て
も
移
植
と
い
う
治
療
は
有
効
で
あ
る
と
い
う
意
見
で
す
。

確
か
に
、
ど
の
臓
器
の
移
植
も
五
年
生
存
率
七
O
%
以
上
と
な
っ
て
お
り
、
移
植
医
療
の
有
効
性
が
示

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。
し
か
し
、
実
際
に
は
治
療
を
行
わ
な
か
っ
た
場
合
で
も
患
者
は
す
ぐ
に

死
亡
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
待
機
患
者
の
生
存
率
と
比
較
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
例
え

ば
肺
移
植
に
関
し
て
は
次
の
よ
う
な
数
値
が
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
際
心
臓
・
肺
移
植
学
会
の
二

0
0

五
年
の
報
告
で
は
、
生
体
肺
移
植
後
の
一
年
生
存
率
は
七
六
・
二
%
、
五
年
生
存
率
は
四
八
・
六
%
で
し

た
。
こ
れ
に
対
し
て
肺
移
植
の
待
機
患
者
の
生
命
予
後
は
、
一
年
生
存
率
六
六
・
五
%
、
五
年
生
存
率
三

一
・
三
%
で
し
た
。
つ
ま
り
五
年
生
存
率
で
コ
二
・
三
%
か
ら
四
八
・
六
%
に
改
善
が
見
ら
れ
た
わ
け

で
、
こ
れ
が
肺
移
植
の
有
効
性
の
評
価
に
な
り
ま
す
。
肺
移
植
に
関
し
て
は
待
機
患
者
の
生
存
率
が
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
心
臓
や
肝
臓
に
つ
い
て
は
待
機
患
者
の
統
計
も
生
存
率
等
の
推
計
が
報
告
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
有
効
性
を
示
す
意
味
あ
る
数
値
が
示
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
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。
配
さ
れ
る
国
民
意
識
の
変
化

次
の
問
題
は
脳
死

・
臓
器
移
植
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
国
民
意
識
の
変
化
で
す
。
欧
米
は
脳
死
に
よ

る
臓
器
の
提
供
数
が
多
い
が
、
日
本
は
低
レ
ベ
ル
に
推
移
し
て
い
る
、
欧
米
並
み
に
引
き
上
げ
る
た
め
に

啓
蒙
活
動
が
必
要
だ
と
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
本
当
の
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

2 

34 

臓
器
提
供
と
自
己
決
定
権

欧
米
で
は
脳
死
者
か
ら
の
臓
器
提
供
数
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
脳
死

・
臓
器
移
植
に
対
す
る

日
本
と
の
制
度
上
の
違
い
、
そ
の
元
と
な
る
民
族
性
の
違
い
に
起
因
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
ず
制
度

上
の
違
い
で
す
が
、
本
人
の
意
思
表
示
に
よ
る
臓
器
提
供
を
基
本
と
す
る
国
と
、
推
定
同
意
と
い
う
考
え

方
が
導
入
さ
れ
て
い
る
国
が
あ
り
ま
す
。
本
人
の
意
思
表
示
に
よ
る
臓
器
提
供
と
は
い
わ
ゆ
る
イ
ン
フ
ォ

ー
ム
ド

・
コ
ン
セ
ン
ト
に
よ
る
制
度
で
あ
り
、
推
定
同
意
と
は
拒
否
の
意
思
を
表
明
し
て
い
な
け
れ
ば
自

動
的
に
ド
ナ
!
と
み
な
さ
れ
る
制
度
で
す
。
推
定
同
意
を
採
用
す
る
場
合
に
は
、
臓
器
提
供
を
拒
否
す
る

た
め
に
意
思
表
示
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
米
国
、
英
国
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
、
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
で
は
本
人
の
意
思
表
示
制
度
が
、
ベ
ル
ギ
ー
、
フ
ラ
ン
ス
、
ギ
リ
シ
ャ
、
イ
タ

ス
ペ
イ
ン
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
推
定
同
意
制
度
が
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

リ
ア
、

ル
ク
セ
ン
プ
ル
グ
、



本
人
の
意
思
表
示
を
重
視
す
る
国
で
も
、

近
親
者
の
同
意
で
臓
器
提
供
が
可
能
で
す
。

ま
す
。

ま
4

山
れ
九
、

生
前
に
お
け
る
提
供
拒
否
の
意
思
表
示
が
な
い
限
り
、

ま
た
、
近
親
者
へ
の
優
先
的
な
臓
器
提
供
が
約
束
さ
れ
て
い

欧
米
で
も
脳
死

・
臓
器
移
植
に
対
し
て
最
初
か
ら
簡
単
に
合
意
形
成
が
な
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
臓

器
移
植
を
め
ぐ
っ
て
は
、
宗
教
界
で
も
賛
否
両
論
が
あ
り
ま
し
た
。
特
に
反
対
す
る
可
能
性
の
高
か
っ
た

生
命
擁
護
派
の
急
先
鋒
で
あ
る
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
が
容
認
す
る
こ
と
が
、
一
九
五
七
年
の
ピ
ウ
ス
十
二
世

の
発
言
「
無
意
識
状
態
の
ま
ま
死
亡
す
る
患
者
の
死
の
瞬
間
の
定
義
は
医
師
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
る
」
、

一
九
九

O
年
ヨ
ハ
ネ

・
パ
ウ
ロ
二
世
の
発
言
「
ド
ナ

l
登
録
は
人
間
愛
の
行
為
で
あ
り
、
そ
の
人
間
愛
を

実
践
し
、
そ
の
意
識
を
表
記
す
る
有
益
な
機
会
で
あ
る
」
に
よ
っ
て
示
さ
れ
、
脳
死

・
臓
器
移
植
の
問
題

は
当
事
者
の
意
志
決
定
の
問
題
に
な
り
ま
し
た
。

欧
米
で
は
国
家
や
社
会
の
権
威
に
対
し
て
個
人
の
権
利
と
自
由
を
尊
重
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
立
場
が

確
立
し
て
い
ま
す
。
こ
の
個
人
の
権
利
と
自
由
は
市
民
革
命
に
よ
っ
て
勝
ち
取
っ
た
重
要
な
権
利
で
す
。

で
す
か
ら
、
臓
器
提
供
に
関
し
て
も
個
人
の
自
由
意
志
、
つ
ま
り
自
己
決
定
権
が
重
視
さ
れ
ま
す
。
自
己

決
定
権
と
は
「
あ
る
行
為
の
諸
結
果
は
可
能
な
限
り
そ
の
行
為
者
の
選
択

・
決
定
に
帰
責
さ
せ
ら
れ
る
。

同
時
に
、
そ
の
行
為
は
た
と
え
当
人
に
対
し
不
幸
な
結
果
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
と
し
て
も
他
人
に
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危
害
を
加
え
な
い
限
り
最
大
限
尊
重
さ
れ
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
自
己
決
定
権
を
尊
重
す
る
背
景
に

は
、
人
聞
は
情
報
を
充
分
与
え
ら
れ
れ
ば
合
理
的
な
意
志
決
定
を
行
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
人
格

論
(
パ

l
ソ
ン
論
)
が
存
在
し
ま
す
。
つ
ま
り
、
当
人
に
対
し
て
不
利
益
に
な
る
行
動
を
選
択
し
た
と
し

て
も
、
そ
れ
は
充
分
な
情
報
に
基
づ
い
て
個
人
の
自
由
意
志
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、

こ
れ
を
容
認
し
そ
の
責
任
は
個
人
に
帰
着
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
で
す
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
が
日
本
の
現
状
に
適
合
し
た
も
の
で
し
ょ
う
か
。
啓
蒙
活
動
を
十
分
行
え

ば
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
を
導
入
す
る
こ
と
も
可
能
だ
と
考
え
る
人
々
も
お
り
ま
す
が
、
国
家
や
社
会
に

依
存
す
る
傾
向
の
強
い
わ
が
国
で
は
こ
の
よ
う
な
考
え
方
が
社
会
的
に
容
認
さ
れ
る
可
能
性
は
低
い
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
臓
器
非
提
供
の
意
思
を
示
さ
な
い
限
り
脳
死

・
臓
器
提
供
を
行
う

(
推
定
同
意
)
と
い
う
方
法
は
、
わ
が
国
に
は
馴
染
み
に
く
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

人
体
組
備
や
臓
器
の
部
品
化

臓
器
移
植
用
の
臓
器
は
慢
性
的
に
不
足
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
移
植
が
可
能
な
国
で
臓
器
移
植
を

受
け
る
海
外
渡
航
移
植
も
相
当
数
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
海
外
渡
航
移
植
に
つ
い
て
は
貧
し
い
国
々

の
人
々
か
ら
の
臓
器
売
買
を
生
ん
で
い
る
こ
と
も
指
摘
し
た
と
お
り
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
圏
内
で
は
慢
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性
的
臓
器
不
足
で
あ
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
臓
器
移
植
は
臓
器
疾
患
の
一
般
的
な
治
療
方
法
の
一
つ
で

あ
る
と
見
な
さ
れ
る
と
、
そ
こ
に
方
法
が
あ
る
限
り
治
療
を
受
け
よ
う
と
す
る
欲
求
が
発
生
し
ま
す
。
そ

し
て
、
人
間
の
臓
器
を
ま
る
で
機
械
の
一
部
品
で
あ
る
よ
う
に
交
換
可
能
で
あ
る
と
す
る
考
え
方
が
広
ま

っ
て
く
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

東
京
外
国
語
大
学
教
授
で
現
代
思
想
を
専
門
と
す
る
西
谷
修
氏
は
、
臓
器
移
植
の
社
会
へ
の
導
入
に
よ

っ
て
「
人
間
の
身
体
は
機
械
の
部
品
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
、
そ
れ
を
医
療
シ
ス
テ
ム
が
「
公
共
の
利
益
」

の
た
め
に
利
用
す
る
。
身
体
の
個
別
性
は
消
滅
し
、
集
合
的
で
非
人
称
的
な
身
体
の
み
が
ク
ロ
ー
ズ
・
ア

ッ
プ
さ
れ
て
い
る
の
だ
。
そ
の
た
め
身
体
は
「
公
共
化
」
さ
れ
、
個
人
の
生
死
の
意
味
さ
え
唆
昧
に
な
っ

て
く
る
」
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
阪
府
立
大
学
教
授
で
生
命
学
を
提
唱
し
て
い
る
森
岡
正
博
氏

は
臓
器
移
植
の
問
題
に
触
れ
て
、
他
人
の
臓
器
ま
で
も
ら
っ
て
生
き
た
い
と
思
う
エ
ゴ
イ
ズ
ム
を
強
調

し
、
こ
れ
は
他
の
動
植
物
や
地
球
環
境
、
発
展
途
上
国
の
人
々
を
犠
牲
に
し
て
ま
で
豊
か
な
生
活
を
求
め

た
い
と
い
う
考
え
方
と
同
じ
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
は
エ
ゴ
イ
ズ
ム
の
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
が
必
要
で
あ
り
、
生
活
レ
ベ
ル
の
向
上
に
あ
た
っ
て
は
環
境
へ
の
負
荷
を
最
小
に
す
る
。
先
端
医
療

に
あ
っ
て
は
身
体
の
部
品
化
は
避
け
る
こ
と
が
必
要
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
人
体
組
織
や
臓
器
の
部
品
化
と
い
う
考
え
方
は
、
私
達
の
肉
体
が
交
換
可
能
な
部
品
で
構
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成
さ
れ
た
物
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
に
行
き
着
き
ま
す
。
こ
れ
は
、
個
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
、

ま
り
「
自
分
と
は
一
体
何
者
で
あ
る
の
か
」
と
い
っ
た
人
間
観
、
個
人
の
生
死
と
い
う
生
命
観
、
我
々
を

取
り
巻
く
動
物
や
植
物
の
自
然
観
を
大
き
く
変
え
て
し
ま
う
可
能
性
を
持
っ
て
い
ま
す
。
キ
ー
ワ
ー
ド
は

「
交
換
可
能
」
で
す
。
本
当
は
個
々
の
人
の
存
在
、
人
の
い
の
ち
、
個
々
の
自
然
の
存
在
と
い
の
ち
は
す

べ
て
交
換
で
き
な
い
唯
一
の
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
尊
厳
性
を
持
っ
て
い
る
の
で
す
。
人
体
の
部
品
化

と
い
う
考
え
方
は
、
い
の
ち
の
尊
厳
性
を
蝕
む
可
能
性
の
あ
る
考
え
方
な
の
で
す
。

てコ
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脳
死
臓
器
移
植
に
依
ら
な
い
移
植
医
療

脳
死
臓
器
移
植
は
様
々
な
問
題
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
し
ま
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
応
し

て
先
端
医
療
の
分
野
で
は
様
々
な
研
究
開
発
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
人
工
臓
器
の
研
究
開
発
は
一

九
五
0
年
代
か
ら
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
人
工
心
肺
、
人
工
腎
臓
、
人
工
心
臓
、
人
工
関
節
、
人
工
皮

膚
、
人
工
血
管
、
人
工
血
液
な
ど
で
す
。
人
工
組
織
に
つ
い
て
は
実
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
人
工
臓
器
に

つ
い
て
は
大
型
に
機
械
を
必
要
と
し
人
体
に
内
蔵
す
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

現
時
点
で
有
望
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
が
急
速
に
進
展
す
る
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
成
果
を
応
用
し

た
再
生
医
療
分
野
で
す
。
人
間
の
体
を
構
成
す
る
組
織
や
臓
器
は
胎
児
の
時
に
し
か
形
成
さ
れ
ま
せ
ん
。

3 



組
織
や
臓
器
を
構
成
す
る
細
胞
は
常
に
新
し
い
物
に
更
新
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
組
織
が
欠
損
し
た
場
合
に

は
再
度
生
え
て
く
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
動
物
の
中
に
は
ト
カ
ゲ
の
よ
う
に
尻
尾
を
失
っ
て
も
再
生
す

る
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
と
同
じ
よ
う
に
再
度
生
え
て
く
る
こ
と
の
な
い
組
織
の
機
能
回
復
の
方
法

を
研
究
す
る
新
し
い
医
学
の
分
野
が
再
生
医
学
、
臨
床
的
に
応
用
す
る
の
が
再
生
医
療
で
す
。
例
え
ば
、

心
筋
梗
塞
が
起
こ
る
と
心
筋
の
一
部
が
壊
死
し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
し
て
壊
死
し
た
細
胞
は
再
生
し
な
い

上
、
そ
こ
に
至
る
栄
養
血
管
も
詰
ま
っ
て
機
能
不
全
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
何
と
か
し
て
細

胞
を
再
生
し
よ
う
と
す
る
の
が
再
生
医
療
で
す
。
そ
の
方
法
と
し
て
有
力
視
さ
れ
て
い
る
の
が
幹
細
胞
の

利
用
で
あ
り
、
体
性
幹
細
胞
、

E
S
細
胞
と

i
p
S
細
胞
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
で
す
。

E
S
細
胞
と

i
p

S
細
胞
に
つ
い
て
は
臨
床
応
用
、
つ
ま
り
実
用
化
に
は
時
間
が
か
か
り
ま
す
が
、
多
大
な
研
究
開
発
努
力

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

E
S
細
胞
(
旺
性
幹
細
胞
)
と
は

人
体
を
構
成
す
る
大
部
分
の
細
胞
は
、
皮
膚
や
筋
肉
の
よ
う
に
細
胞
分
裂
し
て
新
し
い
細
胞
に
生
ま
れ

変
わ
り
ま
す
が
、
元
の
細
胞
と
同
じ
皮
膚
や
筋
肉
に
し
か
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
細
胞
を
分
化
し
た

細
胞
と
呼
び
ま
す
。
と
こ
ろ
が
造
血
幹
細
胞
と
呼
ば
れ
る
細
胞
は
、
そ
れ
自
身
で
あ
る
造
血
幹
細
胞
に
な
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っ
た
り
、
赤
血
球
、
白
血
球
や
血
小
板
な
ど
の
細
胞
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
自
分
自

身
以
外
の
細
胞
を
生
み
出
す
能
力
の
こ
と
を
分
化
能
と
呼
び
、
そ
の
能
力
を
持
っ
た
細
胞
を
幹
細
胞
と
呼

ん
で
い
ま
す
。
体
性
幹
細
胞
(
∞
o自
主
円
三
巾

E
B
-
-∞
)
と
匪
性
幹
細
胞
(
何
百

σ
q
g
w
∞
R
B
2
E
)
の

二
種
類
が
あ
り
ま
す
。

。:

一
「か

酬

一

山

f

⑪

図2

本 『バイオ ・ゲノムを読む事典J(東洋経済新報社)よ
り引用
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匪
性
幹
細
胞
と
は
、
動
物
の
発
生
初
期
段
階
で
あ
る
匪
盤
胞
の

一
部
か
ら
取
り
出
す
こ
と
が
出
来
る
細
胞
で
、
そ
の
動
物
の
体
の

す
べ
て
の
細
胞
に
分
化
す
る
能
力
(
全
能
性
)
を
持
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
匪
盤
胞
の
時
期
を
過
ぎ
分
化
す
る
と
全
能
性
は
次

第
に
失
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
全
能
性
は
失
わ
れ
ま
す
が
、
組
織

や
臓
器
に
は
そ
の
臓
器
の
役
割
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
分
化
能
力
を
持

っ
た
幹
細
胞
が
存
在
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
細
胞
は
体
性
幹
細
胞
と

か
組
織
幹
細
胞
(
司
o
z
o
z
s
Z
R
5
2宏
一

T
S細
胞
)
と
呼

ば
れ
、
神
経
幹
細
胞
、
造
血
幹
細
胞
お
よ
び
中
匪
葉
性
幹
細
胞
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
特
に
骨
髄
中
匪
葉
性
幹
細
胞
は
、
骨
芽
細
胞
、

骨
格
筋
細
胞
、
心
筋
細
胞
、
神
経
細
胞
、
肝
細
胞
に
分
化
す
る
こ



と
が
実
験
的
に
示
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
多
様
な
分
化
能
力
の
人
為
的
制
御
が
試
み
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

他
に
肝
臓

・
骨
格
筋
な
ど
の

T
S
細
胞
に
つ
い
て
も
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
い
ず
れ
の

場
合
も

T
S
細
胞
そ
の
も
の
の
性
質
に
は
不
明
の
点
が
多
く
、
幹
細
胞
を
用
い
て
臨
床
応
用
を
実
現
化
す

る
た
め
の
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
て
匪
性
幹
細
胞

(
E
S
細
胞
)
は
、
生
体
外
で
理
論
上
す
べ
て
の
組
織
に
分
化
す
る
全
能

性
を
保
ち
つ
つ
、
ほ
ぽ
無
限
に
増
殖
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
再
生
医
療
へ
の
応
用
が
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。

E
S
細
胞
は
、
も
と
も
と
由
来
す
る
種
に
よ
っ
て
ヒ
ト

E
S
細
胞
と
か
マ
ウ
ス

E
S
細
胞
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
マ
ウ
ス
な
ど
の
動
物
由
来
の

E
S
細
胞
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
遺
伝
子
操
作
が
可

能
な
の
で
基
礎
医
学
研
究
で
は
既
に
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
ヒ
ト

E
S
細
胞
の
利
用
に
は
倫
理
的
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。
第
一
の
問
題
は
受
精
卵
を
使

う
と
い
う
こ
と
で
す
。
ヒ
ト

E
S
細
胞
を
樹
立
す
る
に
は
、
受
精
卵
な
い
し
受
精
卵
よ
り
発
生
が
進
ん
だ

匪
盤
胞
ま
で
の
段
階
の
初
期
匪
が
必
要
で
す
。
ヒ
ト

E
S
細
胞
の
場
合
の
普
通
の
や
り
方
は
不
妊
治
療
の

際
に
採
取
さ
れ
る
受
精
卵
が
材
料
と
し
ま
す
。
そ
の
ま
ま
母
体
に
戻
せ
ば
赤
ち
ゃ
ん
と
し
て
成
長
す
る
受

精
卵
を
破
壊
し
て

E

S
細
胞
を
樹
立
す
る
わ
け
で
す
か
ら
、
ヒ
ト
の
命
を
奪
う
行
為
と
し
て
問
題
祝
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
先
進
国
の
間
で
も
対
応
が
分
か
れ
て
い
ま
す
。

E
S
細
胞
研
究
の
中
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心
で
あ
る
米
国
で
は
、
プ
ッ
シ
ュ
政
権
が
二

O
O
一
年
八
月
に
公
的
研
究
費
に
よ
る
新
た
な
ヒ
ト

E
S
細

胞
の
樹
立
を
禁
止
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
連
邦
の
公
的
研
究
費
を
使
わ
な
け
れ
ば
、
か
な
り
自
由
に
研
究

が
出
来
ま
す
。
パ

l
キ
ン
ソ
ン
病
、
脳
梗
塞
、
糖
尿
病
な
ど
が
治
療
で
き
る
可
能
性
か
ら
、
そ
の
研
究
を

認
め
る
国
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
ヒ
ト

E
S
細
胞
の
樹
立
も
使
用
も
禁
止
し
て
い
る
国
は
イ
タ
リ
ア
、
ブ

ラ
ジ
ル
等
で
す
。
樹
立
は
禁
止
し
て
い
る
が
既
存
の

E
S
細
胞
の
使
用
を
許
し
て
い
る
国
は
ド
イ
ツ
、
フ

ラ
ン
ス
、
デ
ン
マ

ー
ク
等
で
す
。
余
剰
匪
に
限
り

E
S
細
胞
の
樹
立
そ
の
使
用
を
許
し
て
い
る
国
は
日

本
、
韓
国
、
ロ
シ
ア
等
で
す
。

E
S
細
胞
の
樹
立
目
的
の
ヒ
ト
匪
作
成
も
可
と
し
使
用
も
可
と
し
て
い
る

国
に
は
英
国
と
中
国
が
あ
り
ま
す
。
米
国
は
州
に
よ
っ
て
対
応
が
異
な
り
、
全
て
の
研
究
が
出
来
る
州
か

ら
、
全
て
を
禁
止
し
て
い
る
州
ま
で
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
い
ま
す
。
ク
ロ
ー
ン
匪
か
ら
の

E
S
細
胞
樹

立
を
容
認
し
て
い
る
の
は
、
英
国
、
中
国
と
米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ク
ロ
ー
ン
匪

か
ら
の

E
S
細
胞
の
樹
立
は
、
受
精
卵
の
破
壊
と
い
う
問
題
ば
か
り
で
な
く
、
母
体
に
戻
せ
ば
ク
ロ
ー
ン

人
聞
を
生
み
出
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
新
た
な
倫
理
問
題
を
は
ら
ん
で
い
ま
す
。

ヒ
ト

E
S
細
胞
を
用
い
た
再
生
医
療

ヒ
ト

E
S
細
胞
を
再
生
医
療
に
応
用
す
る
た
め
に
は
、

ま
ず

E
S
細
胞
を
あ
る
特
定
の
細
胞
に
分
化
さ
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せ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
神
経
細
胞
や
騨
臓
ベ

l
タ
細
胞
な
ど
に
効
率
的
に
分
化
さ
せ
る
方
法

が
盛
ん
に
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
上
で
分
化
し
た
細
胞
を
選
別
抽
出
後
、
移
植
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
例
え
ば
イ
ン
ス
リ
ン
を
分
泌
に
問
題
が
あ
る
糖
尿
病
患
者
に
対
し
て
、
イ
ン
ス
リ
ン
を
分
泌
す
る
騨

臓
ラ
ン
ゲ
ル
ハ
ン
ス
島
の
ベ
ー
タ
細
胞
に
相
当
す
る
細
胞
を

E
S
細
胞
の
分
化
に
よ
っ
て
作
製
し
細
胞
移

植
し
ま
す
。
将
来
的
に
は
さ
ら
に
培
養
を
行
っ
て
臓
器
と
し
て
移
植
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
現
状
で
は
特
定
の
細
胞
に
分
化
さ
せ
る
た
め
の
研
究
開
発
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
状
況

で
、
実
用
的
な
再
生
医
療
に
な
る
た
め
に
は
未
だ
多
く
の
努
力
が
必
要
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
細
胞
培
養
す
る
元
に
な
る

E
S細
胞
と
移
植
を
行
う
患
者
の
適
合
が
悪
い
と
、
移
植
し
て

も
拒
絶
さ
れ
る
と
い
う
問
題
点
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
脳
死
・
臓
器
移
植
と
全
く
同
様
で
す
。
こ
れ
を
克

服
す
る
た
め
、
患
者
の
細
胞
に
由
来
す
る

E
S細
胞
を
樹
立
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
拒
絶
さ
れ
る
こ
と

は
な
く
幅
広
い
応
用
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
が
ヒ
ト
ク
ロ
ー
ン

E
S細
胞
で
す
。
こ
の
細
胞
を
樹
立

す
る
た
め
に
は
、
ク
ロ
ー
ン
匪
を
作
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
近
年
、
動
物
で
は
こ
の
よ
う
な
方
法
が
可
能

に
な
っ
て
お
り
、
ヒ
ト
に
お
い
て
も
技
術
的
に
は
動
物
と
同
様
に
こ
の
技
術
を
用
い
て
ク
ロ
ー
ン

E
S細

胞
を
得
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
思
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
中
途
段
階
に
て
得
ら
れ
る
ク
ロ
ー
ン
匪

を
母
体
の
子
宮
に
戻
せ
ば
ク
ロ
ー
ン
人
聞
を
作
製
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
倫
理
的
な
問
題
を
引
き
起
こ

43一一一一第一章臓器移植についてどう考えるか



こ
の
作
業
は
成
功
率
が
低
い
た
め
多
量
の
卵
子
を
必
要
と
し
、
卵
子
を
集
め
る
段
階
で

も
倫
理
的
な
問
題
を
起
こ
す
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
黄
高
錫
(
当
時
ソ
ウ
ル
大
学
校
教
授
)
が

二
O
O五
年
に
ヒ
ト
ク
ロ
ー
ン

E
S
細
胞
を
樹
立
し
た
と
米
国
科
学
雑
誌
サ
イ
エ
ン
ス
に
報
告
し
ま
し

た
。
し
か
し
同
年
十
二
月
、
卵
子
の
入
手
方
法
を
め
ぐ
る
倫
理
的
問
題
に
加
え
、
研
究
成
果
そ
の
も
の
が

握
造
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
と
い
う
事
件
は
よ
く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

し
ま
す
。
ま
た
、

44 

i
p
S
細
胞
の
可
能
性

最
近

i
p
S
細
胞
(
一
足
宮
内
己
主
己
『
苦

2
8
2円巾
E
B
-
-∞
、
人
工
多
能
性
幹
細
胞
)
と
い
う
言
葉
が
よ
く

聞
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

i
p
S細
胞
と
は
、
人
工
的
に
作
ら
れ
た

E
S細
胞
に
似
た
分
化
多
能

性
を
も
っ
た
細
胞
で
す
。
京
都
大
学
の
山
中
伸
弥
教
授
ら
の
グ
ル
ー
プ
が
、
体
細
胞
へ
数
種
類
の
遺
伝
子

と
逆
転
写
ウ
イ
ル
ス
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
世
界
で
始
め
て
実
現
し
ま
し
た
。

山
中
教
授
た
ち
は
、
細
胞
核
内
に
あ
る
遺
伝
子

D
N
A
と
タ
ン
パ
ク
質
複
合
体
が
、
外
部
か
ら
導
入
さ

れ
た
物
質
に
よ
る
後
天
的
な
働
き
に
よ
っ
て
、
遺
伝
子
の
発
現
を
制
御
で
き
る
こ
と
、
つ
ま
り
エ
ピ
ジ
エ

ネ
テ
ィ
ッ
ク
機
構
を
利
用
し
て
、

E
S
細
胞
と
し
て
の
分
化
万
能
性
の
研
究
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
結

果
、
マ
ウ
ス

E
S細
胞
で
は
分
化
万
能
性
維
持
に
重
要
な
働
き
を
持
つ
因
子
と
し
て
二
四
の
遺
伝
子
を
リ



ス
ト
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
二
四
遺
伝
子
全
て
を
レ
ト
ロ
ウ
イ
ル
ス
ベ
ク
タ
ー
を
用
い
て
マ

ウ
ス
線
維
芽
細
胞
へ
導
入
し
た
と
こ
ろ
、
線
維
芽
細
胞
か
ら

E
S
細
胞
と
同
じ
よ
う
な
多
能
性
を
持
っ
た

細
胞
株
を
樹
立
す
る
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。
二
四
遺
伝
子
を
さ
ら
に
絞
り
込
み
、
最
終
的
に
0
2・品、

∞
。
民
、

E
R、
つ
富
山
刊
の
の
四
遺
伝
子
を
導
入
す
れ
ば
人
工
的
な
多
能
性
細
胞

(
i
p
S細
胞
)
を
樹
立
す

る
こ
と
を
突
き
止
め
た
の
で
す
。

こ
れ
ま
で

E
S
細
胞
で
し
か
実
現
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
多
能
性
を
人
工
的
に
作
製
出
来
た
わ
け
で
す
か

ら
、
ま
さ
に
画
期
的
な
発
見
と
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
時
を
ほ
ぼ
同
じ
く
し
て
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科

大
学
の
ロ
ド
ル
フ
・
ヤ
ニ
ツ
シ
ュ
ら
の
グ
ル
ー
プ
、
ハ
ー
バ
ー
ド
幹
細
胞
研
究
所
の
グ
ル
ー
プ
、

U
C
L

A
医
科
大
学
の
グ
ル
ー
プ
も
、
同
様
の
方
法
を
用
い
て
マ
ウ
ス

i
p
S
細
胞
の
樹
立
に
成
功
し
て
い
ま

す
。四

遺
伝
子
は
山
中
因
子
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
に
ガ
ン
遺
伝
子
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
問

題
で
、
樹
立
さ
れ
た
細
胞
が
ガ
ン
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
ガ
ン
遺
伝
子

を
使
わ
ず
に
多
能
性
を
実
現
す
る
た
め
の
蛾
烈
な
研
究
開
発
競
争
が
行
わ
れ
て
い
る
最
中
で
す
。
最
近
で

は
同
じ
京
都
大
学
の
杉
山
弘
教
授
ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ
が
ガ
ン
遺
伝
子
も
レ
ト
ロ
ウ
イ
ル
ス
も
使
わ
ず

に
、
ポ
リ
ア
ミ
ド
の

一
種
で
あ
る
化
学
物
質
を
使
っ
て

i
p
S
細
胞
を
樹
立
し
た
と
報
道
さ
れ
て
い
ま
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す。
受
精
卵
も
ガ
ン
遺
伝
子
も
使
わ
な
い

i
p
S
細
胞
が
可
能
に
な
れ
ば
再
生
医
療
の
実
現
に
大
き
く
前
進

す
る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
現
在
で
は
マ
ウ
ス

E
S
細
胞
と
同
様
の

i
p
S
細
胞
が
出
来
た
段
階
で

あ
り
、
今
後
は
ヒ
ト

E
S
細
胞
様
の

i
p
S
細
胞
の
樹
立
、
分
化
の
制
御
、
臓
器
へ
の
組
織
再
生
方
法
な

ど
多
く
の
ハ
ー
ド
ル
が
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
も
し
ヒ
ト

i
p
S
細
胞
が
可
能
と
な
る

と
生
殖
細
胞
へ
の
分
化
も
可
能
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
、
あ
る
特
定
の
人
物
の
精
子
や
卵
子

を
作
り
出
す
こ
と
も
可
能
で
す
し
、
受
精
卵
を
得
る
こ
と
も
、
母
胎
に
導
入
し
て
胎
児
と
し
て
成
長
さ
せ

る
こ
と
も
原
理
的
に
は
可
能
に
な
り
ま
す
の
で
、
新
し
い
倫
理
的
問
題
を
生
み
出
す
こ
と
は
明
ら
か
で
し

レ
Am

・「ノ
。4

問
題
は
あ
る
が
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
臓
器
移
植

さ
て
、
脳
死
・
臓
器
移
植
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
の
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
第
一
は
脳

死
・
臓
器
移
植
を
積
極
的
に
進
め
る
立
場
で
す
。
日
本
移
植
学
会
な
ど
の
医
療
者
の
団
体
、
全
国
腎
臓
病

患
者
連
絡
協
議
会
や
日
本
移
植
者
協
議
会
な
ど
の
患
者
団
体
、
臓
器
移
植
を
仲
介
す
る
(
社
)
日
本
臓
器

移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
の
団
体
が
こ
の
立
場
を
と
り
ま
す
。
こ
の
立
場
か
ら
す
る
と
日
本
の
現
状
は
欧
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米
諸
国
に
比
較
し
て
遅
れ
て
お
り
、
啓
蒙
活
動
が
必
要
と
考
え
ま
す
。
第
二
は
脳
死
・
臓
器
移
植
の
推
進

aで
し
ま

に
疑
問
を
表
明
す
る
立
場
の
活
動
で
す
。
こ
の
立
場
を
表
明
し
て
い
る
人
々
に
は
小
松
美
彦
、
勝
島
次

郎
、
森
岡
正
博
な
ど
の
学
者
や
全
国
交
通
事
故
遺
族
の
会
な
ど
の
団
体
、
大
本
を
は
じ
め
と
す
る
宗
教
団

体
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
立
場
の
活
動
は
散
発
的
に
行
わ
れ
て
お
り
、
統
一
し
た
運
動
に
は
な
っ
て
い
ま
せ

ん。
わ
が
国
で
は
一
九
九
七
(
平
成
九
)
年
に
脳
死
・
臓
器
移
植
を
可
能
に
す
る
た
め
に
「
臓
器
の
移
植
に

関
す
る
法
律
」
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
十
年
経
過
し
て
も
臓
器
提
供
数
は
増
加
し
て
い
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
、
臓
器
移
植
の
推
進
派
が
中
心
に
な
っ
て
、
臓
器
移
植
の
拡
大
を
目
指
し
た
法
律
改
正
が
国

会
に
提
出
さ
れ
審
議
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
最
近
、
脳
死

・
臓
器
移
植
に
関
連
し
た
議
論
が
活
発

に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
背
景
で
す
。
そ
の
臓
器
移
植
が
於
か
れ
て
い
る
状
況
を
ま
と
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

対
立
す
る
賛
否

脳
死
・
臓
器
移
植
は
様
々
な
問
題
点
を
抱
え
た
医
療
で
す
。
し
か
し
、
現
実
的
な
問
題
と
し
て
、
臓
器

移
植
を
行
う
以
外
に
は
改
善
の
方
法
が
な
い
患
者
が
多
く
存
在
し
ま
す
。
圏
内
で
の
臓
器
提
供
数
が
少
な

い
た
め
、
成
人
で
も
海
外
渡
航
移
植
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
し
、
小
児
に
関
し
て
は
国
内
で
の
臓
器
提
供
が
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あ
り
ま
せ
ん
か
ら
海
外
に
渡
航
し
て
移
植
す
る
し
か
方
法
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
健
康
な
家
族
か
ら

の
臓
器
を
提
供
す
る
生
体
移
植
、
窮
余
の
一
策
と
し
て
あ
る
い
は
臓
器
と
し
て
の
質
に
は
問
題
が
あ
る
ド

ミ
ノ
移
植
や
病
気
腎
移
植
ま
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
少
し
で
も
提
供
さ
れ
る
臓
器

を
増
や
す
方
法
が
模
索
さ
れ
、
欧
米
と
同
様
な
臓
器
移
植
に
関
連
す
る
体
制
を
整
備
し
よ
う
と
の
活
動
も

広
く
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
脳
死
臓
器
移
植
の
拡
大
に
反
対
す
る
人
々
が
い
ま
す
。
脳
死
状
態
に
あ
る
人
は
ま
さ
に
生
き
て

い
る
人
間
の
よ
う
に
振
る
舞
い
ま
す
。
意
識
が
有
る
の
か
無
い
の
か
検
証
す
る
方
法
が
有
り
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
脳
死
者
は
死
ん
で
い
な
い
と
主
張
す
る
人
々
が
い
ま
す
。
肉
親
の
不
慮
の
死
を
前
に
し
て
臓
器
移
植

の
決
断
を
迫
ら
れ
る
現
実
が
あ
り
ま
す
。
分
か
れ
が
た
い
肉
親
と
の
最
後
の
交
流
の
場
に
、
ド
ナ
ー
が
出

来
た
と
喜
ん
で
い
る
第
三
者
の
視
線
を
感
ず
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
救
急
医
療
の
不
備
が
脳
死
者
の
発
生

を
生
み
出
し
て
い
る
と
い
う
現
実
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
脳
死

・
臓
器
移
植
に
関
し
て
体
制
の
整
備
さ
れ

た
欧
米
諸
国
に
お
い
て
も
、
移
植
用
の
臓
器
は
慢
性
的
に
不
足
し
て
い
ま
す
。
臓
器
移
植
に
よ
る
延
命
効

果
や
予
後
の
状
況
に
つ
い
て
も
有
効
な
報
告
が
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
問
題
か
ら
脳
死

・
臓

器
移
植
に
対
し
て
そ
の
拡
大
に
反
対
す
る
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

実
は
欧
米
諸
国
で
も
脳
死

・
臓
器
移
植
を
見
直
そ
う
と
い
う
動
き
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
欧
米
社
会
に
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お
け
る
臓
器
移
植
の
歴
史
を
見
る
と
、
移
植
医
療
を
進
め
よ
う
と
す
る
研
究
者
と
、
臓
器
提
供
を
愛
の
行

為
と
位
置
づ
け
た
宗
教
的
見
解
に
よ
っ
て
、
国
民
的
議
論
な
し
に
脳
死

・
臓
器
移
植
に
対
す
る
体
制
が
整

え
ら
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
反
省
で
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
臓
器
の
移
植
に
関
す
る
法
律
の
改
正

案
が
提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

目
前
の
患
者
へ
の
対
応

多
分
、
推
進
側
の
人
々
も
様
々
な
問
題
が
あ
る
こ
と
は
分
か
っ
て
い
る
の
で
す
。
脳
死
を
一
律
に
人
間

の
死
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
も
問
題
で
あ
る
こ
と
は
分
か
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
目
の
前
に
は

重
症
の
患
者
が
お
り
、
臓
器
移
植
を
行
え
ば
機
能
の
回
復
が
期
待
で
き
ま
す
。
た
と
え
ば
、
重
症
の
腎
不

全
患
者
で
は
人
工
透
析
か
腎
移
植
が
治
療
の
選
択
で
す
。
し
か
し
、
長
期
に
わ
た
る
透
析
は
様
々
な
合
併

症
を
併
発
し
、
最
後
に
は
腎
移
植
だ
け
が
選
択
肢
と
し
て
残
さ
れ
ま
す
。
病
状
が
進
行
す
る
と
現
状
で
は

代
替
で
き
る
医
療
的
な
オ
プ
シ
ョ
ン
が
無
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
患
者
を

抱
え
た
医
師
は
、
出
来
る
だ
け
移
植
が
し
や
す
い
環
境
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
を
望
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

目
の
前
に
助
け
る
こ
と
の
出
来
る
命
が
あ
る
の
な
ら
ば
、
助
け
て
あ
げ
る
の
が
人
情
と
い
う
も
の
で
す
。

小
児
の
臓
器
移
植
は
日
本
国
内
で
は
出
来
ま
せ
ん
。
例
え
ば
重
症
の
拡
張
型
心
筋
症
の
子
ど
も
を
も
ち
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移
植
を
希
望
す
る
親
御
さ
ん
の
意
識
は
、
米
国
で
は
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
る
の
に
な
ぜ
日
本
で
は
出
来
な

い
の
か
。
患
者
の
家
族
は
回
復
を
喜
び
提
供
さ
れ
た
命
に
深
く
感
謝
す
る
。
ド
ナ

l
家
族
は
、
家
族
を
失

っ
た
悲
し
み
を
越
え
誰
か
の
命
を
救
う
こ
と
が
で
き
た
、
誰
か
の
中
で
生
き
続
け
て
い
る
と
い
う
喜
び
に

変
わ
る
。
こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
医
療
な
の
に
、
日
本
の
現
状
は
同
じ
医
療
先
進
国
で
あ
る
の
に
莫
大
な
費

用
を
自
力
で
集
め
、
命
の
危
険
を
増
し
て
ま
で
渡
航
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
憤
り
に
近
い

も
の
で
あ
る
と
推
察
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
子
ど
も
が
身
近
に
い
た
場
合
に
は
、
海
外
渡
航

移
植
の
た
め
の
活
動
を
す
る
こ
と
は
大
変
人
間
的
な
行
為
に
見
え
ま
す
。
そ
れ
し
か
、
子
ど
も
の
命
を
救

う
方
法
が
な
い
の
で
す
か
ら
。

再
生
医
療
に
繋
が
る

脳
死
・
臓
器
移
植
に
は
問
題
が
多
い
か
ら
、
他
の
命
の
犠
牲
を
伴
わ
な
い
再
生
医
療
を
推
進
し
よ
う
と

い
う
立
場
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
研
究
開
発
中
の
医
療
技
術
で
す
か
ら
目
前
の
患
者
に
は
未
だ
適
用
す

る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。
将
来
可
能
に
な
る
か
ら
そ
れ
ま
で
待
つ
こ
と
も
出
来
ま
せ
ん
。
病
状
は
日
に
日

に
悪
化
し
て
い
く
も
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
当
面
の
聞
は
問
題
の
多
い
医
療
で
も
、
そ
れ
を
採
用
し
な
い

わ
け
に
は
い
か
な
い
と
い
う
の
が
現
実
で
す
。
そ
し
て
、
現
在
行
わ
れ
て
い
る
細
胞
移
植
、
組
織
移
植
、
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臓
器
移
植
の
経
験
の
蓄
積
は
、
将
来
の
再
生
医
療
に
お
い
て
も
大
変
重
要
な
も
の
で
す
。

今
後
は
、
現
在
の
移
植
医
療
に
重
ね
合
わ
さ
る
よ
う
に
、
新
し
い
再
生
医
療
技
術
が
進
展
し
て
い
く
と
い

う
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

浄
土
宗
教
師
は
ど
の
よ
う
に
対
応
す
べ
き
か

日
本
国
内
に
お
け
る
脳
死
・
臓
器
移
植
に
関
す
る
議
論
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
一
九

九
O
年
に
首
相
の
公
的
諮
問
機
関
で
あ
る
「
臨
時
脳
死
及
び
臓
器
移
植
調
査
会
」
(
脳
死
臨
調
)
が
設
置

さ
れ
て
か
ら
で
す
。
脳
死
臨
調
は
約
二
年
間
に
わ
た
っ
て
審
議
を
行
い
、
一
九
九
二
年
に
最
終
答
申
を
行

い
ま
し
た
。
浄
土
宗
で
も
こ
の
時
期
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
脳
死
・
臓
器
移
植
に
関
す
る
議
論
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
第
四
十
八
次
定
期
宗
議
会
(
一
九
九

O
年
三
月
)
に
お
い
て
、
宗
務
総
長
よ
り
「
医
療
と
宗
教
|

脳
死
と
臓
器
移
植
」
の
諮
問
が
行
わ
れ
、
浄
土
宗
総
合
研
究
所
が
調
査
研
究
を
担
当
し
ま
し
た
。
浄
土

宗
総
合
研
究
所
で
は
一
九
九
一
年
二
月
に
中
間
報
告
を
提
出
し
、
一
九
九
二
年
九
月
に
最
終
報
告
書
「
脳

死
・
臓
器
移
植
問
題
に
対
す
る
報
告
」
を
ま
と
め
、
こ
れ
を
先
の
諮
問
に
対
す
る
答
申
と
し
ま
し
た
。

最
近
に
な
っ
て
、
政
府
与
党
が
中
心
に
な
っ
て
「
臓
器
の
移
植
に
関
す
る
法
律
」
の
改
正
を
行
お
う
と
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し
て
い
ま
す
。
改
正
の
方
向
は
、
「
脳
死
を
一
律
に
人
間
の
死
と
す
る
」
「
ド
ナ
l
カ
l
ド
無
し
で
も
家
族

の
了
承
に
よ
っ
て
臓
器
移
植
を
可
能
と
す
る
」
「
親
権
者
の
同
意
に
よ
っ
て
十
五
歳
未
満
の
脳
死
者
か
ら

の
臓
器
移
植
を
可
能
と
す
る
」
の
三
点
が
中
心
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
考
え
方
は
一
九
九
二
年
九
月
の

浄
土
宗
総
合
研
究
所
報
告
で
提
示
し
た
方
向
か
ら
逸
脱
す
る
も
の
で
す
。
そ
こ
で
浄
土
宗
総
合
研
究
所
で

は
、
従
来
の
考
え
方
を
踏
ま
え
、
二

O
O五
年
五
月
に
「
臓
器
の
移
植
に
関
す
る
法
律
」
の
改
正
に
つ
い

て
の
見
解
を
ま
と
め
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
そ
の
内
容
に
沿
っ
て
話
を
進
め
ま
す
。

浄
土
宗
の
生
命
観
と
脳
死

脳
死
と
い
う
概
念
は
近
年
提
案
さ
れ
た
も
の
で
、
歴
史
を
遡
っ
て
も
脳
死
に
対
す
る
見
解
を
見
出
す
こ

と
は
出
来
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
人
の
命
に
つ
い
て
浄
土
宗
で
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
き
た
か
を
、

浄
土
宗
の
生
命
観
か
ら
脳
死
へ
の
考
え
方
を
類
推
し
ま
す
。

つ
ま
り

法
然
浄
土
教
(
浄
土
宗
)
の
生
命
観

法
然
上
人
が
お
聞
き
に
な
っ
た
浄
土
宗
の
生
命
観
は
「
限
り
あ
る
肉
体
生
命
を
持
つ
人
間
は
、
限
り
な
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き
永
遠
の
生
命
を
持
つ
仏
(
阿
弥
陀
仏
)
と
か
か
わ
り
(
念
仏
)
を
も
つ
こ
と
に
お
い
て
、
仏
と
同
じ
永

遠
の
生
命
(
無
量
寿
)
を
え
る
。
」
と
い
う
も
の
で
す
。
私
た
ち
は
念
仏
を
く
り
か
え
す
こ
と
に
よ
っ

て
、
生
死
を
く
り
か
え
す
世
俗
的
肉
体
的
生
命
か
ら
、
永
遠
の
寿
命
を
持
っ
た
宗
教
的
生
命
へ
の
転
換
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
つ
ま
り
、
念
仏
に
よ
っ
て
い
つ
し
か
失
わ
れ
る
生
身
の
命
か
ら
、
極
楽
浄
土
で

の
永
遠
の
生
命
を
授
か
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

ま
た
、
浄
土
宗
の
人
間
観
は
「
愚
者
の
自
覚
」
と
い
う
言
葉
に
象
徴
さ
れ
て
い
ま
す
。
法
然
上
人
は
煩

悩
に
と
ら
わ
れ
た
人
間
の
哀
し
み
を
み
つ
め
、
新
た
な
救
い
と
し
て
念
仏
を
見
出
し
ま
し
た
。
「
浄
土
門

は
愚
痴
に
還
り
て
極
楽
に
生
ず
」
「
智
者
の
ふ
る
ま
ひ
を
せ
ず
し
て
、
た
だ
一
向
に
念
仏
す
ベ
し
」
と
い

う
お
言
葉
が
法
然
上
人
の
教
え
の
到
達
点
で
す
。
こ
こ
に
は
、
な
に
よ
り
も
自
ら
の
い
た
ら
な
さ
を
見
つ

め
る
と
い
う
愚
者
の
自
覚
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
ん
な
自
分
が
救
わ
れ
る
の
は
念
仏
に
よ
る

救
い
の
ほ
か
は
な
い
こ
と
を
信
じ
る
こ
と
、
こ
れ
が
法
然
浄
土
教
に
お
け
る
人
間
の
姿
で
す
。

さ
ら
に
、
法
然
上
人
は
「
現
世
を
過
ぐ
べ
き
ょ
う
は
、
念
仏
を
申
さ
れ
ん
か
た
に
よ
り
て
過
ぐ
ベ
し
」

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
お
り
ま
す
。
世
俗
的
生
命
か
ら
宗
教
的
生
命
へ
の
転
換
を
信
じ
、
念
仏
を
申
せ
る
よ
う

に
日
常
の
生
活
を
整
え
、
念
仏
を
申
せ
る
よ
う
に
身
も
心
も
整
え
る
こ
と
、
こ
れ
が
法
然
浄
土
教
に
お
け

る
人
生
観
・
生
活
観
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
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脳
死
に
つ
い
て
の
見
解

浄
土
宗
と
し
て
の
脳
死
に
対
す
る
考
え
方
は
、
前
述
の
生
命
観
、
人
間
観
や
人
生
観
か
ら
直
接
導
き
出

さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
従
来
か
ら
社
会
通
念
と
し
て
認
め
ら
れ
て
き
た
死
の
定
義
で

あ
る
「
三
徴
候
死
」
を
、
新
し
い
死
の
定
義
で
あ
る
「
脳
死
」
に
変
更
し
た
場
合
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が

も
た
ら
さ
れ
る
か
と
い
う
観
点
か
ら
分
析
し
て
み
ま
し
た
。
念
仏
に
よ
る
極
楽
往
生
(
永
遠
の
寿
命
を
持

っ
た
宗
教
的
生
命
へ
の
転
換
)
と
は
、
社
会
通
念
上
考
え
ら
れ
て
き
た
伝
統
的
な
生
命
観
を
前
提
に
成
り

立
っ
て
い
ま
す
。
特
に
臨
終
来
迎
(
死
の
時
点
に
転
換
時
点
を
求
め
る
考
え
方
)
を
重
視
す
る
浄
土
宗
で

は
死
の
時
点
に
大
き
な
関
心
を
持
っ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
死
の
時
点
の
変
更
と
い
う
問
題
は
き
わ

め
て
大
き
な
関
心
事
で
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
「
宗
教
的
生
命
観
へ
の
影
響
」
、
「
死
の
受
容
過
程
へ
の
影

響
」
と
い
う
こ
点
か
ら
、
死
の
時
点
を
変
更
す
る
負
の
影
響
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

宗
教
的
生
命
観
へ
の
影
響

ま
ず
宗
教
的
生
命
観
へ
の
影
響
と
い
う
点
か
ら
考
え
ま
す
。
「
死
」
と
い
う
概
念
は
人
間
の
存
在
を
考

え
る
上
で
の
根
本
と
な
る
概
念
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
概
念
は
容
易
に
変
わ
る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
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り
ま
せ
ん
。
そ
の
概
念
を
国
民
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
な
い
で
意
図
的
に
そ
れ
も
一
つ
の
法
律
文
の
文
言

に
よ
っ
て
変
え
て
し
ま
う
こ
と
は
、
人
間
の
存
在
を
考
え
る
と
い
う
宗
教
的
な
行
為
を
軽
視
す
る
行
為
で

す
。
ま
た
、
生
命
の
概
念
の
よ
う
な
重
要
な
事
柄
で
さ
え
一
部
の
人
々
の
考
え
で
簡
単
に
変
え
ら
れ
て
し

ま
う
と
い
う
こ
と
は
、
生
命
そ
の
も
の
を
軽
視
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。

ま
た
、
「
死
」
と
い
う
概
念
は
人
間
に
だ
け
当
て
は
ま
る
も
の
で
は
な
く
生
物
全
般
に
共
通
す
る
普
遍

的
概
念
で
あ
り
、
宗
教
的
生
命
観
も
人
間
だ
け
で
は
な
く
生
物
全
般
の
い
の
ち
を
対
象
と
し
て
い
る
も
の

で
す
。
従
来
か
ら
社
会
通
念
と
し
て
「
死
」
の
定
義
と
し
て
用
い
ら
れ
て
き
た
コ
ニ
徴
候
死
」
は
生
物
全

般
に
共
通
す
る
死
の
概
念
に
近
い
も
の
で
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
人
の
死
を
「
脳
死
」
と
し
て
定
義
す
る

こ
と
は
、
第
一
に
脳
だ
け
を
人
間
身
体
の
各
部
位
の
中
で
特
別
扱
い
す
る
考
え
方
で
す
し
、
第
二
に
そ
の

脳
の
発
達
し
た
人
間
だ
け
を
他
の
生
物
と
異
な
っ
て
特
別
に
扱
う
と
い
う
考
え
方
で
す
。
脳
死
を
人
に
死

と
す
る
こ
と
は
、
こ
の
二
つ
の
意
味
で
こ
れ
ま
で
の
宗
教
的
生
命
観
と
相
容
れ
な
い
も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
三
徴
候
死
か
ら
脳
死
へ
死
の
定
義
を
変
更
す
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
宗
教
的

生
命
観
を
継
続
す
る
上
に
負
の
影
響
を
与
え
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
し
、
伝
統
的
な
宗
教
的
生
命
観
の
醸
成

と
い
う
観
点
か
ら
も
脳
死
を
人
の
死
と
し
て
導
入
す
る
必
然
性
は
見
あ
た
り
ま
せ
ん
。
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死
の
受
容
過
程
へ
の
影
響

宗
教
的
立
場
か
ら
考
え
る
と
三
徴
候
死
で
さ
え
人
間
の
死
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
人
の
人
聞
が
死
ぬ
と

い
う
こ
と
は
亡
く
な
っ
た
人
の
肉
体
的
な
徴
候
を
死
と
呼
ぶ
ば
か
り
で
は
な
く
、
親
し
い
人
聞
を
失
う
と

い
う
喪
失
感
を
関
連
者
が
心
的
に
受
容
し
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
そ
の
も
の
が
死
と
い
う
現
象
で
す
。
そ
れ
は

死
に
直
面
し
た
終
末
期
か
ら
始
ま
り
、
三
徴
候
死
を
経
験
し
、
そ
の
あ
と
幾
年
も
か
け
て
行
わ
れ
る
喪
失

感
の
受
容
プ
ロ
セ
ス
な
の
で
す
。
死
期
の
近
い
こ
と
を
宣
告
さ
れ
、
家
族
親
族
が
集
ま
り
、
絶
望
し
て
は

回
復
を
祈
り
、
死
を
告
知
さ
れ
、
嘆
き
悲
し
み
の
中
で
儀
式
を
行
い
、
喪
に
服
す
中
で
故
人
の
こ
と
を
考

え
、
残
さ
れ
た
者
た
ち
で
新
た
な
生
活
を
形
作
る
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
、
こ
れ
が
死
と
い
う
現
象
で
す
。
一

連
の
死
の
プ
ロ
セ
ス
の
な
か
で
最
も
大
き
な
事
象
は
三
徴
候
死
の
時
点
で
す
。
し
か
し
死
の
三
徴
候
を
も

っ
て
し
で
も
、
も
は
や
戻
る
こ
と
の
な
い
時
点
に
達
し
た
と
い
う
事
態
を
受
け
入
れ
る
の
に
は
心
理
的
な

抵
抗
感
が
あ
り
、
体
温
の
低
下
や
硬
直
の
進
行
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
事
態
を
受
け
入
れ
る
心
の
準
備
が
は

じ
ま
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
脳
死
は
こ
の
時
点
を
も
っ
と
早
く
す
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
り
、
心
理

的
な
大
き
な
抵
抗
感
を
持
つ
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
理
性
的
な
判
断
で
は
脳
死
の
時
点
が
も
は
や
戻
る

こ
と
の
な
い
時
点
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
理
解
し
て
い
る
者
で
さ
え
心
理
的
な
抵
抗
感
は
大
き
い
と
思
わ

れ
ま
す
。
臨
終
行
儀
か
ら
は
じ
ま
り
年
忌
法
要
に
い
た
る
宗
教
行
為
と
は
こ
の
よ
う
な
一
連
の
死
の
プ
ロ
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セ
ス
に
共
感
と
と
も
に
互
い
に
寄
り
添
い
、
新
し
い
現
実
生
活
を
形
成
す
る
こ
と
を
支
援
す
る
こ
と
な
の

で
す
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
行
為
は
伝
統
的
に
確
立
さ
れ
て
お
り
、
昔
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
方
法
を
変
わ

ら
ず
実
施
で
き
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
つ
ま
り
、

心
理
的
に
大
き
な
負
担
が
あ
る
事
柄
に
、
私
た
ち
は
長

い
間
か
け
て
負
担
を
軽
減
す
る
方
法
を
生
み
出
し
て
き
た
、
そ
れ
が
宗
教
行
為
で
あ
り
、
そ
こ
に
新
た
な

心
理
的
負
担
を
付
け
加
え
る
よ
う
な
変
化
は
望
ま
し
く
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

で
す
か
ら
、
浄
土
宗
で
は
従
来
か
ら
社
会
通
念
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
三
徴
候
死
を
も
っ
て
人
間
の

死
と
し
、
脳
死
に
よ
っ
て
死
の
判
定
を
望
む
ケ
l
ス
の
ほ
か
は
こ
れ
を
人
間
の
死
と
し
て
認
め
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
三
徴
候
死
か
ら
脳
死
へ
の
死
の
時
点
の
変
更
は
、
私
達
の
基
盤
と
な
る
宗
教
的
生
命
観
や
死
の

受
容
過
程
に
負
の
影
響
を
も
た
ら
す
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
変
え
な
い
こ
と
を
望
み
ま
す
。

臓
器
移
植
に
対
す
る
基
本
的
な
対
応

私
ど
も
は
臓
器
移
植
に
よ
る
治
療
が
医
学
的
に
有
効
な
方
法
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
こ
と
は
出
来
ま
せ

ん
が
、
宗
教
的
な
意
味
か
ら
判
断
す
る
こ
と
な
ら
出
来
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
移
植
医
療
と
医
療
行

為
が
宗
教
的
生
命
の
尊
さ
に
目
覚
め
る
こ
と
を
促
す
行
為
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
宗
教
的
生
命
を
軽
視
す

る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
か
と
い
う
視
点
で
考
え
て
み
ま
し
た
。
臓
器
移
植
に
関
し
て
判
断
す
る
立
場
に
よ

2 
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つ
で
も
見
方
が
変
わ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
現
時
点
で
移
植
医
療
に
関
わ
っ
て
い
る
当
事
者

と
、
現
時
点
に
お
い
て
は
関
わ
っ
て
い
な
い
多
く
の
人
々
に
分
け
て
考
え
て
み
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
臓

器
移
植
と
い
う
医
療
行
為
が
社
会
一
般
に
与
え
る
可
能
性
の
あ
る
負
の
効
果
、
つ
ま
り
人
の
臓
器
を
資
源

と
し
て
見
る
と
い
う
人
間
の
尊
厳
性
を
損
な
う
人
生
観
が
広
ま
る
可
能
性
を
重
視
し
ま
し
た
。
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社
会
一
般
に
与
え
る
影
響

私
た
ち
の
大
多
数
は
臓
器
移
植
の
当
事
者
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
明
日
に
も
当
事
者
と
な
る
可
能
性
を
持

っ
て
い
ま
す
が
、
当
事
者
と
同
じ
心
情
を
持
つ
こ
と
は
出
来
な
い
と
考
え
ま
す
。
で
す
か
ら
、
大
多
数
の

人
々
に
と
っ
て
臓
器
移
植
は
他
人
事
で
あ
り
ま
す
し
、
い
く
ら
教
育
を
行
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
心
情
を

理
解
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
当
事
者
に
な
ら
な
い
限
り
そ
の
心
情
を
感
じ
る
と
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。

臓
器
移
植
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
延
命
効
果
は
、
成
功
事
例
が
華
々
し
く
報
知
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
与
え
ら
れ
た
生
命
の
限
界
を
人
間
の
力
で
延
ば
す
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
と
い
う
人
間
の
能
力
に
対

す
る
過
信
を
も
た
ら
し
ま
す
。
一
般
の
人
々
は
こ
れ
を
病
に
対
す
る
医
療
技
術
の
勝
利
と
し
て
捉
え
る
こ

と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
脳
死
者
か
ら
の
臓
器
移
植
と
い
う
行
為
は
、
生
き
る
可
能
性
の
あ
る
人
の
不
具
合
な
臓
器



を
、
死
に
行
く
者
か
ら
提
供
さ
れ
る
臓
器
に
よ
っ
て
延
命
す
る
と
い
う
、
死
に
行
く
者
の
命
と
生
き
て
い

る
者
の
命
の
聞
に
軽
重
を
つ
け
る
こ
と
を
前
提
に
し
た
治
療
法
で
す
。
私
た
ち
の
考
え
方
で
は
死
せ
る
者

に
対
し
て
も
、
命
あ
る
者
と
同
等
の
尊
厳
あ
る
接
し
方
が
必
要
で
す
。
そ
し
て
死
者
の
尊
厳
を
重
視
す
る

こ
と
は
、
今
生
き
て
い
る
人
々
の
人
生
観
や
生
命
観
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
と
考
え
ま
す
。
こ
れ
に

対
し
て
脳
死
者
か
ら
の
臓
器
移
植
と
い
う
治
療
法
の
導
入
は
、
今
あ
る
命
の
選
別
を
行
う
と
い
う
こ
と
ば

か
り
か
、
死
者
の
尊
厳
を
損
な
う
行
為
で
す
し
、
「
本
来
人
間
の
命
と
は
限
り
あ
る
も
の
で
、
永
遠
の
生

命
は
唯

一
宗
教
的
生
命
と
し
て
与
え
ら
れ
る
」
と
い
う
宗
教
的
な
考
え
方
を
軽
視
さ
せ
、
ひ
い
て
は
人
間

の
尊
厳
性
を
軽
視
す
る
人
生
観
を
広
め
る
可
能
性
を
も

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
臓
器
移
植
の
普
及
は
、
人
体
を
部
品
の
集
合
体
と
み
な
し
、
利
用
可
能
な
資
源
と
考
え
る
風
潮

を
助
長
す
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
ま
す
。
血
液
は
現
在
で
も
輸
血
や
血
液
製
剤
と
い
っ
た
利
用
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
既
に
社
会
的
に
認
め
ら
れ
た
行
為
に
関
し
て
は
容
認
せ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
が
、

い
ま
だ
国
民
的
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
得
ら
れ
て
い
な
い
移
植
医
療
行
為
に
つ
い
て
は
、
上
記
の
二
つ
の
点
か

ら
、
一
般
的
な
治
療
法
と
し
て
導
入
す
る
こ
と
に
懸
念
を
表
明
し
ま
す
。
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臓
器
提
供
者
に
つ
い
て

す
で
に
「
脳
死

・
臓
器
移
植
問
題
に
対
す
る
報
告
(
一
九
九
二

・
九
)
」
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
私
た

ち
は
移
植
医
療
へ
の
賛
否
は
と
も
か
く
、
臓
器
提
供
を
行
お
う
と
す
る
人
々
の
「
純
粋
な
気
持
ち
か
ら
他

者
の
幸
福
を
願
っ
て
、
自
ら
の
臓
器
を
進
ん
で
提
供
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
は
評
価
す
べ
き
も
の
」
と
考
え

ま
す
。
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た
だ
し
臓
器
提
供
の
意
思
の
表
明
は
、
提
供
者
に
よ
っ
て
自
発
的
、
主
体
的
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
重
要

で
あ
り
、
周
囲
の
人
々
や
社
会
か
ら
強
制
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
自
発
的
意
志
の
表
明

と
い
う
点
か
ら
考
え
る
と
、
年
少
者
や
発
達
障
害
を
も
っ
た
人
々
か
ら
の
臓
器
提
供
に
つ
い
て
は
格
別
の

配
慮
が
必
要
と
考
え
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
お
い
て
は
本
人
の
意
志
で
あ
る
と
示
さ
れ
て
も
往
々
に

し
て
社
会
的
、
文
化
的
、
教
育
的
、
宗
教
的
な
影
響
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
を
保
証
す
る
こ
と
は
困
難
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
す
。
ま
た
、
本
人
の
明
確
な
意
志
が
な
く
て
も
家
族
が
同
意
し
た
場
合
に
は
臓

器
提
供
を
可
能
に
す
る
こ
と
は
、
本
人
の
自
発
的

・
主
体
的
意
志
の
尊
重
と
い
う
立
場
か
ら
、
こ
れ
を
認

め
ま
せ
ん
。

ま
た
親
族
へ
の
優
先
提
供
と
い
う
考
え
方
は
、
特
定
の
人
へ
の
優
遇
を
許
す
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ

の
よ
う
な
考
え
方
を
導
入
す
る
こ
と
は
臓
器
売
買
や
臓
器
に
関
連
す
る
南
北
問
題
な
ど
様
々
な
臓
器
移
植



に
伴
う
社
会
的
問
題
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
な
る
と
考
え
ま
す
。
臓
器
の
提
供
に
当
た
っ
て
も
無
私
の
立

場
か
ら
行
わ
れ
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
ま
す
。

臓
器
提
供
を
受
け
る
人
々
に
つ
い
て

弊
研
究
所
の
「
脳
死

・
臓
器
移
植
問
題
に
対
す
る
報
告
(
一
九
九
二

・
九
)
」
で
は
、
「
自
然
な
命
の
営

み
に
抗
し
て
な
が
ら
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、
そ
の
思
に
報
い
る
生
き
方
を
す
る
こ
と
が
望
ま

れ
る
」
と
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
考
え
方
で
は
、
臓
器
移
植
と
い
う
医
療
に
頼
っ
て
ま
で
世
俗
的
肉
体
的
生
命
に
こ
だ
わ
る
よ

り
は
、
い
ち
早
く
宗
教
的
生
命
に
気
付
き
、
宗
教
的
生
活
に
入
る
こ
と
を
勧
め
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
時

に
な
っ
て
世
俗
的
肉
体
的
生
命
へ
の
こ
だ
わ
り
を
脱
す
る
こ
と
が
出
来
る
か
ど
う
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
は
凡
夫
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
念
仏
生
活
の
中
に
あ
っ
て
も
そ
の
時
に
い
た
っ
て
世
俗
的
生
命
に
こ

だ
わ
り
続
け
る
こ
と
が
あ
る
か
ら
で
す
。
で
す
か
ら
、
念
仏
者
で
あ
っ
て
も
臓
器
の
提
供
を
受
け
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
し
、
念
仏
者
で
な
い
方
々
に
と
っ
て
は
臓
器
提
供
を
受
け
て
延
命
す
る
こ
と
が
普
通
の
行
為

で
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
私
た
ち
は
移
植
医
療
に
よ
る
延
命
治
療
を
受
け
る
場
合
に
は
、
そ
の
行
為
が
自
然
な
営
み
に
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反
す
る
行
為
で
あ
る
こ
と
を
よ
く
自
覚
す
る
こ
と
、
臓
器
を
提
供
さ
れ
る
方
を
は
じ
め
医
療
従
事
者
や
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
縁
に
よ
っ
て
移
植
が
で
き
る
こ
と
に
感
謝
し
、
そ
の
恩
に
報
い
る

生
き
方
を
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
生
き
方
を
す
る
こ
と
と
は
仏
に
導
か
れ
た
縁

へ
の
感
謝
で
あ
り
、
常
に
仏
と
共
に
あ
る
こ
と
を
意
識
す
る
行
為
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
ま
た
宗
教
的
生

命
へ
の
気
付
き
を
も
た
ら
し
、
宗
教
的
生
活
に
導
か
れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
臓
器

の
提
供
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
提
供
を
受
け
る
者
が
愚
者
の
自
覚
を
意
識
し
宗
教
的
生
活
に
導
か
れ

る
こ
と
を
前
提
に
臓
器
移
植
を
容
認
し
ま
す
。

海
土
宗
教
師
の
対
応

さ
て
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
は
浄
土
宗
の
教
理
的
立
場
か
ら
演
鐸
的
に
導
き
出
し
た
も
の
で

す
。
「
脳
死
」
を
一
律
な
死
の
定
義
と
せ
ず
に
「
三
徴
候
死
」
を
も
っ
て
死
の
定
義
と
し
、
臓
器
移
植
へ

の
臓
器
提
供
を
希
望
し
た
者
に
対
し
て
の
み
「
脳
死
」
を
死
の
定
義
と
し
て
認
め
る
。
ま
た
、
世
俗
的
肉

体
的
生
命
に
こ
だ
わ
る
よ
り
は
、
い
ち
早
く
宗
教
的
生
命
に
気
付
き
宗
教
的
生
活
に
入
る
こ
と
を
勧
め
ま

す
。
そ
し
て
、
過
剰
な
欲
望
を
実
現
す
る
よ
り
は
、
欲
望
を
離
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
心
の
静
寂
を
得
る
こ

と
が
出
来
る
と
考
え
ま
す
。
で
す
か
ら
、
臓
器
提
供
を
生
の
執
着
と
捉
え
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
心
の
静
寂

3 
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か
ら
は
遠
の
く
行
動
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ド
ナ
l
カ
l
ド
に
署
名
し
ま
す
か

ま
ず
、
脳
死
に
つ
い
て
の
あ
な
た
の
意
見
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
現
在
の
法
律
で
は
三
徴
候
死
が
死

で
あ
り
、
本
人
の
意
志
で
臓
器
提
供
を
行
う
場
合
の
み
脳
死
を
死
と
し
ま
す
。
つ
ま
り
、
ド
ナ

l
カ
l
ド

を
持
っ
て
臓
器
提
供
の
意
思
を
表
明
し
た
人
々
が
、
脳
死
状
態
に
な
っ
た
場
合
に
臓
器
の
摘
出
を
行
う
こ

と
を
前
提
に
脳
死
判
定
が
行
わ
れ
、
判
定
条
件
を
満
た
し
た
と
き
に
死
を
迎
え
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
現

状
で
は
ド
ナ

1
カ
1
ド
を
持
つ
と
い
う
こ
と
は
、
脳
死
判
定
を
受
け
入
れ
る
、
つ
ま
り
自
分
の
死
は
脳
死

で
あ
る
こ
と
を
受
け
入
れ
る
と
い
う
意
思
表
明
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
進
ん
で
ド
ナ
ー
に
な
る
こ
と
は
、

純
粋
な
気
持
ち
か
ら
他
者
の
幸
福
を
願
っ
て
、
自
ら
の
臓
器
を
進
ん
で
提
供
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
は
評
価

す
べ
き
も
の
か
ん
が
え
ま
す
。

し
か
し
、
脳
死

・
臓
器
移
植
と
い
う
医
療
に
は
色
々
な
問
題
が
あ
り
、
緊
急
避
難
的
な
医
療
で
あ
る
こ

と
を
十
分
理
解
し
た
上
で
意
志
決
定
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
欧
米
諸
国
で
は
推
定
同
意

と
い
う
制
度
を
採
用
す
る
国
が
多
く
あ
り
ま
す
。
こ
の
制
度
で
は
「
私
は
臓
器
を
提
供
し
ま
せ
ん
と
表
明

(
ア
ン
チ
・
ド
ナ

l
カ
l
ド
)
し
て
い
る
者
以
外
は
、
す
べ
て
の
人
が
ド
ナ
ー
を
希
望
し
て
い
る
と
見
な
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さ
れ
る
制
度
で
す
。
ド
ナ
ー
に
な
る
こ
と
を
宣
言
す
る
ド
ナ

1
カ
l
ド
制
で
は
自
発
的
で
個
人
的
な
発
意

に
よ
る
善
意
が
明
示
的
に
示
さ
れ
ま
す
が
、
推
定
同
意
制
度
で
は
社
会
的
義
務
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
う

こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
で
す
か
ら
、
現
在
の
ド
ナ

l
制
度
の
継
続
を
望
ん
だ
上
で
ド
ナ

l
登
録
を
す
る

か
ど
う
か
考
え
て
下
さ
い
。

64 

あ
な
た
は
臓
器
移
植
を
受
け
ま
す
か

次
に
、
あ
な
た
自
身
が
臓
器
の
提
供
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
状
況
に
な
っ
た
場
合
、
あ
な

た
自
身
は
ど
の
よ
う
に
行
動
し
ま
す
か
。
先
の
結
論
で
は
、
臓
器
移
植
と
い
っ
た
世
俗
的
肉
体
的
生
命
に

こ
だ
わ
る
よ
り
は
、
い
ち
早
く
宗
教
的
生
命
に
気
付
き
宗
教
的
生
活
に
入
る
こ
と
を
勧
め
ま
す
と
書
き
ま

し
た
。
と
こ
ろ
で
、
法
然
上
人
は
ま
た
「
現
世
を
過
ぐ
べ
き
ょ
う
は
、
念
仏
を
申
さ
れ
ん
か
た
に
よ
り
て

過
ぐ
ベ
し
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
お
り
ま
す
。
念
仏
中
心
生
活
が
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
生
活
を
調
整
せ
よ
と

の
お
言
葉
で
す
。
少
数
の
悟
ら
れ
た
方
は
別
に
し
て
、
私
達
の
多
く
は
、
欲
望
を
抑
制
す
る
こ
と
の
出
来

な
い
愚
か
な
者
で
す
。
で
す
か
ら
、
体
の
具
合
が
悪
く
な
る
と
そ
の
こ
と
が
気
に
な
っ
て
お
念
仏
に
集
中

で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
治
療
の
す
べ
が
な
い
重
症
の
疾
患
に
あ
る
場
合
に
、
臓
器
移
植
に
よ
る

延
命
の
可
能
性
が
示
さ
れ
れ
ば
、
そ
れ
に
飛
び
つ
い
て
し
ま
う
の
が
現
実
の
私
達
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ



う
か
。
本
来
な
れ
ば
、
臓
器
移
植
の
可
能
性
に
飛
び
つ
か
な
い
で
も
心
か
ら
の
念
仏
生
活
を
続
け
る
こ
と

要
請
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
が
、
臓
器
の
提
供
を
受
け
て
当
面
す
る
心
の
動
揺
が
緩
和
し
宗
教
的
生
活
に
導

か
れ
る
こ
と
、
つ
ま
り
心
か
ら
念
仏
を
称
え
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
る
な
ら
ば
、
臓
器
移
植
を
受
け

る
の
も

一
つ
に
選
択
肢
で
す
。

家
族
の
場
合
に
は
ど
の
よ
う
に
考
え
ま
す
か

あ
な
た
自
身
の
問
題
で
あ
れ
ば
脳
死

・
臓
器
移
植
に
こ
だ
わ
ら
な
い
生
活
が
可
能
で
も
、
家
族
や
肉
親

が
脳
死
に
直
面
し
た
ら
臓
器
提
供
す
る
か
、
あ
る
い
は
臓
器
移
植
を
必
要
と
す
る
状
況
に
な

っ
た
ら
ど
の

よ
う
な
意
志
決
定
が
出
来
る
で
し
ょ
う
か
。
脳
死

・
臓
器
移
植
が
再
生
医
療
と
も
に
将
来
の
医
療
技
術
で

あ
っ
た
な
ら
客
観
的
評
価
も
可
能
で
し
ょ
う
が
、
脳
死
と
い
う
状
況
が
現
実
に
起
こ
り
、
臓
器
の
提
供
が

実
際
に
行
わ
れ
、
そ
の
医
療
に
よ
っ
て
現
実
に
延
命
す
る
こ
と
が
可
能
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。
も
し
、
臓

器
移
植
に
よ
っ
て
直
面
す
る
命
が
助
か
る
な
ら
ば
、
そ
の
医
療
行
為
を
受
け
入
れ
る
と
い
う
の
が
最
も
現

実
的
な
選
択
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
、
も
し
、
あ
な
た
の
家
族
が
交
通
事
故
で
脳
死
状
態
に
な
っ
た
場
合
に
、
あ

な
た
は
ど
の
よ
う
に
行
動
し
ま
す
か
。
亡
く
な
り
そ
う
な
家
族
が
ド
ナ
ー
ヵ

l
ド
を
持
ち
臓
器
提
供
の
意
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思
を
表
明
し
て
い
た
と
し
て
、
臓
器
の
提
供
の
同
意
を
求
め
ら
れ
た
と
き
、
あ
な
た
は
冷
静
に
判
断
す
る

こ
と
が
出
来
る
で
し
ょ
う
か
。
こ
ん
な
こ
と
を
想
定
し
て
、
あ
な
た
の
家
族
が
ド
ナ

1
カ
l
ド
を
持
つ
べ

き
か
否
か
を
家
族
と
よ
く
話
し
合
っ
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
あ
な
た
の
家
族
が
臓
器
不
全
を
患
い
重

篤
な
状
況
に
な
っ
た
と
き
に
、
あ
な
た
は
臓
器
移
植
を
選
択
肢
と
し
て
受
け
入
れ
る
で
し
ょ
う
か
。
病
床

で
家
族
が
「
生
き
た
い
」
と
言
っ
た
と
き
に
、
一
体
あ
な
た
に
何
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
ん
な
こ

と
を
想
定
し
て
、
臓
器
移
植
に
つ
い
て
家
族
と
話
し
合
っ
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

新
聞
社
に
勤
め
な
が
ら
執
筆
活
動
を
行
っ
て
き
た
『
み
か
え
り
阿
弥
陀
』
(
影
書
房
一
九
九
三
)
の

著
者
で
あ
る
谷
口
潮
は
悪
性
リ
ン
パ
腫
か
ら
生
還
し
ま
し
た
が
、
浄
土
宗
新
聞
(
一
九
九
三
年
三
月
)
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
「
現
在
の
心
境
が
ど
ん
な
も
の
か
と
聞
か
れ
た
ら
、
私
は
法
然
上
人
の
ご
法
話
に
あ

る、

『生
け
ら
ば
念
仏
の
功
つ
も
り
、
死
な
ば
浄
土
へ
ま
い
り
な
ん
。
と
て
も
か
く
て
も
こ
の
身
に
は
、

思
い
わ
ず
ら
う
こ
と
ぞ
な
き
と
思
い
ぬ
れ
ば
、
死
生
と
も
わ
ず
ら
い
な
し
」
と
い
う
気
持
ち
だ
と
答
え
ま

す
ね
。
も
ち
ろ
ん
生
き
て
い
ま
す
か
ら
辛
い
こ
と
や
苦
し
い
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
そ
れ
を
そ
の
ま

ま
辛
く
苦
し
い
と
は
感
じ
な
い
。
む
し
ろ
生
き
て
い
る
ん
だ
か
ら
あ
た
り
ま
え
、
と
い
う
よ
う
な
感
じ
な

ん
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
死
生
と
も
わ
ず
ら
い
な
し
、
生
へ
の
執
着
も
死
へ
の
恐
怖
も
何
も
な

い
、
こ
れ
こ
そ
浄
土
宗
の
宗
教
的
生
命
観
で
す
。
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ご
家
族
と
話
し
合
い
、
ど
の
よ
う
な
話
し
合
い
が
行
わ
れ
よ
う
と
か
ま
い
ま
せ
ん
が
、
宗
教
的
生
命
観

と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
に
つ
い
て
も
話
し
合
っ
て
下
さ
い
。

檀
信
徒
に
如
何
に
話
す
か

浄
土
宗
の
教
師
と
し
て
、
檀
信
徒
や
そ
の
他
の
一
般
の
人
々
に
何
を
話
し
て
い
く
べ
き
で
し
ょ
う
か
。

例
え
ば
、
宗
教
団
体
の
大
本
で
は
教
祖
の
考
え
方
と
し
て
、
人
間
の
死
と
は
心
臓
の
鼓
動
が
止
ま
っ
た
と

き
と
し
、
そ
の
と
き
身
体
か
ら
霊
魂
が
離
れ
る
と
考
え
ま
す
。
で
す
か
ら
、
大
本
の
信
仰
を
持
つ
者
に
と

っ
て
脳
死
は
絶
対
に
人
の
死
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
浄
土
宗
を
含
め
た
仏
教
で
は
こ
れ
ほ
ど
厳
密
な
い
の
ち

の
終
わ
り
の
定
義
を
持
っ
て
い
ま
せ
ん
。
で
は
、
ど
の
よ
う
に
檀
信
徒
に
話
す
べ
き
で
し
ょ
う
か
。

4 

檀
信
徒
か
ら
ド
ナ

l
カ

l
ド
に
つ
い
て
聞
か
れ
た
ら

こ
れ
ま
で
の
浄
土
宗
の
教
義
や
行
の
実
践
で
は
、
従
来
か
ら
社
会
的
に
認
め
ら
れ
て
き
た
三
徴
候
死
を

前
提
に
し
て
き
ま
し
た
。
死
の
確
認
は
心
臓
が
停
止
、
呼
吸
の
停
止
、
瞳
孔
の
散
大
の
三
徴
候
で
あ
り
、

こ
こ
が
変
わ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
従
来
に
や
り
方
が
出
来
な
く
な

る
と
い
う
理
由
で
、
新
し
い
死
の
定
義
を
拒
否
す
る
と
い
う
の
が
原
則
的
な
立
場
で
す
。
浄
土
宗
教
師
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は
、
死
に
臨
ん
だ
檀
信
徒
と
そ
の
家
族
に
寄
り
添
い
、
死
の
看
取
り
か
ら
始
ま
っ
て
数
々
の
儀
礼
を
行
い

な
が
ら
、
残
さ
れ
た
家
族
が
全
員
、
故
人
が
極
楽
に
往
生
で
き
た
と
い
う
確
信
を
持
て
る
よ
う
に
力
添
え

し
ま
す
。

68 

ド
ナ

l
カ
l
ド
を
持
つ
と
い
う
こ
と
は
脳
死
を
認
め
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
脳
死
を
認
め
る
と
い
う
こ

と
は
、
新
し
い
死
の
状
況
を
受
け
入
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
家
族
と
の
最
後
の
別
れ
よ
り
も
脳
死
判
定

の
手
続
き
が
優
先
さ
れ
、
家
族
に
見
え
な
い
と
こ
ろ
で
臓
器
が
提
供
さ
れ
縫
合
さ
れ
、

霊
安
室
に
移
さ
れ

ま
す
。
実
際
に
は
諸
般
の
事
情
で
最
後
の
時
に
立
ち
会
え
な
い
こ
と
は
多
い
の
で
す
が
、
最
後
の
時
が
家

族
か
ら
遠
い
と
こ
ろ
に
押
し
や
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
最
後
の
息
を
引
き
取
る
と
き
に
立
ち

会
う
こ
と
、
静
か
に
眠
る
姿
を
見
る
こ
と
は
、
死
を
受
容
す
る
た
め
の
第
一
歩
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
が
出
来
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
を
理
解
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

次
に
脳
死
・
臓
器
移
植
と
い
う
医
療
は
、
死
の
定
義
の
問
題
、
救
急
医
療
体
制
の
不
備
の
問
題
、
移
植

用
臓
器
は
慢
性
的
不
足
の
問
題
、
延
命
効
果
の
実
証
性
の
問
題
、
臓
器
売
買
の
問
題
、
人
体
の
部
品
と
し

て
の
商
品
化
な
ど
様
々
な
問
題
を
も
っ
た
医
療
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
あ
く
ま
で
も
緊
急
避
難
的
な
医
療
で

あ
る
と
い
う
こ
と
を
理
解
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
問
題
が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
た
上
で
、
臓
器
の
提
供
を
し
た
い
と
い
う
意
志
を



表
明
す
る
檀
信
徒
が
い
る
と
し
て
も
そ
れ
を
非
難
す
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
誰
に
で
も
出
来
る

普
通
の
こ
と
で
は
な
く
、
純
粋
な
気
持
ち
か
ら
他
者
の
幸
福
を
願
っ
て
自
ら
の
臓
器
を
進
ん
で
提
供
し
よ

う
と
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
姿
勢
は
評
価
さ
れ
る
べ
き
も
の
だ
か
ら
で
す
。

結
局
、
ド
ナ

l
カ
l
ド
に
つ
い
て
檀
信
徒
の
皆
様
に
ど
の
よ
う
に
話
す
か
は
、
こ
の
よ
う
な
原
則
を
認

識
し
た
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
師
に
任
さ
れ
て
い
る
事
柄
で
す
。
ま
ず
、
自
分
自
身
が
ど
う
す
る
か
を
考

え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

檀
信
徒
が
臓
器
移
植
を
必
要
と
す
る
状
況
に
な
っ
た
ら

檀
信
徒
の
お
子
さ
ん
が
重
度
の
拡
張
型
心
筋
症
と
診
断
さ
れ
、
米
国
へ
の
渡
航
移
植
し
か
助
か
る
方
法

が
な
い
と
相
談
さ
れ
た
ら
、
あ
な
た
は
ど
う
し
ま
す
か
。
肉
体
的
生
命
で
は
な
く
永
遠
の
宗
教
的
生
命
に

目
覚
め
よ
と
説
教
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
と
も
、
渡
航
資
金
を
集
め
る
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
企
画
し
た
り
活
動
し
た
り
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
こ
ま
で
は
出
来
な
く
て
も
あ
な
た
の
ポ
ケ

ッ
ト
マ

ネ
ー
を
渡
航
資
金
に
提
供
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

例
え
ば
、
交
通
事
故
で
自
分
の
幼
い
子
ど
も
が
脳
死
状
態
に
な
っ
た
と
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
あ
な
た

は
重
症
の
心
臓
疾
患
を
持
っ
た
子
ど
も
の
延
命
に
、
自
分
の
子
ど
も
の
心
臓
を
提
供
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。
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そ
れ
と
も
、
臓
器
提
供
せ
ず
に
従
来
か
ら
の
方
法
で
手
厚
く
葬
る
の
で
し
ょ
う
か
。
渡
航
資
金
を
集
め
る

た
め
の
運
動
を
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
自
分
の
子
ど
も
が
脳
死
状
態
に
な
っ
た
ら
心
臓
を
提
供
す
る
覚
悟

の
あ
る
人
が
行
う
べ
き
こ
と
で
す
。
米
国
で
の
渡
航
移
植
を
す
る
と
意
志
決
定
し
た
親
御
さ
ん
は
、
立
場

が
変
わ
っ
て
自
分
の
子
ど
も
が
脳
死
状
態
に
な
っ
た
場
合
に
は
心
臓
を
提
供
す
る
覚
悟
が
必
要
で
す
。

し
か
し
、
多
く
の
場
合
こ
こ
は
切
り
離
さ
れ
て
い
ま
す
。
臓
器
の
提
供
を
受
け
る
家
族
に
、
脳
死
し
た

子
ど
も
を
持
つ
家
族
の
悲
惨
さ
が
伝
わ
ら
ず
、
移
植
の
出
来
る
心
臓
が
早
く
手
に
入
ら
な
い
か
苛
々
し
な

が
ら
待
ち
続
け
ま
す
。
適
合
性
が
あ
る
臓
器
に
巡
り
会
っ
た
と
き
に
は
、
背
後
に
あ
る
悲
惨
な
家
族
の
泣

き
続
け
る
姿
な
ど
思
い
浮
か
べ
る
こ
と
も
し
な
い
で
、
そ
の
幸
運
を
喜
び
ま
す
。
脳
死

・
臓
器
移
植
の
現

実
は
こ
の
よ
う
な
も
の
な
の
で
す
。

重
度
の
心
臓
病
の
子
ど
も
を
抱
え
た
親
御
さ
ん
に
は
、
こ
の
よ
う
な
背
景
を
思
い
浮
か
べ
る
心
の
余
裕

は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
の
子
ど
も
が
助
か
る
か
ど
う
か
だ
け
が
当
面
す
る
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
臓
器

移
植
を

一
筋
の
希
望
の
光
と
思
い
、
も
っ
と
大
き
な
光
を
見
る
心
の
余
裕
が
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、

そ
の
よ
う
な
親
御
さ
ん
に
付
き
添
っ
て
行
く
の
も
浄
土
宗
教
師
の
役
割
で
す
。
手
術
が
成
功
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
残
念
な
が
ら
提
供
者
が
現
れ
な
い
う
ち
に
病
状
が
悪
化
し
て
亡
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
と
が
落
ち
着
い
た
と
き
に
永
遠
の
宗
教
的
生
命
の
話
を
し
ま
し
ょ
う
。
受
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け
入
れ
て
も
ら
え
る
か
ど
う
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
が
浄
土
宗
教
師
の
勤
め
で
す
か
ら
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
檀
信
徒
に
受
け
入
れ
て
も
ら
え
る
か
ど
う
か
は
、
教
師
で
あ
る
あ
な
た
自
身
が

脳
死
・
臓
器
移
植
に
対
す
る
見
解
を
持
っ
て
い
る
か
ど
う
か
に
依
存
し
ま
す
。
何
も
考
え
て
い
な
い
の
に

分
か
っ
た
よ
う
な
こ
と
を
言

っ
て
も
誰
も
相
手
に
し
て
く
れ
ま
せ
ん
。
状
況
に
よ
っ
て
考
え
方
が
揺
れ
動

く
こ
と
が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
常
に
こ
の
問
題
に
対
す
る
関
心
を
持
ち
続
け
考
え
続
け
る
こ
と
が

力
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
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尊
厳
死
の
歴
史
と
現
状

74 

現
代
に
お
け
る
「
死
」
の
状
況

「
ど
ん
な
最
期
が
理
想
だ
と
思
い
ま
す
か
?
」

第
一
生
命
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
研
究
所
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
(
二

O
O三
年
、
四

O
歳
1

七
九
歳
ま
で

の
全
国
男
女
七
九
二
人
)
で
こ
の
質
問
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
回
答
は
、
「
病
気
な
ど
で
多
少
寝
込
ん

で
も
い
い
か
ら
、
少
し
ず
つ
死
に
向
か
っ
て
い
く
」
と
い
う
回
答
が
コ
二

・
七
%
で
あ
る
一
方
、
「
心
筋
梗

塞
な
ど
で
、
あ
る
日
突
然
死
ぬ
」
が
六
四

・
六
%
と
圧
倒
的
に
高
い
も
の
で
し
た
(
図
1
)。
ま
た
、
「
突

然
死
ぬ
」
こ
と
を
理
想
と
考
え
る
人
に
そ
の
理
由
を
尋
ね
て
み
る
と
、
「
家
族
に
迷
惑
を
か
け
た
く
な
い

か
ら
」
と
い
う
理
由
が
最
も
多
く
、
次
い
で
「
苦
し
み
た
く
な
い
か
ら
」
「
寝
た
き
り
な
ら
生
き
て
い
て

も
仕
方
が
な
い
か
ら
」
が
続
い
て
い
ま
す
(
図

2
)
。

こ
の
調
査
結
果
か
ら
、
現
在
の
日
本
人
に
は
「
ぽ
っ
く
り
願
望
」
が
強
く
、
苦
し
ま
ず
に
死
ぬ
「
安
ら

か
な
死
」
を
望
む
高
齢
者
が
多
い
こ
と
が
伺
え
ま
す
。



理想の最期図1

無回答3%

理想の最期

痴呆になって、自分では

分らないうちに死ぬ 1%

心筋梗塞などで

ある日突然死ぬ

64% 

病気などで多少寝込

んでもいいから、少

しずつ死にむかって

いく 32%

と回答した理由(複数回答)「突然死ぬj図2

『突然死ぬjと回答した理由(複数回答)

100 

80 

60 

40 

死
ぬ
の
が
怖
い
か
ら

苦
し
み
た
く
な
い
か
ら

痛
み
を
感
じ
た
く
な
い
か
ら

寝
た
き
り
な
ら
生
き
て
い
て
も
仕
方
な
い
か
ら

家
銭
に
あ
ま
り
迷
磁
を
か
け
た
く
な
い
か
ら

死
ぬ
心
摘
も
り
を
し
た
い
か
ら

少
し
で
も
長
生
き
し
た
い
か
ら

苑
期
を
知
り
た
く
な
い
か
ら

じ
わ
じ
わ
死
に
た
く
な
い
か
ら

き
れ
い
に
苑
に
た
い
か
ら

20 

。

*図 1・2ともに、ライフデザインレポー ト2004.5
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現
在
(
二

O
O
六
年
)
の
日
本
の
平
均
寿
命
は
、
男
性
七
九

・
O
O歳
、
女
性
八
五

・
八
一
歳
で
あ
り
、

日
本
は
世
界
一
の
長
寿
国
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
平
均
寿
命
の
延
び
に
は
、
医
学
の
進
歩
が
大
き
く
寄

与
し
た
こ
と
は
疑
い
が
あ
り
ま
せ
ん
。
近
年
、
医
療
技
術
が
進
歩
し
、
多
く
の
人
の
命
を
救
う
こ
と
が
出

来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
不
治
の
病
に
周
回
さ
れ
痛
み
に
苦
し
む
患
者
に
と
っ
て
は
、
進
歩
し

た
末
期
医
療
が
か
え
っ
て
苦
し
み
を
長
引
か
せ
る
と
い
う
状
況
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

「
ス
パ
ゲ
テ
イ
症
候
群
」
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
?
輸
液
ル

1
ト
、
導
尿
パ
ル

ン
、
気
道
チ
ュ
ー
ブ
、
動
脈
ラ
イ
ン
、
サ
チ
ュ
レ

l
シ
ヨ
ン
モ
ニ
タ
な
ど
、
身
体
中
チ
ュ
ー
ブ
や
セ
ン
サ

ー
な
ど
に
つ
な
が
れ
た
重
症
患
者
の
様
子
を
、
郷
撒
を
込
め
て
こ
の
よ
う
に
呼
ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
延
命
措
置
に
よ
っ
て
か
え
っ
て
患
者
に
苦
痛
を
強
制
す
る
場
面
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。

2 

尊
厳
死
と
は
何
で
し
ょ
う
か
?

Q
O
L
 

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
不
治
や
終
末
期
、
回
復
不
可
能
な
植
物
状
態
で
の
延
命
措
置
は
人
権
を
害

う
行
為
で
あ
り
、

「人
生
の
最
後
を
尊
厳
を
も
っ
て
迎
え
た
い
」
と
い
う
考
え
が
生
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
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ク
オ
リ
テ
ィ
!
・
オ
ブ
・
ラ
イ

そ
こ
で
重
要
な
意
味
を
も
っ
言
葉
が
「
Q
O
L
」
(
P
E
口々
O
『

ピ

『

巾

フ
)
で
す
。
こ
の
言
葉
は
、
「
人
の
生
活
の
質
」
「
人
間
ら
し
い
生
き
方
」
と
い
っ
た
意
味
の
言
葉
で
す
。

「
人
生
の
最
後
を
尊
厳
を
も
っ
て
迎
え
た
い
」
と
は
、
「
最
後
ま
で
人
間
ら
し
い
生
き
方
を
保
持
す
る
」

と
い
う
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
ど
の
治
療
を
受
け
た
と
し
て
も
そ
う
遠
く
な
い
時
期
に
死
に

至
る
こ
と
が
避
け
ら
れ
な
い
患
者
の
場
合
に
は
、
ど
の
よ
う
な
治
療
を
受
け
る
か
は
(
治
療
を
受
け
な
い

と
い
う
こ
と
も
含
め
て
)
、
「
残
さ
れ
た
時
間
を
ど
う
生
き
る
か
」
と
い
う
こ
と
と
関
係
し
て
決
ま
っ
て
く

る
わ
け
で
す
。
つ
ま
り
、
「
如
何
に
命
を
延
ば
す
か
」
と
い
う
こ
と
と
、
「
ど
の
程
度
の
Q
O
L
を
保
ち
残

さ
れ
た
人
生
を
生
き
る
か
」
と
い
う
両
者
を
図
り
な
が
ら
治
療
の
方
針
を
決
め
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

終
末
期
そ
う
遠
く
な
い
時
期
に
死
に
至
る
こ
と
が
避
け
ら
れ
な
い
状
況
を
「
終
末
期
」
と
い
い
ま
す
が
、

「
終
末
期
」
は
、
死
に
向
か
う
状
況
に
よ
っ
て
二
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
つ
目
は
、
が
ん
や

エ
イ
ズ
な
ど
の
よ
う
に
、
ゆ
っ
く
り
と
死
に
向
か
う
状
況
で
す
。
二
つ
目
は
、
先
ほ
ど
ま
で
健
康
と
思
わ

れ
て
い
た
人
に
、
事
故
や
重
病
が
突
発
し
、
極
め
て
近
い
時
間
で
死
が
切
迫
し
て
い
る
状
況
で
す
。
い
か

な
る
手
を
尽
く
し
て
も
救
命
で
き
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
す
が
、
ま
だ
し
ば
ら
く
の
聞
は
心
停
止
に
は
至

こ
の
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ら
な
い
状
態
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
主
に
、
救
急
医
療
現
場
で
み
ら
れ
る
終
末
期
で
す
。

そ
れ
で
は
「
終
末
期
」
と
は
、
具
体
的
に
ど
の
時
点
か
ら
「
終
末
期
」
と
い
う
の
で
し
ょ
う
か
。
が
ん

の
場
合
で
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
ま
で
は
、
が
ん
症
状
の
進
行
に
伴
い
、
「
が
ん
治
療
を
目
指
す
」
こ
と
か
ら
、
「
症
状
緩
和
を
目
指

す
」
こ
と
、
つ
ま
り
「

2
日
か
ら

2
5
へ
」
と
方
向
転
換
す
る
時
点
以
降
が
「
終
末
期
」
と
理
解
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
つ
ま
り
「
終
末
期
」
と
は
、
医
療
活
動
と
密
着
し
て
生
じ
た
概
念
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。
し
か
し
、
緩
和
医
療
の
技
術
や
考
え
方
が
進
展
す
る
に
つ
れ
、
緩
和
医
療
は
よ
り
早
い
段
階
の
患
者

に
対
し
て
も
有
効
か
つ
必
要
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
「

2
月
か
ら

2
日
へ
」
と

い
う
よ
う
に
区
別
さ
れ
る
状
況
で
は
無
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
こ
と
は
、
「
い
つ
か
ら
終
末

期
な
の
か
」
と
い
う
基
準
が
暖
昧
に
な
っ
て
き
た
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

な
お
、
二

O
O六
年
に
日
本
医
師
会
は
、
「
終
末
期
の
基
準
は
、
治
療
方
針
を
決
定
す
る
際
に
、
患
者

*
 

は
そ
う
近
く
な
い
時
期
に
死
に
至
る
で
あ
ろ
う
こ
と
に
配
慮
す
る
か
ど
う
か
」
に
あ
る
と
、
「
終
末
期
」

と
い
う
概
念
を
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
「
医
療
内
容
の
方
向
転
換
」
を
基
準
と
す
る
の
で
は
な
く
、
「
治

療
方
針
を
決
定
す
る
際
の
医
者
の
配
慮
」
に
よ
る
べ
き
と
の
判
断
を
示
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
こ

と
は
、
医
者
以
外
の
人
に
と
っ
て
、
例
え
ば
患
者
本
人
や
そ
の
家
族
に
と
っ
て
は
、
「
終
末
期
」
と
い
う
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こ
と
が
一
層
暖
昧
で
分
か
り
に
く
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

*
日
本
医
師
会
第
政
次
生
命
倫
理
懇
談
会

「
平
成
十
六
・
十
七
年
度

『ふ
た
た
び
終
末
期
医
療
』
に
つ
い
て
の
報
告
」
二

O
O六
年
二
月

「
尊
厳
死
」
と
「
安
楽
死
」

「
人
生
の
最
後
を
尊
厳
を
も
っ
て
迎
え
た
い
」
と
い
う
考
え
が
広
ま
っ
て
く
る
に
し
た
が
い
、
「
尊
厳

死
」
「
安
楽
死
」
と
い
う
言
葉
を
し
ば
し
ば
耳
に
す
る
よ
う
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
「
尊
厳
死
」
「
安

楽
死
」
と
は
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
意
味
な
の
で
し
ょ
う
か
?
ま
た
、
両
者
の
違
い
と
は
何
な
の
で
し

ょ

う

か

?

で

の

説

明

を

見

て

み

ま

し

ょ

う

。

国
語
辞
典
(
大
辞
林
)

【
尊
厳
死
】

助
か
る
見
込
み
の
全
く
な
い
ま
ま
に
長
期
間
に
わ
た
っ
て
植
物
状
態
が
続
い
た
り
、
激
し
い
苦
痛
に

悩
ま
さ
れ
続
け
て
い
る
患
者
に
対
し
、
生
命
維
持
装
置
な
ど
に
よ
る
人
為
的
な
延
命
を
中
止
し
、
人

間
と
し
て
の
尊
厳
を
維
持
し
た
ま
ま
死
を
迎
え
さ
せ
る
こ
と
。

【
安
楽
死
】

助
か
る
見
込
み
が
な
い
病
人
を
苦
痛
か
ら
解
放
す
る
目
的
で
、
延
命
の
た
め
の
処
置
を
中
止
し
た
り
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死
期
を
早
め
る
処
置
を
と
る
こ
と
。
ま
た
、

そ
の
死
。
安
死
術
。
オ
イ
タ
ナ
ジ
l
。

80 

こ
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
見
す
る
と
「
尊
厳
死
」
は
「
安
楽
死
」
と
い
う
広
い
概
念
の
中

に
含
ま
れ
る
概
念
の
よ
う
に
見
え
ま
す
。
確
か
に
、
「
助
か
る
見
込
み
の
な
い
人
に
対
し
て
、
そ
の
苦
し

み
か
ら
解
放
す
る
た
め
」
と
い
う
こ
と
は
共
通
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
両
者
の
大
き
な

違
い
は
、
「
安
楽
死
」
に
は
「
死
期
を
早
め
る
処
置
を
取
る
こ
と
」
が
含
ま
れ
て
お
り
、
「
尊
厳
死
」
に
は

そ
れ
が
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
「
安
楽
死
」
と
は
、
「
苦
痛
か
ら
免
れ
さ
せ
る
た
め
意
図
的
積
極
的
に

死
を
招
く
措
置
を
取
る
こ
と
」
で
、
「
尊
厳
死
」
と
は
「
苦
し
む
の
を
長
引
か
せ
な
い
た
め
、
延
命
措
置

を
中
止
、
ま
た
は
差
し
控
え
を
し
て
死
期
を
早
め
る
こ
と
」
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
尊
厳
死
と
安
楽

死
の
両
者
の
遣
い
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、
尊
厳
死
を
「
消
極
的
安
楽
死
」
、
安
楽
死
を
「
積
極
的
安
楽

死
」
と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
。

安
楽
死

(
H
積
極
的
安
楽
死
)
に
関
し
て
、
日
本
で
は
「
名
古
屋
安
楽
死
事
件
」
「
東
海
大
学
付
属
病

院
事
件
」
と
い
う
事
件
が
あ
り
ま
し
た
。

「
名
古
屋
安
楽
死
事
件
」
と
は
、
一
九
六
一
年
八
月
に
起
こ
っ
た
事
件
で
す
。
あ
る
患
者
が
、
脳
溢
血

で
倒
れ
症
状
が
悪
化
し
、
そ
の
う
ち
「
早
く
死
な
せ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
死
が
間



近
な
状
況
に
な
り
苦
し
な
父
の
姿
を
見
か
ね
た
息
子
が
、
「
苦
し
み
か
ら
解
き
放
っ
て
あ
げ
る
こ
と
が
親

孝
行
」
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
牛
乳
に
毒
を
入
れ
て
お
き
、
事
情
を
知
ら
な
か
っ
た

母
が
牛
乳
を
飲
ま
せ
た
た
め
に
死
亡
し
た
と
い
う
事
件
で
す
。
こ
の
事
件
に
対
し
、
一
九
六
二
年
十
二
月

名
古
屋
高
等
裁
判
所
の
裁
判
長
は
、
「
安
楽
死
を
認
め
る
べ
き
か
否
か
に
つ
い
て
は
議
論
の
存
す
る
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
人
為
的
に
、
至
尊
な
る
べ
き
人
命
を
絶
つ
の
で
あ
る
か
ら
、
次
の
よ
う
な
厳
し
い

要
件
に
の
み
こ
れ
を
是
認
す
べ
き
で
あ
ろ
う
」
と
し
、
安
楽
死
の
要
件
と
し
て
次
の
六
点
を
示
し
ま
し
た
。

一
、
不
治
の
病
に
回
目
さ
れ
死
期
が
目
前
に
迫
っ
て
い
る
こ
と

二
、
苦
痛
が
見
る
に
忍
び
な
い
程
度
に
甚
だ
し
い
こ
と

三
、
専
ら
死
苦
の
緩
和
の
目
的
で
な
さ
れ
た
こ
と

四
、
病
者
の
意
識
が
な
お
明
瞭
で
あ
っ
て
意
思
を
表
明
で
き
る
場
合
に
は
、
本
人
の
真
塾
な
嘱
託
又

は
承
諾
の
あ
る
こ
と

五
、
原
則
と
し
て
医
師
の
手
に
よ
る
べ
き
だ
が
医
師
に
よ
り
得
な
い
と
首
肯
す
る
に
足
る
特
別
の
事

情
の
認
め
ら
れ
る
こ
と

六
、
方
法
が
倫
理
的
に
も
妥
当
な
も
の
で
あ
る
こ
と

そ
し
て
判
決
は
五
と
六
の
要
件
を
満
た
さ
な
い
と
し
て
、
被
告
人
に
対
し
嘱
託
殺
人
罪
の
成
立
を
認
め
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ま
し
た
。
こ
の
事
件
で
重
要
な
こ
と
は
、
日
本
で
初
め
て
具
体
的
な
形
で
安
楽
死
の
要
件
が
示
さ
れ
た
こ

と
で
す
。
な
お
、
こ
の
判
決
で
示
さ
れ
た
基
準
は
、
後
の
判
決
で
も
多
く
援
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
東
海
大
学
付
属
病
院
事
件
」
は
一
九
九
一
年
に
起
こ
っ
た
事
件
で
す
。
あ
る
患
者
が
、
が
ん
(
多
発

性
骨
髄
腫
)
の
た
め
、
東
海
大
学
医
学
部
付
属
病
院
に
入
院
し
て
い
ま
し
た
が
、
苦
痛
と
昏
睡
状
態
が
続

き
、
も
は
や
回
復
不
能
で
あ
っ
た
の
で
、
妻
と
長
男
は
治
療
の
中
止
を
強
く
希
望
し
ま
し
た
。
医
師
は
、

患
者
の
嫌
が
っ
て
い
る
と
い
う
カ
テ
l
テ
ル
や
点
滴
を
外
し
ま
し
た
。
長
男
は
な
お
も
「
楽
に
し
て
や
っ

て
下
さ
い
」
と
強
く
申
し
で
て
、
医
師
は
そ
れ
に
応
じ
て
、
鎮
痛
剤
、
抗
精
神
病
薬
を
通
常
の
二
倍
の
投

与
量
で
注
射
し
ま
し
た
。
し
か
し
な
お
も
苦
し
そ
う
な
状
態
は
止
ま
ら
ず
、
長
男
に
「
家
に
つ
れ
て
帰
り

た
い
」
と
求
め
ら
れ
た
の
で
、
医
師
は
殺
意
を
持
っ
て
、
塩
酸
ベ
ラ
パ
ミ
ル
製
剤
を
通
常
の
二
倍
量
を
注

射
し
ま
し
た
。
脈
拍
等
に
変
化
が
な
か
っ
た
の
で
、
続
い
て
塩
化
カ
リ
ウ
ム
製
剤
二

Oα
を
注
射
し
、
そ

の
結
果
、
患
者
は
そ
の
日
に
死
亡
し
ま
し
た
。

翌
年
の
五
月
、
こ
の
事
実
が
明
ら
か
に
な
り
、
医
師
は
殺
人
罪
に
よ
り
起
訴
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
対

し
、
横
浜
地
方
裁
判
所
の
判
決
は
、
被
告
人
を
有
罪
と
し
ま
し
た
。
た
だ
し
、
患
者
の
家
族
の
強
い
要
望

が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
情
状
酌
量
に
よ
り
刑
の
減
軽
が
な
さ
れ
、
執
行
猶
予
が
付
け
ら
れ
ま
し
た

(
懲
役
二
年

・
執
行
猶
予
二
年
)
。
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な
お
、
現
在
に
至
る
ま
で
、
日
本
に
お
い
て
は
、
「
安
楽
死
」
が
法
的
に
認
め
ら
れ
た
事
例
は
あ
り
ま

せ
ん
。

終
末
期
に
お
け
る
延
命
治
療
と
そ
の
中
止
の
実
態

終
末
期
に
お
け
る
延
命
措
置

そ
れ
で
は
、
終
末
期
に
お
い
て
、
中
止
や
差
し
控
え
の
対
象
と
な
る
延
命
措
置
と
は
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。
一

九
九
四
年
に
日
本
学
術
会
議
「
死
と
医
療
特
別
委
員
会
」
が
ま
と
め
た
報
告

書
で
は
、
中
止

・
差
し
控
え
の
対
象
と
な
る
延
命
措
置
と
し
て
、
①
酸
素
投
与
、
人
工
呼
吸
器
②
薬
剤
、

輸
血
、
人
工
透
析
③
栄
養
補
給
④
水
分
補
給
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
も
う
少
し
詳
し
く
見
て
み
ま
し
ょ

・「ノ。

3 
肺
機
能
が
落
ち
た
り
、
呼
吸
を
つ
か
さ
ど
る
筋
肉
が
衰
え
た
り
し
て
、
呼
吸
が
弱
く
な
っ
た
場
合
に
人

工
呼
吸
器
を
使
い
ま
す
。
気
管
内
に
管
を
入
れ
て
人
工
呼
吸
器
に
つ
な
ぎ
、
肺
に
空
気
を
送
り
込
み
ま
す
。

管
は
、
口
か
ら
、
も
し
く
は
の
ど
を
切
開
し
て
入
れ
ま
す
が
、
そ
の
際
に
は
、
の
ど
に
痛
み
や
違
和
感
が

あ
る
の
で
、
麻
酔
や
鎮
静
剤
を
使
い
、
挿
管
時
は
意
識
が
下
が
り
声
も
出
せ
な
く
な
り
ま
す
。
な
お
、
疲

を
は
き
出
せ
る
な
ど
症
状
が
軽
い
場
合
は
、
管
を
通
さ
ず
、
鼻
や
顔
を
覆
う
マ
ス
ク
状
の
呼
吸
器
も
あ
り
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ま
す
。心
臓
の
動
き
が
落
ち
、
血
圧
や
心
拍
数
が
低
下
し
た
場
合
に
は
、
血
液
循
環
の
維
持
を
図
り
ま
す
。
昇

圧
剤
や
強
心
剤
を
点
滴
す
る
、
心
臓
に
電
気
刺
激
を
与
え
る
べ

l
ス
メ
ー
カ
ー
を
装
着
す
る
、
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
腎
臓
の
機
能
が
落
ち
、
尿
が
出
な
い
場
合
に
は
、
血
液
を
体
外
に
出
し
て
滴
過
装
置
に
か
け
る

人
工
透
析
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
患
者
が
食
事
や
水
分
補
給
を
自
力
で
出
来
な
い
場
合
に
は
、
栄
養
(
糖

分
、
ミ
ネ
ラ
ル
、
ア
ミ
ノ
酸
)
や
水
の
補
給
を
行
い
ま
す
。
鼻
か
ら
入
れ
た
管
や
、
胃
に
あ
け
た
小
さ
な

穴
か
ら
入
れ
る
方
法
、
首
筋
や
腰
の
静
脈
に
管
を
入
れ
、
血
液
中
に
直
接
注
入
す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
状
況
に
応
じ
て
、
輸
血
や
抗
生
物
質
の
投
与
な
ど
の
措
置
も
取
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
措
置

は
、
患
者
の
状
況
に
応
じ
て
行
わ
れ
ま
す
が
、
現
在
で
は
一
般
的
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

「
尊
厳
死
」
に
対
す
る
国
民
の
意
識

そ
れ
で
は
、
こ
の
終
末
期
の
延
命
治
療
に
つ
い
て
、
国
民
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

厚
生
労
働
省
が
二

O
O三
年
に
行
っ
た
調
査
に
よ
る
と
、
自
分
が
痛
み
を
伴
う
末
期
状
態
(
死
期
が
六
ヶ

月
程
度
よ
り
も
短
い
期
間
)
の
患
者
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
単
な
る
延
命
治
療
を
「
や
め
た
ほ
う
が
よ

い
」
ま
た
は
「
や
め
る
べ
き
で
あ
る
」
と
七
四
%
と
多
く
の
人
が
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
に
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回
答
し
た
人
た
ち
の
多
く
は
、
単
な
る
延
命
治
療
を
中
止
す
る
と
き
に
、
「
痛
み
を
は
じ
め
と
し
た
あ
ら

ゆ
る
苦
痛
を
和
ら
げ
る
こ
と
に
重
点
を
置
く
方
法
(
緩
和
医
療
)
を
選
択
し
(
五
九
%
)
、
「
あ
ら
ゆ
る
苦

痛
か
ら
解
放
さ
れ
安
楽
に
な
る
た
め
に
医
師
に
よ
っ
て
積
極
的
な
方
法
で
生
命
を
短
縮
さ
せ
る
よ
う
な
方

法
」
(
積
極
的
安
楽
死
)
を
選
択
す
る
人
は
少
な
い
(
一
四
%
)
ょ
う
で
す
。
つ
ま
り
、
痛
み
を
伴
う
末

期
状
態
に
な
っ
た
場
合
、
単
な
る
延
命
治
療
を
や
め
る
こ
と

〈
「
尊
厳
死
」
〉
に
は
肯
定
的
だ
が
、
そ
の
場

合
で
も
積
極
的
な
方
法
で
生
命
を
短
縮
さ
せ
る
行
為

〈
「
安
楽
死
」
〉
は
許
容
で
き
な
い
と
考
え
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。

し
か
し
、
自
分
の
家
族
が
痛
み
を
伴
う
末
期
状
態
の
患
者
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
状
況
が
異
な
る
よ
う

で
す
。
単
な
る
延
命
治
療
に
つ
い
て
、
「
や
め
た
ほ
う
が
よ
い
」
ま
た
は
「
や
め
る
べ
き
で
あ
る
」
と
回

答
し
た
人
は
六
二
・
五
%
で
あ
り
、
自
分
の
場
合
(
七
四
%
)
と
数
字
に
聞
き
が
み
ら
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、

自
分
が
患
者
で
あ
る
場
合
に
は
、
早
く
苦
痛
か
ら
解
放
し
て
ほ
し
い
が
、
自
分
の
家
族
に
対
し
て
は
延
命

治
療
の
継
続
を
希
望
す
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
患
者
本
人
の
意
思
と
家
族
の
意
思
が
必
ず

し
も
一
致
し
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
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図3 単なる延命治療について(自分の場合)

単なる延命治療について(自分の場合)

無回答 1%
わからない

12% 

やめるべきで

ある 21%

13% 

やめたほうが

よい53%

図4 単なる延命治療について(家族の場合)

単なる延命治療について(家族の場合)

ある 12%

やめたほうが

よい50%

*厚生労働省「終末期医療に関する調査等検討会報告書ー今後の

終末期医療のあ り方についてーJ(平成16年7月 http://www. 
mhlw.go.jp/shingif2004/07/s0723-8.html)より作成。
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「尊
厳
死
」
に
関
す
る
最
近
の
ニ
ュ
ー
ス

次
に
「
尊
厳
死
」
に
関
し
て
、
人
々
の
関
心
を
集
め
た
出
来
事
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

O
富
山
の
射
水
市
民
病
院
問
題

富
山
県
射
水
市
の
射
水
市
民
病
院
で
、
二

0
0
0
1
二
O
O五
年
に
入
院
中
の
末
期
が
ん
患
者
ら
七
人

の
人
工
呼
吸
器
が
取
り
外
さ
れ
、
死
亡
し
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。
病
院
側
は
「
患
者
は
五
十

1
九
十
歳
代
で
、
主
治
医
の
外
科
部
長
が
取
り
外
し
を
判
断
し
た
」
と
発
表
し
、
こ
の
外
科
部
長
は
病
院

側
の
調
査
に
対
し
、
人
工
呼
吸
器
の
取
り
外
し
に
つ
い
て
「
い
ず
れ
も
家
族
の
同
意
を
得
て
い
る
が
、
う

ち
一
人
は
家
族
か
ら
本
人
の
意
思
も
確
認
で
き
た
」
と
説
明
し
ま
し
た
。
病
院
に
よ
る
と
、
い
ず
れ
も
本

人
の
同
意
書
は
な
い
が
、
カ
ル
テ
に
は
「
家
族
の
同
意
」
を
示
す
記
述
が
あ
る
と
の
こ
と
で
、
富
山
県
警

が
関
係
者
か
ら
事
情
を
聞
く
な
ど
捜
査
し
て
い
ま
す
。(
読
売
新
聞

〈
二
O
O
六
年
七
月
三
十
一
日
〉
よ
り
)

O
千
葉
救
急
医
療
セ
ン
タ
ー

千
葉
県
救
急
医
療
セ
ン
タ
ー
(
千
葉
市
)
が
二

O
O六
年
十
月
か
ら
二

O
O七
年
三
月
に
か
け
、
計
五
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人
の
末
期
患
者
か
ら
人
工
呼
吸
器
や
人
工
心
肺
を
外
し
て
い
た
こ
と
が
、
同
セ
ン
タ
ー
が
行
っ
た
調
査
で

わ
か
り
、
大
阪
市
で
聞
か
れ
た
日
本
救
急
医
学
会
で
報
告
し
ま
し
た
。

延
命
治
療
が
中
止
さ
れ
た
の
は
三
十

1
六
十
歳
代
の
男
女
五
人
(
平
均
年
齢
五
十
四
歳
)
で
、
う
ち
三

人
は
く
も
膜
下
出
血
、
二
人
は
そ
れ
ぞ
れ
狭
心
症
と
心
筋
梗
塞
で
し
た
。
く
も
膜
下
出
血
の
三
人
に
対
し

て
は
、
脳
死
と
判
定
し
た
上
で
、
入
院
後
十
二

i
十
七
日
目
に
人
工
呼
吸
器
を
外
し
ま
し
た
。
心
疾
患
の

二
人
に
つ
い
て
は
、
回
復
の
見
込
み
が
な
い
た
め
、
入
院
五
日
目
と
六
日
目
に
そ
れ
ぞ
れ
人
工
心
肺
を
止

め
ま
し
た
。
す
べ
て
生
前
の
本
人
意
思
は
不
明
で
、
家
族
は
「
見
て
い
ら
れ
な
い
の
で
止
め
て
下
さ
い
」

な
ど
と
治
療
中
止
に
同
意
し
た
と
の
こ
と
で
す
。
治
療
中
止
の
判
断
は
、
院
内
の
指
針
に
基
づ
き
、
幹
部

医
師
を
含
な
チ
l
ム
で
決
定
、
倫
理
委
員
会
に
は
か
け
ず
、
記
録
は
カ
ル
テ
に
残
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

(
読
売
新
聞

〈
二
O
O七
年
十
月
二
十
六
日
〉
よ
り
)

こ
の
千
葉
の
救
急
医
療
セ
ン
タ
ー
が
取
っ
た
行
為
が
大
き
な
意
味
を
持
つ
の
は
、
同
セ
ン
タ
ー
が
、
延

命
中
止
を
実
施
し
て
い
る
現
場
の
実
態
を
示
す
た
め
、
二

O
O七
年
十
月
に
大
阪
市
で
聞
か
れ
た
日
本
救

急
医
学
会
で
、
公
表
に
踏
み
切
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
と
い
う
の
も
、
こ
う
し
た
行
為
は
、
医
師
が
刑

事
責
任
を
問
わ
れ
か
ね
な
い
た
め
、
医
療
機
関
は
、
実
際
に
は
実
施
し
て
も
公
表
し
な
い
こ
と
が
多
く
、
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同
セ
ン
タ
ー
が
取
っ
た
行
為
は
極
め
て
異
例
の
行
為
で
あ
っ
た
の
で
す
。

病
院
に
お
け
る
尊
厳
死
の
実
態

そ
れ
で
は
、
医
療
の
現
場
で
あ
る
病
院
で
は
、
実
際
ど
の
程
度
の
割
合
で

「尊
厳
死
」
と
い
う
行
為
を

行
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
読
売
新
聞
が
二
O

O
六
年
に
全
国
の
医
療
機
関
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

に
よ
る
と
、
が
ん
な
ど
で
終
末
期
を
迎
え
た
患
者
に
対
し
、
人
工
呼
吸
器
を
取
り
外
す
、
当
初
か
ら
装
着

し
な
い
な
ど
、
延
命
措
置
の
中
止
や
差
し
控
え
を
行
っ
た
こ
と
の
あ
る
病
院
が
五
六
%
に
上
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
(
読
売
新
聞

二
O
O
六
年
七
月
三
十

一
日
)
。

中
止

・
差
し
控
え
を
行
っ
た
医
療
行
為
で
最
も
多
か
っ
た
の
が
「
人
工
呼
吸
器
の
未
装
着
、
取
り
外

し
」
で
七
一
%
で
し
た
。
設
聞
か
ら
は
取
り
外
し
単
独
の
数
字
は
不
明
で
す
が
、
自
由
記
述
な
ど
で
「
取

り
外
し
た
こ
と
が
あ
る
」
と
し
た
病
院
も
多
く
、
人
工
呼
吸
器
を
取
り
外
し
た
射
水
市
民
病
院
の
ケ
!
ス

は
例
外
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
と
の
こ
と
で
す
。

呼
吸
器
以
外
で
は
、

「昇
圧
剤
や
抗
生
物
質
な
ど
の
薬
剤
投
与
」
の
中
止
・
減
量
が
七
O
%、

「輸
血
な

ど
血
液
循
環
」
の
中
止
は
三
五
%
、
「
人
工
透
析
」
の
中
止
は
三
四
%
で
、
様
々
な
方
法
で
延
命
措
置
の

中
止

・
差
し
控
え
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
こ
う
し
た
措
置
に
関
す
る
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決
断
の
き
っ
か
け
は
、
「
患
者
の
家
族
の
希
望
」

O
%
)
が
続
い
た
と
の
こ
と
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
延
命
措
置
の
中
止

・
差
し
控
え
は
圏
内
で
幅
広
く
行
わ
れ
て
い
る
の
が
実
情
で
す
。
現

在
、
こ
の
延
命
治
療
中
止
は
、
医
師
と
家
族
の
聞
の
い
わ
ば
「
あ
う
ん
の
呼
吸
」
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

先
に
見
た
富
山
県
の
射
水
市
民
病
院
で
、
独
断
で
呼
吸
器
を
外
し
た
医
師
が
捜
査
対
象
と
な
る
な
ど
、
治

療
中
止
が
殺
人
罪
に
問
わ
れ
か
ね
な
い
状
況
に
あ
る
の
も
事
実
で
す
。

こ
う
し
た
現
状
の
な
か
、
延
命
措
置
の
中
止
を
含
む
終
末
期
医
療
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
(
「
指

針
」
)
、
ま
た
尊
厳
の
法
制
化
が
、
特
に
医
師
の
側
か
ら
求
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

(
八
九
%
)
が
最
も
多
く
、
「医
師
の
医
学
的
判
断
」
(
七

90 

終
末
期
医
療
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
制
定

先
に
み
た
よ
う
な
状
況
を
受
け
て
、
日
本
医
師
会
は
二

O
O七
年
八
月
に
「
終
末
期
医
療
に
関
す
る
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
発
表
し
ま
し
た
。
少
々
長
い
も
の
で
す
が
、
以
下
に
そ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
引
用
し
ま

4 

す
。

終
末
期
に
お
け
る
治
療
の
開
始

・
不
開
始

・
変
更
及
び
中
止
等
の
医
療
の
あ
り
方
の
問
題
は
、
従

来
か
ら
医
療
の
現
場
の
最
も
重
要
な
課
題
の

一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
日
本
医
師
会
第
X
次
生
命
倫
理



懇
談
会
は
、
終
末
期
医
療
に
際
し
て
の
医
師
の
対
応
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
以
下
に
提
示
す
る
。

て
患
者
が
終
末
期
の
状
態
で
あ
る
こ
と
の
決
定
は
、
医
師
を
中
心
と
す
る
複
数
の
専
門
職
種
の
医

療
従
事
者
か
ら
構
成
さ
れ
る
医
療
・
ケ
ア
チ
l
ム
に
よ
っ
て
行
う
。

二
、
終
末
期
に
お
け
る
治
療
の
開
始
・
不
開
始
・
変
更
及
び
中
止
等
は
、
患
者
の
意
思
決
定
を
基
本

と
し
医
学
的
な
妥
当
性
と
適
切
性
を
基
に
医
療
・
ケ
ア
チ

l
ム
に
よ
っ
て
慎
重
に
判
断
す
る
。

三、

可
能
な
限
り
痔
痛
や
そ
の
他
の
不
快
な
症
状
を
緩
和
し
、
患
者
・
家
族
等
の
精
神
的
・
社
会
的

な
援
助
も
含
め
た
総
合
的
な
医
療
及
び
ケ
ア
を
行
う
。

四
、
積
極
的
安
楽
死
や
自
殺
帯
助
等
の
行
為
は
行
わ
な
い
。
終
末
期
に
お
け
る
治
療
の
開
始
・
不
開

始
・
変
更
及
び
中
止
等
、
特
に
中
止
に
際
し
て
は
そ
の
行
為
が
患
者
の
死
亡
に
結
び
つ
く
場
合

が
あ
る
。
従
っ
て
、
医
師
は
終
末
期
医
療
の
方
針
決
定
を
行
う
際
に
、
特
に
慎
重
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

終
末
期
に
お
け
る
治
療
の
開
始
・
不
開
始
・
変
更
及
び
中
止
等
に
際
し
て
の
基
本
的
な
手
続
き
と

し
て
、
以
下
の
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

患
者
の
意
思
が
確
認
で
き
る
場
合
に
は
、
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
に
基
づ
く
患
者
の

意
思
を
基
本
と
し
、
医
療

・
ケ
ア
チ

l
ム
に
よ
っ
て
決
定
す
る
。
そ
の
際
、
医
師
は
押
し
付
け

1 

91一一一一一第二章 尊厳死についてどう考えるか



2 

に
な
ら
な
い
よ
う
に
配
慮
し
な
が
ら
患
者
と
十
分
な
話
し
合
い
を
し
た
後
に
、
そ
の
内
容
を
文

書
に
ま
と
め
る
。

上
記
の
場
合
は
、
時
間
の
経
過
、
病
状
の
変
化
、
医
学
的
評
価
の
変
更
に
応
じ
て
、
そ
の
都

度
説
明
し
患
者
の
意
思
の
再
確
認
を
行
う
。
ま
た
、
患
者
が
拒
ま
な
い
限
り
、
決
定
内
容
を
家

族
等
に
知
ら
せ
る
。

な
お
、
救
急
時
に
お
け
る
医
療
の
開
始
は
原
則
と
し
て
生
命
の
尊
厳
を
基
本
と
し
た
主
治
医

の
裁
量
に
ま
か
せ
る
べ
き
で
あ
る
。

患
者
の
意
思
の
確
認
が
不
可
能
な
状
況
下
に
あ
っ
て
も
「
患
者
自
身
の
事
前
の
意
思
表
示
書

(
以
下
、
「
意
思
表
示
書
」
と
い
う
。
)
」
が
あ
る
場
合
に
は
、
家
族
等
に
意
思
表
示
書
が
な
お
有

効
な
こ
と
を
確
認
し
て
か
ら
医
療

・
ケ
ア
チ
ー
ム
が
判
断
す
る
。
ま
た
、
意
思
表
示
書
は
な
い

が
、
家
族
等
の
話
な
ど
か
ら
患
者
の
意
思
が
推
定
で
き
る
場
合
に
は
、
原
則
と
し
て
そ
の
推
定

意
思
を
尊
重
し
た
治
療
方
針
を
と
る
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
そ
の
場
合
に
も
家
族
等
の
承
諾
を

得
る
。
患
者
の
意
思
が
推
定
で
き
な
い
場
合
に
は
、
原
則
と
し
て
家
族
等
の
判
断
を
参
考
に
し

て
、
患
者
に
と
っ
て
最
善
の
治
療
方
針
を
と
る
こ
と
と
す
る
。

家
族
等
と
の
連
絡
が
取
れ
な
い
場
合
、
ま
た
は
家
族
等
が
判
断
を
示
さ
な
い
場
合
、
家
族
等
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の
中
で
意
見
が
ま
と
ま
ら
な
い
場
合
な
ど
に
際
し
て
は
、
医
療
・
ケ
ア
チ

l
ム
で
判
断
し
、
原

則
と
し
て
家
族
等
の
了
承
を
得
る
こ
と
と
す
る
。

上
記
の
い
ず
れ
の
場
合
で
も
家
族
等
に
よ
る
確
認
、
承
諾
、
了
承
は
文
書
に
よ
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

上
記
1
及
び

2
の
場
合
に
お
い
て
、
医
療
・
ケ
ア
チ

l
ム
の
中
で
医
療
内
容
の
決
定
が
困
難
な

場
合
、
あ
る
い
は
患
者
と
医
療
従
事
者
と
の
話
し
合
い
の
中
で
、

妥
当
で
適
切
な
医
療
内
容
に

つ
い
て
の
合
意
が
得
ら
れ
な
い
場
合
な
ど
に
際
し
て
は
、
複
数
の
専
門
職
か
ら
な
る
委
員
会
を

別
途
設
置
し
、
そ
の
委
員
会
が
治
療
方
針
等
に
つ
い
て
の
検
討
・
助
言
を
行
う
。

以
上
、
終
末
期
に
お
け
る
治
療
の
開
始
・
不
開
始
・
変
更
及
び
中
止
等
に
関
し
そ
の
手
続
き
に
つ

い
て
述
べ
た
。

終
末
期
の
患
者
が
延
命
措
置
を
拒
否
し
た
場
合
、
ま
た
は
患
者
の
意
思
が
確
認
で
き
な
い
状
況
下

で
患
者
の
家
族
等
が
延
命
措
置
を
拒
否
し
た
場
合
に
は
、
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
延
命
措
置

を
取
り
や
め
た
行
為
に
つ
い
て
、
民
事
上
及
び
刑
事
上
の
責
任
が
問
わ
れ
な
い
よ
う
な
体
制
を
整
え

る
必
要
が
あ
る
。

な
お
、
二

O
O七
年
五
月
に
は
厚
生
労
働
省
か
ら
「
終
末
期
医
療
の
決
定
プ
ロ
セ
ス
に
関
す
る
ガ
イ
ド

3 
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ラ
イ
ン
」
が
、
同
年
十
一
月
に
は
日
本
救
急
医
学
会
か
ら
「
救
急
医
療
に
お
け
る
終
末
期
医
療
の
あ
り
方

に
関
す
る
提
言
(
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
)
」
が
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

94 

尊
厳
死
法
制
化
の
劃
き

日
本
尊
厳
死
協
会
と
リ
ビ
ン
グ
・
ウ
イ
ル

一
九
七
六
年
一
月
、
産
婦
人
科
医
師
で
国
会
議
員
で
あ
っ
た
故
太
田
典
礼
を
中
心
に
、
医
師
、
法
律
家
、

学
者
、
政
治
家
な
ど
の
同
志
が
集
ま
っ
て
日
本
安
楽
死
協
会
(
一
九
八
三
年
に
「
日
本
尊
厳
死
協
会
」
に

名
称
変
更
)
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
の
会
員
数
は
十
二
万
人
を
超
え
て
い
ま
す
。
こ
の
協
会
は
、
主

に
「
尊
厳
死
の
宣
言
書
」
(
リ
ビ
ン
グ

・
ウ
イ
ル
)
を
普
及
さ
せ
る
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

リ
ビ
ン
グ

・
ウ
イ
ル
と
は
、
治
る
見
込
み
の
な
い
病
気
に
か
か
り
、
死
期
が
迫
っ
た
と
き
に
、
医
師
に

提
示
す
る
「
生
前
発
効
の
遺
言
書
」
の
こ
と
で
す
。
そ
の
主
な
内
容
は
、
不
治
か
つ
末
期
に
な
っ
た
場
合
、

無
意
味
な
延
命
措
置
を
拒
否
す
る
/
苦
痛
を
最
大
限
に
和
ら
げ
る
治
療
を
し
て
ほ
し
い
/
植
物
状
態
に
陥

っ
た
場
合
、
生
命
維
持
措
置
を
と
り
や
め
て
ほ
し
い
、
と
い
う
も
の
で
す
。
協
会
は
こ
の
リ
ビ
ン
グ

・
ウ

イ
ル
の
管
理
も
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
協
会
は
、
尊
厳
死
法
制
化
を
実
現
化
す
る
た
め
の
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
二

O
O三

5 



年
十
二
月
以
降
、
三
度
に
わ
た
り
、
法
制
化
を
求
め
る
請
願
書
を
厚
生
労
働
大
臣
や
衆
参
両
院
議
長
に
提

出
し
ま
し
た
。
二

O
O五
年
二
月
に
は
、
超
党
派
の
国
会
議
員
で
つ
く
る
「
尊
厳
死
法
制
化
を
考
え
る
議

員
連
盟
」
(
中
山
太
郎
会
長
)
を
発
足
さ
せ
、
尊
厳
死
協
会
の
法
律
要
綱
案
を
た
た
き
台
に
検
討
を
し
て

い
ま
す
。

日
本
尊
厳
死
協
会
が
衆
参
両
院
議
長
に
提
出
し
た
請
願
書
で
は
、
「
延
命
だ
け
を
目
的
と
し
た
治
療
が
、

苦
し
み
を
強
制
し
人
間
の
尊
厳
を
官
す
こ
と
が
あ
る
。
患
者
本
人
が
こ
う
し
た
治
療
を
拒
ん
で
い
る
場
合

に
は
、
患
者
の
意
思
を
尊
重
し
、
治
療
を
停
止
し
た
医
師
の
責
任
を
問
わ
な
い
こ
と
を
、
法
的
に
保
証
す

る
よ
う
に
」
と
あ
る
よ
う
に
、
尊
厳
死
の
法
制
化
は
尊
厳
死
の
意
思
を
尊
重
し
た
医
師
が
法
的
責
任
を
問

わ
れ
な
い
よ
う
に
、
医
師
を
守
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

尊
厳
死
の
法
制
化
を
求
め
る
動
き
が
活
発
化
し
て
い
る
一
方
で
、
二

O
O五
年
に
は
「
安
楽
死

・
尊
厳

死
法
制
化
を
阻
止
す
る
会
」
(
代
表
原
田
正
純
(
熊
本
学
院
大
学
教
授
)
、
世
話
人
鶴
見
俊
輔
(
哲
学

者
)
ほ
か
)
と
い
う
会
も
設
立
さ
れ
、
法
制
化
を
阻
止
す
る
た
め
の
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

つ
い
て
は
後
述
し
ま
す
。
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尊
厳
死
の
問
題
点

こ
こ
ま
で
、
尊
厳
死
と
は
何
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
終
末
期
医
療
に
お
い
て
尊
厳
死
と
い
う

考
え
方
が
登
場
す
る
に
至
っ
た
の
か
を
述
べ
て
き
ま
し
た
。
尊
厳
死
と
は
結
局
の
と
こ
ろ
、
人
が
い
か
に

生
き
、
い
か
に
死
ん
で
い
く
の
か
と
い
う
問
題
で
す
か
ら
、
当
然
、
法
律
的
あ
る
い
は
医
学
的
な
面
に
と

ど
ま
ら
ず
、
社
会
や
文
化
、
そ
し
て
宗
教
の
領
域
と
も
大
き
な
関
係
を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
そ
の

よ
う
な
幅
広
い
視
点
か
ら
、
尊
厳
死
に
潜
ん
で
い
る
問
題
点
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

尊
厳
死
に
対
す
る
意
識
の
遣
い

現
在
、
尊
厳
死
を
望
む
人
が
増
え
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
尊
厳
死
協
会
に
よ
れ
ば
、
リ
ビ

ン
グ
ウ
イ
ル
を
協
会
に
登
録
し
た
人
の
数
(
会
員
数
)
は
す
で
に
十
二
万
人
を
超
え
て
い
る
そ
う
で
す
。

最
近
で
は
、
二

O
O六
年
の
富
山
県
射
水
市
民
病
院
で
の
呼
吸
器
外
し
事
件
が
報
道
さ
れ
て
か
ら
、
入
会

者
が
一
年
間
に
一
万
人
弱
も
急
増
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
会
員
数
の
増
加
は
、
尊
厳
死
が
社
会
に
受
容
さ
れ
て
き
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
見



る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
し
か
し
尊
厳
死
協
会
の
標
梼
す
る
理
念
と
、
尊
厳
死
を
望
む
人
た
ち
の
意
識
と
の

聞
に
は
微
妙
な
ず
れ
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

尊
厳
死
は
あ
く
ま
で
も
「
本
人
の
意
思
」

一
般
に
、
治
癒
を
目
指
す
医
療
行
為
を
や
め
、
苦
痛
の
除
去
な
ど
を
中
心
と
す
る
緩
和
ケ
ア
へ
と
切
り

替
え
て
、
あ
と
は
「
自
然
に
」
生
命
の
灯
が
消
え
る
の
を
待
つ
、
と
い
う
の
が
「
尊
厳
死
」
だ
と
捉
え
ら

れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
確
か
に
、
こ
の
よ
う
な
理
解
も
大
筋
に
お
い
て
は
間
違
っ
て
は
い
ま
せ
ん
。

人
の
生
命
の
終
え
方
に
は
無
数
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
り
ま
す
が
、
尊
厳
死
や
安
楽
死
が
問
題
と
な
る
の
は
、

傷
病
な
ど
に
よ
っ
て
高
度
な
医
療
を
施
さ
れ
る
ケ
l
ス
に
限
ら
れ
る
と
言
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。
す
な
わ

ち
、
急
性
(
脳
出
血
な
ど
)
あ
る
い
は
亜
急
性
(
が
ん
な
ど
)
の
疾
患
で
生
命
の
継
続
が
困
難
な
状
態
に

あ
り
な
が
ら
、
投
薬
や
点
滴
、
人
工
呼
吸
器
な
ど
の
人
工
救
命
措
置
に
よ
っ
て
そ
の
生
命
が
維
持
さ
れ
て

い
る
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
尊
厳
死
や
安
楽
死
と
い
う
選
択
肢
が
発
生
し
て
く
る
と
い
う
わ
け
で
す
。

典
型
的
な
状
況
と
し
て
は
、
が
ん
な
ど
に
よ
っ
て
数
ヶ
月
程
度
の
時
間
経
過
を
要
す
る
亜
急
性
疾
患
が
想

定
さ
れ
る
か
と
思
い
ま
す
。

こ
こ
で
、
尊
厳
死
・
安
楽
死
等
の
違
い
に
つ
い
て
も
う
一
度
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
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も
は
や
治
癒
の
見
込
み
が
な
い
と
判
断
さ
れ
て
以
降
、
が
ん
に
よ
る
苦
痛
な
ど
か
ら
患
者
本
人
が
、
医

師
に
「
早
く
楽
に
し
て
ほ
し
い
」
「
い
っ
そ
の
こ
と
殺
し
て
ほ
し
い
」
と
い
っ
た
依
頼
を
し
、
医
師
が
そ

の
声
に
応
じ
て
投
薬
な
ど
を
行
っ
て
そ
の
生
命
に
幕
を
引
い
た
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
「
安
楽
死
」
で
す
。

一
方
、
過
剰
な
延
命
措
置
を
と
ら
ず
に
自
然
な
死
を
迎
え
る
場
合
は
「
尊
厳
死
」
と
な
り
ま
す
。
安
楽
死

H

積
極
的
安
楽
死
、
尊
厳
死
H

消
極
的
安
楽
死
と
い
う
捉
え
方
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
に
対
し
て
は
、
安

楽
死
と
尊
厳
死
は
そ
も
そ
も
異
な
る
経
緯
で
発
生
し
た
概
念
で
あ
り
、
尊
厳
死
を
安
楽
死
の
一
部
と
み
な

す
の
は
適
切
で
は
な
い
と
い
う
批
判
が
あ
り
ま
す
。

尊
厳
死

・
安
楽
死
の
い
ず
れ
に
せ
よ
、
共
通
す
る
の
は
あ
く
ま
で
も
「
本
人
の
意
思
」
に
よ
る
も
の
で

あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
点
が
し
ば
し
ば
誤
解
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
本
人
の
意
思
が
確
認
で
き
な
い

ま
ま
に
、
家
族
が
「
早
く
楽
に
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
」
と
医
師
に
依
頼
し
た
場
合
は
、
尊
厳
死
で
も
安

楽
死
で
も
な
い
、
殺
人
も
し
く
は
嘱
託
殺
人
の
罪
に
問
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
一
九
九
一
年
の
東

海
大
学
付
属
病
院
事
件
も
、
一
九
九
八
年
の
川
崎
協
同
病
院
事
件
も
、
「
殺
人
」
事
件
と
し
て
立
件
さ
れ

た
の
で
す
。

欧
米
に
お
い
て
は
、
安
楽
死

・
尊
厳
死
は
あ
く
ま
で
も
患
者
本
人
の
問
題
と
し
て
考
え
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
た
と
え
ば
安
楽
死
を
法
的
に
認
め
て
い
る
オ
ラ
ン
ダ
や
ア
メ
リ
カ
の

一
部
の
州
(
オ
レ
ゴ
ン
州
な
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こ
れ
を
自

ど
)
で
は
、
安
楽
死
を
希
望
す
る
人
は
適
法
な
手
続
き
を
経
る
と
医
師
か
ら
薬
剤
を
渡
さ
れ
、

分
自
身
で
注
射
ま
た
は
内
服
し
て
自
ら
の
手
で
自
ら
の
人
生
に
幕
を
引
き
ま
す
。
自
ら
の
生
命
の
決
着
は

自
分
自
身
で
つ
け
る
|
|
誰
か
に
死
な
せ
て
も
ら
う
の
で
は
な
く
、
自
ら
の
意
思
と
行
動
に
よ
っ
て
希
望

す
る
死
に
方
を
獲
得
す
る
|
|
こ
れ
こ
そ
が
ま
さ
に
「
自
分
自
身
の
い
の
ち
の
自
己
決
定
権
」
と
い
う
考

え
方
な
の
で
す
。
日
本
尊
厳
死
協
会
も
、
基
本
的
に
こ
の
考
え
方
に
立
脚
し
た
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

憧
れ
と
し
て
の
尊
厳
死

尊
厳
死
協
会
へ
の
登
録
者
は
、
安
楽
死

・
尊
厳
死
に
関
連
す
る
事
件
が
メ
デ
ィ
ア
で
盛
ん
に
取
り
上
げ

ら
れ
た
時
期
に
急
増
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
最
初
は
昭
和
か
ら
平
成
へ
と
移
行
し
た
頃
で
し
た
。

こ
の
時
期
に
は

E
・
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
元
駐
日
大
使
の
尊
厳
死
(
一
九
九

O
年
九
月
)
、
ま
た
東
海
大
学
付

属
病
院
事
件
の
発
覚
(
一
九
九
一
年
四
月
)
な
ど
が
続
き
ま
し
た
が
、
尊
厳
死
協
会
へ
の
入
会
者
が
飛
躍

的
に
増
加
し
た
最
も
大
き
な
契
機
は
昭
和
天
皇
の
崩
御
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
天
皇
は
十
二
指
腸
ガ
ン
で
し
た
。
侍
医
団
は
そ
れ
を
告
知
し
な
い
ま
ま
治
療
に
あ
た
り
ま
し
た
が
、

天
皇
の
容
態
は
昭
和
六
十
三

(
一
九
八
八
)
年
秋
か
ら
悪
化
し
ま
す
。
テ
レ
ビ
で
は
連
日
、
天
皇
の
脈
拍

や
体
温
、
下
血
や
輸
血
の
量
に
至
る
ま
で
が
報
道
さ
れ
、
も
は
や
天
皇
の
命
が
旦
夕
に
追
っ
て
い
る
こ
と
、
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そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
侍
医
団
は
大
量
の
輸
血
な
ど
の
処
置
を
行
っ
て
必
死
に
延
命
を
図
っ
て
い
る
こ
と

が
お
茶
の
間
に
も
伝
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
日
々
を
三
ヶ
月
以
上
も
過
ご
し
た
果
て
に
、
天

皇
は
昭
和
六
十
四
年
一
月
七
日
早
朝
に
八
十
七
年
の
生
涯
を
閉
じ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
昭
和
天
皇
の
最
期
と
、
尊
厳
死
協
会
へ
の
入
会
者
の
急
増
と
は
ど
う
結
び
つ
く
の
で
し
ょ

う
か
。
推
測
に
な
り
ま
す
が
、
大
多
数
の
人
た
ち
は
昭
和
天
皇
の
最
期
に
「
死
な
せ
て
も
ら
え
な
い
」
苦

し
み
を
見
、
自
分
は
あ
あ
い
う
最
期
は
迎
え
た
く
な
い
と
思
っ
て
入
会
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
つ
ま

り
、
「
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
症
候
群
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
、
た
く
さ
ん
の
チ
ュ
ー
ブ
を
差
し
込
ま
れ
機

器
に
よ
っ
て
か
ろ
う
じ
て
生
命
を
維
持
す
る
状
態
を
嫌
い
、
そ
う
で
は
な
い
死
の
迎
え
方
を
願
っ
た
の
で

は
な
い
か
、
そ
し
て
そ
れ
を
実
現
す
る
方
途
と
し
て
尊
厳
死
と
い
う
方
法
が
、
尊
厳
死
協
会
へ
の
入
会
が

選
ば
れ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
ら
れ
る
の
で
す
。

日
本
尊
厳
死
協
会
は
当
初
「
日
本
安
楽
死
協
会
」
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。
初
期
の
会
員
は
長
年
こ
の

問
題
に
関
わ
っ
て
き
た
医
師
や
学
者
、
弁
護
士
と
い
っ
た
人
た
ち
が
多
か
っ
た
よ
う
で
、
前
述
し
た
「
自

分
自
身
の
い
の
ち
の
自
己
決
定
権
」
の
発
露
と
し
て
の
尊
厳
死
と
い
う
理
念
に
対
し
て
も
、
比
較
的
共
通

の
理
解
を
具
え
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
時
期
に
急
速
に
増
え
た
入
会
者
が
そ
う
し
た
尊

厳
死
の
理
念
や
そ
の
背
景
に
あ
る
価
値
観

・
人
間
観
ま
で
理
解
し
て
い
た
か
と
い
え
ば
必
ず
し
も
そ
う
で

100 



は
な
く
、
「
尊
厳
死
」
は
「
こ
う
死
ね
た
ら
い
い
な
」
と
い
う
憧
れ
や
希
望
の
よ
う
な
も
の
で
、

く
苦
し
ま
ず
に
死
に
た
い
、
と
い
う
の
が
本
音
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

と
に
か

家
族
と
尊
厳
死

欧
米
と
は
異
な
り
、
日
本
に
お
い
て
尊
厳
死
は
、
患
者
本
人
の
「
自
己
決
定
」
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
、

家
族
や
医
療
者
な
ど
周
囲
の
者
が
決
定

・
実
行
を
迫
ら
れ
る
問
題
と
い
う
受
け
止
め
方
が
目
立
ち
ま
す
。

先
に
ふ
れ
た
厚
生
労
働
省
の
調
査
で
は
、
終
末
期
に
お
け
る
延
命
措
置
の
継
続
に
つ
い
て
、
患
者
が
自

分
自
身
の
場
合
よ
り
も
家
族
の
場
合
の
方
が
、
そ
れ
を
望
ま
な
い
と
答
え
る
人
の
比
率
が
高
ま
る
傾
向
が

示
さ
れ
て
い
ま
し
た
(
「
終
末
期
医
療
に
関
す
る
調
査
等
検
討
会
報
告
書
」
)
。
自
分
自
身
の
場
合
は
「
家

族
に
長
い
間
迷
惑
を
か
け
た
く
な
い
」
「
助
か
ら
な
い
の
な
ら
早
く
死
ん
で
し
ま
っ
た
方
が
い
い
」
な
ど

と
考
え
、
一
方
家
族
に
対
し
て
は
「
少
し
で
も
長
く
生
き
て
い
て
ほ
し
い
」
「
死
期
を
早
め
る
よ
う
な
こ

と
は
し
た
く
な
い
」
と
い
う
気
持
ち
が
働
く
|
|
。
こ
の
た
め
、
患
者
本
人
が
尊
厳
死
を
望
ん
で
も
家
族

が
そ
れ
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
家
族
は
「
本
人
の
意
思
」
と
自
ら
の
感
情
と
の
問
で
激
し
い
葛

藤
を
覚
え
、
家
族
の
側
が
精
神
的
に
追
い
詰
め
ら
れ
る
ケ

l
ス
も
少
な
く
な
い
よ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
な
、
必
ず
し
も
「
本
人
の
意
思
」
が
尊
重
さ
れ
る
と
は
限
ら
な
い
現
状
を
、
欧
米
と
比
較
し
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て
「
遅
れ
て
い
る
」
と
み
な
す
人
も
い
ま
す
。
し
か
し
こ
れ
は
、
家
族
観

・
死
生
観
を
含
む
文
化
の
違
い

そ
の
も
の
で
す
の
で
、
安
直
に
欧
米
の
あ
り
方
を
基
準
に
し
て
是
非
を
断
ず
る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

一
方
、
逆
の
ケ
l
ス
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
患
者
本
人
が
明
確
に
尊
厳
死
を
望
ん
だ
と
判
断

で
き
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
か
ら
家
族
の
側
が
「
安
ら
か
な
最
期
」
を
望
む
よ
う
な

場
合
で
す
。
病
勢
の
進
行
に
よ
っ
て
患
者
の
苦
悶
が
目
立
っ
た
り
、
あ
る
い
は
逆
に
昏
睡
状
態
が
続
い
た

り
す
る
と
、
家
族
と
し
て
は
そ
の
よ
う
な
姿
を
目
に
す
る
の
が
い
た
た
ま
れ
な
く
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

さ
ら
に
は
高
額
な
医
療
費
や
看
護
・
介
護
の
過
酷
さ
な
ど
も
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
、
心
身
と
も
に
疲
れ

果
て
て
し
ま
っ
た
ら
、
「
も
う
こ
の
辺
に
し
て
く
れ
な
い
か
、
も
う
い
い
だ
ろ
う
、
こ
れ
以
上
が
ん
ば
ら

な
く
て
も
・
:
」
と
い
う
想
い
が
頭
の
中
を
横
切
ら
な
い
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
「
あ
れ
ほ
ど
立
派
だ
っ
た
父

が
、
チ
ュ
ー
ブ
に
繋
が
れ
た
み
じ
め
な
姿
で
生
か
さ
れ
て
い
る
の
は
父
の
尊
厳
を
損
ね
る
」
な
ど
の
考
え

か
ら
「
尊
厳
死
」
を
要
求
す
る
家
族
も
い
る
と
い
い
ま
す
。

日
本
で
熱
心
に
尊
厳
死
普
及
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
人
の
中
に
は
、
こ
う
し
た
家
族
の
立
場
や
論
理

を
公
然
と
主
張
す
る
人
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
先
ほ
ど
述
べ
た
よ
う
に
、
尊
厳
死
(
安
楽
死
も
そ

う
で
す
が
)
と
は
あ
く
ま
で
も
本
人
の
意
思
に
基
づ
く
も
の
だ
け
を
指
し
、
本
来
、
家
族
と
い
え
ど
も
そ

の
意
思
決
定
を
代
行
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
尊
厳
死
に
お
け
る
「
尊
厳
」
と
は
患
者
本
人
の
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も
の
で
あ
り
、
家
族
の
尊
厳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
心
情
的
に
も
、
ま
た
状
況
と
し
て
も
同
情
・
理
解
で
き

る
部
分
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
だ
け
に
安
易
な
感
情
論
に
流
さ
れ
ず
、
患
者
本
人
の
立
場
に
最

大
限
配
慮
し
た
慎
重
な
議
論
を
重
ね
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

医
療
者
と
尊
厳
死

終
末
期
医
療
の
問
題
点
や
矛
盾
点
を
最
も
抱
え
込
ま
ざ
る
を
得
な
い
の
が
医
療
者
、
と
り
わ
け
現
場
の

医
師
や
看
護
師
で
す
。
現
場
の
医
療
者
は
専
門
的
な
知
識
と
技
術
、
そ
し
て
多
く
の
経
験
を
積
ん
で
き
た

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
で
す
。
し
か
し
彼
ら
も
人
間
で
あ
り
、
間
違
い
も
犯
せ
ば
葛
藤
を
抱
え
る
こ
と
も

あ
る
で
し
ょ
う
。
治
療
方
針
を
決
定
す
る
の
は
あ
く
ま
で
も
医
療
者
と
く
に
医
師
の
職
責
で
す
が
、
自
ら

の
判
断
が
患
者
の
生
命
に
直
接
的
な
影
響
を
及
ぽ
す
と
い
う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は
相
当
の
も
の
に
な
る
と
推

測
で
き
ま
す
。
そ
の
上
、
患
者
の
家
族
と
の
聞
に
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
と
し
た
ら
、
想
像
を
絶
す
る
心

理
的
な
ス
ト
レ
ス
を
背
負
う
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

医
療
者
に
は
当
然
、
専
門
家
と
し
て
の
見
解
や
判
断
が
あ
り
ま
す
。
病
勢
が
ど
の
よ
う
に
進
行
し
、
患

者
が
ど
の
よ
う
な
状
態
に
至
る
か
も
あ
る
程
度
予
想
で
き
て
し
ま
う
こ
と
も
少
な
く
な
い
は
ず
で
す
。
そ

う
し
た
専
門
家
と
し
て
の
知
見
を
抱
き
な
が
ら
、
患
者
や
家
族
と
向
き
合
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
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ん
。
時
に
は
自
ら
の
立
場
と
「
患
者
本
人
の
意
思
」
あ
る
い
は
「
家
族
の
意
向
」
と
が
対
立
し
、
そ
の
は

ざ
ま
で
苦
悩
す
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
延
命
措
置
を
中
止
す
る
こ
と
(
人
工
呼
吸
器
を
取
り
外
す

等
)
な
ど
は
、
た
と
え
「
本
人
の
意
思
」
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
場
合
に
よ
っ
て
は
家
族
か
ら
訴
訟
を
起

こ
さ
れ
か
ね
な
い
高
い
リ
ス
ク
を
伴
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
現
実
に
は
、
人
工
呼
吸
器
を
取
り
外
さ
ざ
る

を
え
な
い
状
況
に
直
面
す
る
こ
と
も
少
な
く
は
な
い
よ
う
で
す
。
尊
厳
死
推
進
派
か
ら
は
、
こ
の
よ
う
な

リ
ス
ク
が
医
療
者
(
具
体
的
に
は
医
師
)
に
の
み
負
わ
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
尊
厳
死
の
実
現
を
阻
む
大
き

な
障
害
に
な
っ
て
い
る
と
の
批
判
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
尊
厳
死
推
進
運
動
が
、
多
分
に
「
医
者
を
守
る

運
動
」
の
性
格
を
帯
び
る
の
は
こ
の
点
に
起
因
し
て
い
ま
す
。

確
か
に
医
療
者
は
、
患
者
本
人
や
家
族
に
対
し
て
は
第
三
者
的
な
立
場
に
あ
る
存
在
で
す
。
し
か
し
良

心
的
な
医
療
者
で
あ
れ
ば
、
目
の
前
に
い
る
患
者
や
家
族
の
思
い
を
感
じ
取
り
、
そ
れ
ゆ
え
の
苦
悩
を
抱

え
込
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
現
実
的
な
リ
ス
ク
を
負
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

医
療
者
に
と
っ
て
も
、
患
者
の
希
望
通
り
に
尊
厳
死
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
は
決
し
て
簡
単
な
こ
と
で
は
な

い
の
で
す
。
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リ
ビ
ン
グ

・
ウ
ィ
ル
と
そ
の
問
題
点

リ
ビ
ン
グ
・
ウ
イ
ル
と
は

尊
厳
死
を
望
む
人
は
、
終
末
期
に
入
っ
て
患
者
本
人
の
意
思
が
明
確
に
確
認
で
き
な
く
な
る
段
階
で
、

い
た
ず
ら
に
延
命
治
療
を
続
け
る
こ
と
な
く
、
緩
和
ケ
ア
を
中
心
と
し
た
施
療
に
切
り
替
え
、
余
り
苦
痛

を
感
じ
る
こ
と
な
く
で
き
る
だ
け
グ
自
然
死
d

に
近
い
形
で
命
を
終
え
た
い
、
と
い
う
願
望
を
抱
い
て
い

ま
す
。
し
か
し
医
療
者
に
と
っ
て
は
、
こ
う
し
た
患
者
(
お
よ
び
家
族
)
の
希
望
を
受
け
容
れ
る
こ
と
は
、

場
合
に
よ
っ
て
は
医
療
者
の
義
務
を
放
棄
し
た
と
み
な
さ
れ
、
刑
事
罰
を
科
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
本
人
の
意
思
を
明
確
に
伝
え
、
医
療
者
の
免
責
を
可
能
に
す
る
た
め
の
証
拠

(
文
書
)
の
存
在
が
大
き
な
意
味
を
持
っ

て
く
る
の
で
す
。

日
本
尊
厳
死
協
会
な
ど
で
は
、
尊
厳
死
を
望
む
人
の
た
め
に
リ
ビ
ン
グ

・
ウ
イ
ル

(
F
E
D
何

者

三

生

前
の
意
思
)
と
呼
ば
れ
る
宣
言
書
の
作
成
を
勧
め
て
お
り
、
こ
れ
が
活
動
の
中
核
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。日
本
尊
厳
死
協
会
に
入
会
希
望
で
あ
る
旨
を
申
し
出
る
と
、
「
尊
厳
死
の
宣
言
書
」
(
リ
ビ
ン
グ

・
ウ
イ

ル
)
と
い
う
書
類
が
送
ら
れ
て
き
ま
す
。
入
会
希
望
者
は
こ
の
書
面
に
署
名

・
捺
印
し
て
協
会
に
返
送
、

協
会
で
は
こ
れ
を
登
録

・
保
管
し
、
登
録
の
手
続
き
が
済
む
と
会
員
に
は
会
員
証
と
証
明
済
み
の
リ
ピ
ン

2 
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グ
・
ウ
イ
ル
の
コ
ピ
ー
が
渡
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
こ
れ
が
必
要
な
状
況
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
協
会
が
保

管
し
て
い
た
リ
ビ
ン
グ

・
ウ
イ
ル
が
医
療
者
に
提
示
さ
れ
る
と
い
う
わ
け
で
す
。

で
は
、
「
尊
厳
死
の
宣
言
書
」
(
リ
ビ
ン
グ
・
ウ
イ
ル
)
の
文
面
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。

以
下
、
日
本
尊
厳
死
協
会
の
ホ

1
ム
ペ

1
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
全
文
を
引
用
し
て
み
ま
す
。
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(
リ
ビ
ン
グ
・
ウ
イ
ル

F
Z
E
m
者
巳
)

私
は
、
私
の
傷
病
が
不
治
で
あ
り
、
且
つ
死
が
追
っ
て
い
る
場
合
に
備
え
て
、

ら
び
に
私
の
医
療
に
携
わ
っ
て
い
る
方
々
に
次
の
要
望
を
宣
言
致
し
ま
す
。

こ
の
宣
言
書
は
、
私
の
精
神
が
健
全
な
状
態
に
あ
る
時
に
書
い
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

従
っ
て
、
私
の
精
神
が
健
全
な
状
態
に
あ
る
時
に
私
自
身
が
破
棄
す
る
か
、
又
は
撤
回
す
る
旨
の
文

書
を
作
成
し
な
い
限
り
有
効
で
あ
り
ま
す
。

①
私
の
傷
病
が
、
現
代
の
医
学
で
は
不
治
の
状
態
で
あ
り
、
既
に
死
期
が
迫
っ
て
い
る
と
診
断
さ

れ
た
場
合
に
は
徒
に
死
期
を
引
き
延
ば
す
た
め
の
延
命
措
置
は
一
切
お
こ
と
わ
り
い
た
し
ま
す
。

②
但
し
こ
の
場
合
、
私
の
苦
痛
を
和
ら
げ
る
処
置
は
最
大
限
に
実
施
し
て
下
さ
い
。
そ
の
た
め
、

た
と
え
ば
麻
薬
な
ど
の
副
作
用
で
死
ぬ
時
期
が
早
ま
っ
た
と
し
て
も
、

一
向
に
か
ま
い
ま
せ
ん

私
の
家
族
、

縁
者
な



③
私
が
数
ヶ
月
以
上
に
渉
っ
て
、

を
と
り
や
め
て
下
さ
い
。

以
上
、
私
の
宣
言
に
よ
る
要
望
を
忠
実
に
果
た
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
、
そ
の
方
々
が
私
の
要
望
に
従
っ
て
下
さ
っ
た
行
為
一
切
の
責
任
は
私
自
身
に
あ
る
こ
と
を

附
記
い
た
し
ま
す
。

い
わ
ゆ
る
植
物
状
態
に
陥
っ
た
時
は
、

一
切
の
生
命
維
持
装
置

現
在
の
と
こ
ろ
リ
ビ
ン
グ

・
ウ
イ
ル
に
法
的
効
力
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
日
本
尊
厳
死
協
会
で
は
、

本
人
の
意
思
を
確
認
で
き
る
文
書
と
し
て
裁
判
の
際
に
医
療
者
の
免
責
の
根
拠
に
な
る
と
考
え
る
、

*
 

明
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
患
者
本
人
の
「
精
神
が
健
全
な
状
態
に
あ
る
時
」
に
作
成
さ
れ
た
と

い
う
こ
と
が
重
要
に
な
る
の
で
、
こ
の
点
を
証
明
す
る
た
め
に
リ
ビ
ン
グ

・
ウ
イ
ル
を
尊
厳
死
協
会
に
登

録
す
る
と
い
う
手
続
き
が
取
ら
れ
る
わ
け
で
す
。

*
こ
れ
は
一
見
矛
盾
す
る
よ
う
で
す
が
、
正
式
に
法
的
な
効
力
が
認
め
ら
れ
た
文
書
で
は
な
く
と
も
、
も
し
裁
判
に
な

っ
た
場
合
に
は
免
責
の
根
拠
と
し
て
採
用
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
「
考
え
る
」
「
可
能
性
が
高

い
」
な
ど
と
唆
昧
な
言
い
方
に
な
る
の
は
、
日
本
で
は
ま
だ
「
尊
厳
死
」
を
め
ぐ
っ
て
リ
ビ
ン
グ
・
ウ
イ
ル
が
争
点

と
な
る
よ
う
な
裁
判
が
行
わ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
す
。

と患
表者
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リ
ビ
ン
グ

・
ウ
イ
ル
の
文
面
は
判
例
等
を
基
に
練
り
上
げ
ら
れ
た
も
の
で
、
原
則
と
し
て
一
切
の
加
筆

修
正
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
さ
す
が
に
専
門
家
に
よ
る
検
討
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
だ
け
あ
っ
て
、
簡

潔
に
し
て
要
を
得
た
文
面
と
な
っ
て
お
り
、
ま
さ
に
誰
で
も
ど
ん
な
状
況
で
も
通
用
す
る
「
普
遍
性
」
を

備
え
て
い
る
、
と
の
印
象
を
受
け
ま
す
。

し
か
し
一
歩
引
い
て
注
意
深
く
見
て
み
る
と
、
リ
ビ
ン
グ

・
ウ
イ
ル
に
は
い
く
つ
か
の
問
題
が
隠
れ
て

い
ま
す
。
以
下
、
特
に
次
の
三
点
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
①
②
は
法
的

・
医
学
的
な
問
題
で
す

が
、
③
は
よ
り
広
が
り
を
も
っ
た
問
題
で
す
。
こ
の
た
め
③
に
つ
い
て
は
節
を
改
め
て
論
じ
て
み
ま
す
。

①
リ
ビ
ン
グ

・
ウ
イ
ル
の
有
効
性

②
回
復
不
可
能
性
の
判
断

③
「
尊
厳
あ
る
死
」
の
捉
え
方

リ
ビ
ン
グ
・
ウ
イ
ル
の
有
効
性

ま
ず
、
リ
ビ
ン
グ

・
ウ
イ
ル
が
は
た
し
て
有
効
に
機
能
す
る
の
か
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。

日
本
尊
厳
死
協
会
が
行
っ
て
い
る
「
ご
遺
族
ア
ン
ケ
ー
ト
」
に
よ
れ
ば
、
回
答
者
の
う
ち
約
六
五
%
が

リ
ビ
ン
グ

・
ウ
イ
ル
を
医
師
に
提
示
し
て
お
り
、
そ
の
九
五

・
七
%
が
医
師
の
理
解

・
協
力
を
得
ら
れ
た
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と
感
じ
て
い
る
そ
う
で
す
。
提
示
し
な
か
っ
た
と
い
う
人
も
三
五
%
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
あ
え
て
提
示
す

る
必
要
が
な
か
っ
た
も
の
と
推
定
で
き
る
の
で
、
ほ
と
ん
ど
の
遺
族
が
満
足
・
納
得
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。

一
方
、
リ
ビ
ン
グ
・
ウ
イ
ル
を
提
示
さ
れ
た
医
師
の
認
識
は
少
し
違
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
益
田
雄
一

郎
氏
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
協
会
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
知
ら
れ
る
担
当
医
師
を
丹
念
に
追
跡
調
査
し
た
と
こ

ろ
、
遺
族
が
リ
ビ
ン
グ

・
ウ
イ
ル
を
見
せ
た
と
言
っ
て
い
る
医
師
の
半
数
は
「
見
て
い
な
い
」
と
答
え
て

お
り
、
「
見
た
」
と
言

っ
て
い
る
医
師
も
、
リ
ビ
ン
グ
・
ウ
イ
ル
の
提
示
が
治
療
方
針
に
影
響
を
与
え
た

と
答
え
て
い
る
の
は
そ
の
三
分
の
一
に
過
ぎ
な
い
そ
う
で
す
。
終
末
期
に
お
け
る
治
療
方
針
は
患
者
の
容

態
・
状
況
に
よ
っ
て
お
の
ず
と
定
ま
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
多
く
、

一
般
に
想
像
さ
れ
て
い
る
よ
り
も
、
患

者
の
希
望
を
反
映
さ
せ
る
余
地
は
多
く
な
い
の
が
現
実
な
の
で
す
。
た
だ
し
リ
ビ
ン
グ

・
ウ
イ
ル
を
見
た

医
師
の
六
五
%
は
、
患
者

・
家
族
サ
イ
ド
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
た
と
答
え
て
い
ま
す
。

こ
の
結
果
を
ど
う
受
け
取
る
の
か
は
意
見
が
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
リ
ビ
ン
グ
・
ウ
イ
ル
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
、
医
師
と
患
者

・
家
族
と
の
間
で
充
分
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
て
い
れ
ば
、
満

足

・
納
得
の
い
く
死
の
迎
え
方
が
お
お
む
ね
可
能
で
あ
る
、
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
患
者
の
生
前
に
文
書
で
示
し
た
意
思
が
通
ら
な
か
っ
た
ケ
1
ス
も
あ
り
ま
す
。
二

O
O七
年
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一
月
に
報
道
さ
れ
た
、
岐
車
県
立
多
治
見
病
院
で
の
事
例
が
そ
れ
で
す
。
二

O
O六
年
一

O
用
、
患
者
本

人
の
文
書
に
よ
る
希
望
に
基
づ
き
、
病
院
の
倫
理
委
員
会
が
延
命
治
療
の
中
止
(
人
工
呼
吸
器
取
り
外
し

を
含
む
)
を
容
認
し
た
も
の
の
、
病
院
を
所
管
す
る
県
の
意
見
で
人
工
呼
吸
器
の
取
り
外
し
を
見
送
り
ま

し
た
。
病
院
側
は
「
患
者
の
意
思
と
家
族
の
希
望
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
考
え
た
の
で
す
が
、

県
側
は
「
法
的
に
認
め
ら
れ
る
と
は
限
ら
な
い
」
と
の
見
解
を
示
し
た
の
で
す
。
結
局
患
者
は
人
工
呼
吸

器
を
着
け
た
ま
ま
、
入
院
二
日
後
に
死
亡
し
ま
し
た
。

こ
の
一
例
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
現
実
に
は
リ
ビ
ン
グ

・
ウ
イ
ル
の
拘
束
力
は
確
定
的
な
も
の
と

は
言
え
ま
せ
ん
(
だ
か
ら
こ
そ
尊
厳
死
協
会
に
よ
っ
て
、
尊
厳
死
の
法
制
化
運
動
が
進
め
ら
れ
て
い
る
わ

け
で
す
)
。
リ
ビ
ン
グ

・
ウ
イ
ル
を
尊
厳
死
の
た
め
の
グ
切
り
札
d

の
よ
う
に
考
え
る
方
も
多
い
よ
う
で

す
が
、
現
状
で
は
む
し
ろ
、
患
者
の
生
前
の
意
思
を
適
切
に
医
療
者
に
伝
達
す
る
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
一
助
と
し
て
捉
え
て
お
く
方
が
妥
当
な
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

な
お
、
以
上
は
終
末
期
に
お
け
る
延
命
治
療
の
中
止
に
関
し
て
の
こ
と
で
す
。
植
物
状
態
で
の
延
命
措

置
の
打
ち
切
り
に
関
し
て
は
、
殺
人
ま
た
は
積
極
的
安
楽
死
に
相
当
す
る
の
で
は
と
の
疑
念
が
強
く
、
現

在
の
と
こ
ろ
ま
ず
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
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「
回
復
不
可
能
」
と
い
う
判
断

次
に
、
患
者
が
「
現
代
の
医
学
で
は
不
治
の
状
態
で
あ
り
、
既
に
死
期
が
迫
っ
て
い
る
」
状
態
な
の
か

ど
う
か
の
判
断
を
め
ぐ
る
問
題
が
あ
り
ま
す
。

先
述
し
た
通
り
尊
厳
死
は
、
患
者
の
病
態
が
も
は
や
治
癒
を
望
め
ず
、
短
時
日
の
う
ち
に
自
発
的
な
生

命
維
持
が
困
難
に
な
る
「
終
末
期
」
に
入
っ
た
と
い
う
判
定
に
基
づ
き
、
治
療
行
為
や
延
命
の
た
め
の
措

置
を
行
わ
ず
に
で
き
る
だ
け
自
然
に
死
を
迎
え
る
こ
と
を
指
し
ま
す
。
つ
ま
り
、
患
者
が
「
不
治
」
で

「
死
期
が
迫
っ
て
い
る
」
、
す
な
わ
ち
回
復
は
不
可
能
で
あ
る
と
の
判
断
が
尊
厳
死
の
出
発
点
に
な
る
の
で

す
。
そ
の
意
味
で
、
回
復
不
可
能
性
の
判
定
が
ど
の
よ
う
な
基
準
に
よ
っ
て
下
さ
れ
る
の
か
は
、
尊
厳
死

の
根
幹
を
な
す
大
問
題
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

こ
の
判
定
自
体
は
あ
く
ま
で
も
医
学
上
の
見
地
か
ら
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
全
面
的
に
医
師
の
判
断

に
よ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
非
常
に
重
要
な
一
線
は
、
実
際
の
と
こ
ろ
大
変
暖
昧
な
の
が
実
状
で
す
。

例
え
ば
脳
死
判
定
で
は
、
確
実
に
脳
死
状
態
に
入
っ
た
か
ど
う
か
の
医
学
的
な
判
断
で
あ
る
、
い
わ
ゆ

る
「
臨
床
的
脳
死
診
断
」
の
他
、
臓
器
摘
出
を
す
る
場
合
に
は
さ
ら
に
厳
密
な
「
法
定
脳
死
判
定
」
が
行

わ
れ
ま
す
。
ど
ち
ら
も
何
項
目
に
も
及
ぶ
厳
格
な
判
定
基
準
を
備
え
た
も
の
で
す
。
脳
死
判
定
基
準
そ
の

も
の
に
対
す
る
疑
問
が
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
と
も
あ
れ
一
定
の
基
準
と
手
続
き
が
存
在
す
る
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の
で
、
そ
の
患
者
が
現
在
脳
死
状
態
に
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
判
定
は
厳
密
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す。

112 

「
現
代
の
医
学
で
は
不
治
の
状
態
で
あ
り
、
既
に
死
期
が
迫
っ
て
い
る
」
状
態
な
の
か
ど
う
か

を
厳
密
に
判
断
す
る
指
標
な
ど
、
設
定
し
ょ
う
が
な
い
こ
と
は
容
易
に
推
察
で
き
ま
す
。
末
期
ま
で
進
行

し
て
し
ま
っ
た
ガ
ン
で
あ
れ
ば
、
経
験
的
に
あ
る
程
度
確
実
な
判
断
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か

し
そ
れ
以
前
の
段
階
で
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
患
者
ご
と
に
病
態
も
、
病
勢
の
進
行
具
合
も
、
ま
た
治
癒

に
向
け
た
患
者
本
人
の
意
志
に
も
違
い
が
あ
る
で
し
ょ
う
し
、
医
師
の
習
熟
度
や
医
療
設
備
と
い
っ
た

「
医
療
格
差
」
も
無
視
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。
こ
の
た
め
、
個
々
の
ケ

l
ス
に
よ
っ
て
医
師
の
判
断
が
異

な
っ
て
く
る
の
は
、
あ
る
程
度
や
む
を
得
な
い
こ
と
と
考
え
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
根
本
的
な
問
題
と
は
別
に
、
よ
り
注
意
を
要
す
る
点
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
「
回
復
不
可

能
」
と
い
う
判
定
を
医
師
に
一
任
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
医
師
個
人
の

勉
強
不
足
や
勘
違
い
に
よ
る
誤
判
断
、
あ
る
い
は
恋
意
的
な
判
定
が
入
り
込
む
余
地
が
あ
る
と
い
う
点
で

す
。 一方、

前
に
富
山
県
射
水
市
民
病
院
で
お
き
た
「
呼
吸
器
外
し
事
件
」
に
つ
い
て
ふ
れ
ま
し
た
。
呼
吸
器
を
外

し
た
外
科
部
長
は
、
患
者
が
脳
死
ま
た
は
死
が
目
前
に
迫
っ
た
状
態
で
あ
っ
た
こ
と
、
家
族
の
希
望
を
受



け
容
れ
て
の
措
置
で
あ
る
こ
と
、
な
ど
と
主
張
し
ま
し
た
が
、
外
科
部
長
が
「
脳
死
状
態
」
「
回
復
は
な

い
」
と
家
族
に
説
明
し
た
際
に
上
記
の
よ
う
な
厳
密
な
判
定
を
全
く
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
そ
も
そ
も

「
脳
死
」
の
概
念
や
判
定
基
準
に
つ
い
て
正
確
な
理
解
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
(
中
島
み
ち
『
「
尊
厳
死
」
に
尊
厳
は
あ
る
か
』
岩
波
新
書
二

O
O七)。

こ
の
よ
う
な
事
例
は
あ
く
ま
で
も
例
外
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
現
実
に
は
多
く
の
病
院
が
、
複
数
の
医
師

に
よ
る
検
討
を
経
る
と
い
っ
た
内
部
規
程
を
設
け
、
問
題
が
あ
る
場
合
は
病
院
内
の
倫
理
委
員
会
な
ど
に

諮
る
と
い
う
手
続
き
を
定
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
医
師
も
人
間
で
あ
る
以
上
、
ど
ん
な
に
努
力
し
て
も
絶

対
確
実
と
い
う
こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
し
、
今
後
医
師
不
足
が
さ
ら
に
深
刻
化
す
る
と
、
所
定
の
手
続
き

を
手
順
通
り
に
行
う
こ
と
が
現
実
的
に
不
可
能
と
な
る
お
そ
れ
も
全
く
な
い
と
は
言
い
切
れ
ま
せ
ん
。

尊
厳
死
の
根
幹
で
あ
り
出
発
点
と
な
る
「
回
復
不
可
能
」
の
判
定
自
体
が
、
こ
の
よ
う
に
不
安
定

・
不

確
実
で
あ
る
と
い
う
点
は
認
識
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

「
尊
厳
あ
る
死
」
と
は

さ
ら
に
、
「
尊
厳
あ
る
死
」
と
は
ど
の
よ
う
な
状
態
を
指
す
の
か
、
い
っ
た
い
「
尊
厳
」
と
は
ど
の
よ

う
な
内
容
を
指
す
の
か
、
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。
何
を
も
っ
て
「
尊
厳
」
と
み
な
す
の
か

l
!こ
れ

3 
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は
価
値
観
の
問
題
で
あ
り
、
つ
ま
り
は
宗
教
を
含
め
た
文
化
の
問
題
で
す
。
尊
厳
死
と
い
う
考
え
方
の
背

景
に
ど
の
よ
う
な
価
値
観
が
あ
る
の
か
、
見
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。
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医
療
環
境
の
大
き
な
変
化

尊
厳
死
は
、
か
つ
て
の
医
療
を
め
ぐ
る
状
況
、
す
な
わ
ち
医
師
が
患
者
に
病
状
の
説
明
を
行
わ
な
い
、

治
療
方
針
を
一
方
的
に
決
定
し
て
し
ま
う
と
い
っ
た
医
師
の
権
威
が
大
変
強
い
状
況
(
パ
タ

l
ナ
リ
ズ

ム
)
に
あ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
最
期
を
迎
え
る
の
か
、
そ
の
選
択
権
を
患
者
の
側
に
取
り
戻
そ
う
と
い
う

動
き
の
中
で
発
生
し
た
概
念
で
し
た
。
治
癒
が
見
込
め
な
い
状
況
で
も
延
命
措
置
を
無
条
件
に
継
続
す
る

の
が
当
た
り
前
で
あ
っ
た
当
時
の
状
況
で
は
、
無
駄
な
延
命
措
置
か
ら
の
開
放
が
「
人
間
の
尊
厳
の
回

復
」
で
あ
っ
た
の
は
確
か
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
尊
厳
死
協
会
が
発
足
し
た
当
初
と
較
べ
て
、
医
療
を
め
ぐ
る
環
境
は
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。

尊
厳
死
に
関
連
す
る
変
化
に
絞
れ
ば
、
次
の
二
点
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
ず
、
延
命
治
療
を
無
条
件
に
是
と
す
る
医
療
者
の
意
識
が
大
幅
に
薄
れ
て
き
て
い
る
こ
と
で
す
。
近

年
、
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド

・コ

ン
セ
ン
ト
の
原
則
が
普
及
し
、
医
療
者
の
説
明
責
任
が
問
わ
れ
る
と
共
に
、

総
じ
て
患
者
本
人
や
家
族
の
意
向
を
で
き
る
だ
け
尊
重
す
る
よ
う
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
日
本
医
師
会



も
二

O
O七
年
八
月
に
「
終
末
期
医
療
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
発
表
し
、
患
者
本
人
の
意
思
を
基

本
に
、
家
族
の
意
向
に
も
配
慮
し
た
終
末
期
医
療
の
あ
り
方
に
一
定
の
形
を
提
示
し
ま
し
た
。
無
条
件
に

延
命
治
療
を
押
し
つ
け
る
医
療
者
は
、
現
在
で
は
む
し
ろ
少
数
派
に
な
っ
た
感
さ
え
あ
り
ま
す
。
病
院
や

医
師
に
も
よ
り
ま
す
が
、
過
度
の
延
命
治
療
を
施
さ
れ
ず
グ
自
然
に
d

死
を
迎
え
る
こ
と
は
、
か
つ
て
ほ

ど
困
難
な
こ
と
で
は
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

一
方
で
、
増
え
続
け
る
医
療
費
の
抑
制
が
課
題
と
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
医
療
制
度
改
革
が
試
み
ら
れ
る

中
で
、
医
療
の
現
場
に
も
医
療
経
済
的
な
視
点
や
発
想
が
浸
透
し
て
き
て
い
ま
す
。
長
期
入
院
患
者
に
対

す
る
医
療
費
補
助
が
抑
制
さ
れ
、
病
院
側
は
経
営
圧
迫
を
避
け
る
た
め
に
、
入
院
患
者
の
「
回
転
」
を
よ

く
し
、
「
効
率
」
の
向
上
を
目
指
さ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
風
潮
の
中
で
は
、

「人
間
の
尊
厳
の
尊
重
」
を
た
だ
ち
に
「
延
命
措
置
を
し
な
い
こ
と
」
に
直
結
さ
せ
て
理
解
す
る
こ
と
が
、

安
易
な
「
効
率
優
先
」
の
隠
れ
蓑
に
さ
れ
か
ね
ず
、
か
え
っ
て
患
者
の
権
利
を
侵
害
す
る
危
険
が
出
て
き

た
の
で
す
。

「
尊
厳
死
」
を
支
え
る
価
値
観

「
無
駄
な
延
命
治
療
を
し
な
い
こ
と
」
が

「
尊
厳
あ
る
死
」

で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
「
尊
厳
あ
る
死
」
が
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必
ず
し
も
「
無
駄
な
延
命
治
療
を
し
な
い
こ
と
」
で
あ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
「
尊
厳
死
」
と
い
う
呼
称

か
ら
は
、
「
無
駄
な
延
命
治
療
を
し
な
い
」
と
い
う
特
定
の
死
に
方
に
の
み
「
尊
厳
」
が
あ
り
、
そ
れ
以

外
の
死
に
方
に
は
尊
厳
が
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
印
象
を
受
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。
「
尊
厳
死
」

と
い
う
呼
称
の
裏
に
は
、
ど
う
や
ら
一
方
的
な
価
値
観
が
潜
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。

尊
厳
死
を
支
え
る
価
値
観
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

リ
ビ
ン
グ

・
ウ
イ
ル
の
意
義
は
、
そ
れ
が
本
人
の
意
向
を
正
確
に
伝
え
る
文
書
で
あ
る
と
い
う
一
点
に

あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
リ
ビ
ン
グ

・
ウ
イ
ル
は
、
患
者
本
人
の
「
精
神
が
健
全
な
状
態
に
あ
る
時
」
に

作
成
さ
れ
た
書
面
で
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
「
精
神
が
健
全
な
状
態
に
あ
る
時
」
と
は
、
正
常
な
判
断

力
の
あ
る
状
態
、
す
な
わ
ち
「
理
性
」
が
は
た
ら
い
て
い
る
状
態
を
指
し
て
い
る
と
理
解
さ
れ
ま
す
。
リ

ビ
ン
グ

・
ウ
イ
ル
は
、
患
者
自
身
が
自
ら
の
理
性
に
基
づ
く
判
断
に
よ
っ
て
「
延
命
治
療
の
中
止
」
と
い

う
患
者
本
人
の
生
命
に
関
す
る
重
大
な
決
定
の
履
行
を
要
求
し
た
文
書
、
な
の
で
す
。

本
人
の
理
性
的
な
判
断
に
よ
っ
て
自
ら
の
死
に
方
を
選
択
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
「
自
分
自
身
の
い
の

ち
の
自
己
決
定
権
」
と
し
て
、
欧
米
で
は
当
た
り
前
の
考
え
方
だ
と
い
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
「
自
己
決

定
権
」
が
広
く
社
会
に
浸
透
し
て
い
る
背
景
に
は
、
欧
米
社
会
が
「
個
人
主
義
」
を
基
本
と
し
て
成
立
し

て
い
る
こ
と
、
そ
れ
も
含
め
て
キ
リ
ス
ト
教
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
「
自
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己
決
定
権
」
を
支
え
て
い
る
の
が
、
人
間
の
本
質
を
「
合
理
的
な
判
断
を
行
え
る
こ
と
」
す
な
わ
ち
「
理

性
が
は
た
ら
い
て
い
る
」
こ
と
に
あ
る
と
す
る
人
間
観
(
パ

l
ソ
ン
論
)
な
の
で
す
。

そ
の
よ
う
な
人
間
観
か
ら
は
、
や
や
も
す
る
と
、
理
性
が
は
た
ら
か
な
く
な
っ
た
状
態
|

|
た
と
え
ば

痴
呆
や
植
物
状
態
ー
ー
を
人
間
と
し
て
の
「
尊
厳
」
を
失
っ
た
状
態
で
あ
る
と
見
な
し
、
そ
れ
以
上
生
き

る
こ
と
を
無
意
味
と
み
な
す
よ
う
な
考
え
方
が
現
わ
れ
て
き
て
し
ま
い
ま
す
。
リ
ビ
ン
グ

・
ウ
イ
ル
に
は
、

「
私
が
数
ヶ
月
以
上
に
渉
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
植
物
状
態
に
陥
っ
た
時
は
、
一
切
の
生
命
維
持
装
置
を
と
り

や
め
て
下
さ
い
」
と
あ
り
ま
す
が
、
尊
厳
死
は
こ
の
よ
う
な
「
無
意
味
な
生
」
を
拒
絶
す
る
考
え
方
に
立

脚
し
た
概
念
な
の
で
す
。

「
尊
厳
あ
る
死
」
を
求
め
て
い
る
尊
厳
死
で
す
が
、
そ
の
背
後
に
特
定
の
価
値
観
・
人
間
観
が
隠
れ
て

い
る
こ
と
に
は
充
分
留
意
す
べ
き
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。

健
康
時
の
「
本
人
」
の
判
断
が
絶
対
な
の
か

先
に
見
た
よ
う
に
、
リ
ビ
ン
グ
・
ウ
イ
ル
は
患
者
本
人
の
「
精
神
が
健
全
な
状
態
に
あ
る
時
」
に
作
成

さ
れ
た
書
面
で
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
し
た
が

っ
て
、
ま
だ
自
分
自
身
が
病
気
に
な

っ
て
い
な
い
段
階

で
尊
厳
死
を
選
択
し
て
い
る
人
も
少
な
か
ら
ず
い
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
こ
で
懸
念
さ
れ
る
の
は
、
は
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た
し
て
健
康
な
時
と
、
実
際
に
病
気
に
な
っ
た
場
合
と
で
、

う
こ
と
で
す
。

そ
の
人
の
意
思
が
一
貫
し
う
る
の
か
、
と
い
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死
を
漠
然
と
し
か
意
識
し
な
か
っ
た
時
と
、
間
近
に
迫
っ
た
も
の
と
し
て
受
け
止
め
ざ
る
を
得
な
い
状

況
と
で
は
、
本
人
自
身
の
考
え
方
に
変
化
が
生
ず
る
こ
と
は
充
分
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
リ
ビ

ン
グ

・
ウ
イ
ル
に
は
、
「
私
の
精
神
が
健
全
な
状
態
に
あ
る
時
に
私
自
身
が
破
棄
す
る
か
、
又
は
撤
回
す

る
旨
の
文
書
を
作
成
し
な
い
限
り
有
効
」
と
あ
り
ま
す
が
、
も
し
正
常
な
判
断
力
を
失
っ
た
と
判
定
さ
れ

る
よ
う
な
状
態
(
病
勢
が
進
み
モ
ル
ヒ
ネ
な
ど
を
使
用
し
て
い
る
等
)
に
な
っ
て
か
ら
本
人
が
「
で
き
る

だ
け
長
く
生
き
て
い
た
い
」
と
言
い
出
し
た
と
し
た
ら
、
そ
の
訴
え
は
ど
う
扱
わ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
た
と
え
本
人
が
「
尊
厳
死
」
を
望
ん
で
い
た
と
し
て
も
、
見
守
る
家
族
は
一
日
で
も
長
く
生
き

て
い
て
欲
し
い
と
願
う
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
本
人
に
意
識
が
あ
る
場
合
は
そ
の
「
意
思
」
を
再
度
確

認
す
る
こ
と
も
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
脳
出
血
な
ど
で
突
然
倒
れ
、
そ
の
ま
ま
意
識
を
回

復
し
て
い
な
い
よ
う
な
状
態
で
は
、
例
え
本
人
の
「
意
思
」
だ
と
言
わ
れ
で
も
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
倒

れ
る
前
の
「
意
思
」
で
あ
り
、
本
心
は
違
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
念
を
家
族
が
払
底
で
き
る
と
は
限

ら
な
い
の
で
す
。

こ
う
し
た
意
味
で
、
「
自
己
決
定
権
」
に
つ
い
て
も
再
考
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
「
自
己
決



定
権
」
な
ど
と
言
っ
て
み
て
も
、
結
局
、
尊
厳
死
は
誰
か
の
助
け
を
借
り
な
い
と
で
き
な
い
の
で
す
。
健

康
な
時
の
決
断
や
行
動
と
違
っ
て
、
「
ど
う
死
ぬ
か
」
と
い
う
選
択
は
、
家
族
や
医
療
者
な
ど
周
囲
の
人

た
ち
を
否
応
な
く
巻
き
込
む
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
ら
の
人
々
の
心
に
大
き
な
影
響
|
|
場
合
に
よ
っ
て
は

傷
跡
ー
ー
を
残
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
尊
厳
死
は
、
自
分
一
人
が
「
自
己
決
定
」
す
れ
ば
い
い
と
い
う
よ

う
な
、
単
純
な
問
題
で
は
決
し
て
な
い
の
で
す
。

「
尊
厳
死
」
法
制
化
の
問
題
点

幸
か
不
幸
か
、
尊
厳
死
が
法
制
化
さ
れ
て
い
な
い
現
状
で
は
弾
力
的
な
対
応
が
可
能
な
余
地
が
あ
り
ま

す
が
、
も
し
制
度
化
さ
れ
、
そ
の
執
行
に
強
制
力
が
備
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
し
た
ら
、
現
場
に
お
い
て

深
刻
な
問
題
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
は
な
い
と
は
言
い
切
れ
ま
せ
ん
。

前
に
尊
厳
死
の
法
制
化
に
関
し
て
賛
否
両
論
が
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
。
反
対
の
立
場
に
あ
る
人

た
ち
が
懸
念
し
て
い
る
の
は
ま
さ
に
こ
の
点
で
、
「
安
楽
死
・
尊
厳
死
法
制
化
を
阻
止
す
る
会
」
の
声
明

に
は
次
の
よ
う
に
あ
り
ま
す
。

日
本
尊
厳
死
協
会
の
リ
ビ
ン
グ
・
ウ
イ
ル
は
、
将
来
お
こ
る
か
も
し
れ
な
い
状
態
を
想
定
し
て
前

も
っ
て
行
う
意
思
表
示
で
あ
り
、
実
際
に
延
命
措
置
に
直
面
し
て
の
意
思
表
示
で
は
な
い
。

119-一一一第二章 尊厳死についてどう考えるか



リ
ビ
ン
グ
・
ウ
イ
ル
の
署
名
者
を
広
く
募
り
、
尊
厳
死
の
法
制
化
を
め
ざ
す
と
き
、
個
人
の
「
死

ぬ
権
利
」
は
、
「
死
ぬ
義
務
」
と
な
り
、
弱
い
立
場
の
者
に
「
死
の
選
択
を
迫
る
権
利
」
に
置
き
か

わ
っ
て
い
か
な
い
か
。
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「
あ
の
よ
う
に
な
っ
て
ま
で
生
き
て
い
た
く
な
い
」
と
、
生
き
て
い
る
人
の
状
態
を
「
あ
の
よ
う

に
」
と
見
る
、
自
ら
の
内
に
ひ
そ
む
選
別
の
思
想
こ
そ
振
り
返
る
必
要
が
あ
る
。

尊
厳
死
法
制
化
の
動
き
は
、
人
工
呼
吸
器
を
使
っ
て
呼
吸
し
、
栄
養
・
水
分
補
給
を
う
け
て
生
活

し
て
い
る
人
々
を
は
じ
め
、
障
害
者
や
高
齢
者
に
目
に
見
え
な
い
恐
怖
を
い
だ
か
せ
る
も
の
と
な
る
。

生
き
よ
う
と
す
る
人
間
の
意
思
と
願
い
を
、
気
兼
ね
な
く
全
う
で
き
る
医
療
体
制
や
社
会
体
制
が
不

備
の
ま
ま
、
「
尊
厳
死
」
を
法
制
化
す
る
こ
と
は
、
病
に
苦
し
む
人
や
高
齢
者
に
「
死
の
選
択
を
迫

る
」
圧
力
に
な
り
か
ね
な
い
。

つ
ま
り
、
尊
厳
死
が
制
度
化
さ
れ
て
し
ま
う
と
、
必
ず
し
も
尊
厳
死
を
望
ん
で
い
な
い
人
に
対
し
て

「
尊
厳
死
」
を
強
要
す
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
の
で
す
。
前
述
し
た
医
療
費

抑
制
の
風
潮
の
中
で
は
、
と
く
に
障
害
者
や
高
齢
者
と
い
っ
た
弱
い
立
場
の
人
た
ち
の
「
い
の
ち
の
尊

厳
」
が
か
え
っ
て
脅
か
さ
れ
か
ね
な
い
と
い
う
主
張
は
、
そ
れ
な
り
の
説
得
力
を
備
え
て
い
る
よ
う
に
も

思
わ
れ
ま
す
。



一
方
、
法
制
化
を
目
指
す
立
場
も
わ
か
ら
な
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
尊
厳
死
や
リ
ビ
ン
グ
・
ウ
イ
ル
に

つ
い
て
社
会
的
な
理
解
が
広
ま
っ
た
と
は
い
え
、
こ
れ
も
前
述
し
た
よ
う
に
、
現
状
で
は
必
ず
し
も
本
人

の
意
思
が
実
現
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
本
人
の
意
思
の
確
実
な
履
行
を
求
め
て
、
法

制
化
を
求
め
る
人
た
ち
が
い
る
の
も
領
け
ま
す
。

し
か
し
、
法
制
化
と
い
う
形
で
手
続
き
を
明
確
化
し
て
し
ま
っ
た
場
合
、
や
は
り
反
対
派
の
人
た
ち
が

懸
念
す
る
よ
う
な
事
態
が
起
こ
り
う
る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
手
続
き
が
明
示
さ
れ
、

そ
れ
に
則
っ
た
形
式
が
整
え
ら
れ
て
さ
え
い
れ
ば
、
い
わ
ば
「
自
動
的
」
に
尊
厳
死
が
執
行
さ
れ
て
し
ま

う
と
い
う
の
は
、
「
い
の
ち
の
尊
厳
」
が
守
ら
れ
て
い
る
状
態
と
は
い
え
な
い
で
し
ょ
う
。
と
は
い
え
、

尊
厳
死
を
望
む
人
た
ち
の
意
思
が
無
視
さ
れ
て
し
ま
う
の
も
、
や
は
り
「
い
の
ち
の
尊
厳
」
を
踏
み
に
じ

る
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

結
局
、
尊
厳
死
は
法
に
よ
っ
て
制
度
化
さ
れ
る
べ
き
で
も
、
ま
た
法
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
る
べ
き
も
の

で
も
な
い
の
で
す
。
ア
メ
リ
カ
で
は
多
く
の
州
で
、
リ
ビ
ン
グ
・
ウ
ィ
ル
に
法
的
効
力
を
与
え
、
そ
れ
を

実
行
し
た
医
師
の
免
責
を
立
法
化
し
て
い
ま
す
。
実
行
し
た
場
合
の
免
責
を
保
証
す
る
こ
と
と
、
実
行
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
強
制
力
を
備
え
る
こ
と
と
は
大
き
な
違
い
で
す
。
日
本
に
お
い
て
も
、
現
実
的
な
解

決
策
と
し
て
一
考
に
値
す
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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浄
土
宗
教
師
は
ど
の
よ
う
に
対
応
す
べ
き
か
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こ
こ
か
ら
は
、
浄
土
宗
教
師
が
尊
厳
死
を
め
ぐ
っ
て
、
教
化
の
現
場
で
ど
の
よ
う
な
対
応
を
取
っ
た
ら

よ
い
の
か
を
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
初
に
、
『
往
生
要
集
」
以
来
綿
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
「
臨
終
行
儀
」
に
つ
い
て
、
次
に
法
然
上

人
の
死
生
観
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
整
理
し
、
私
た
ち
浄
土
宗
教
師
の
尊
厳
死
に
対
す
る
基
本
的
な
ス
タ

ン
ス
を
確
認
し
ま
す
。
そ
の
後
で
、
具
体
的
な
対
応
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。

臨
終
行
儀
と
三
種
の
要
。

ー
ー
安
ら
か
に
死
に
た
い
。

こ
れ
は
洋
の
東
西
、
時
代
の
懸
隔
を
超
え
て
、
大
多
数
の
人
の
望
み
で
あ
り
続
け
て
い
ま
す
。
現
在
の

尊
厳
死
も
、
そ
の
一
つ
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
他
な
り
ま
せ
ん
。
平
安
時
代
中
期
に
登
場
し
た
恵
心
僧
都

源
信
(
九
四
二
|
一

O
一
七
)
の
『
往
生
要
集
』
は
、
こ
う
し
た
人
々
の
願
望
に
応
え
、
安
ら
か
な
最
期

を
迎
え
る
た
め
の
理
論
と
実
践
儀
礼
を
提
供
し
た
一
種
の
グ
バ
イ
ブ
ル
d

で
し
た
。



『往
生
要
集
』
の
臨
終
行
僅

『往
生
要
集』

は
全
十
章
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
が
、
「
臨
終
の
行
儀
」
が
説
か
れ
て
い
る
の
は
そ
の
第
六

章
で
あ
る
大
文
第
六

・
別
時
念
仏
の
後
半
で
す
。
こ
こ
で
は
、
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
病
者
が
安
ら
か
な
臨

終
を
迎
え
ら
れ
る
か
、
そ
の
た
め
の
設
備

・
環
境
の
し
つ
ら
え
方
や
看
病
の
仕
方
、
そ
し
て
病
者
に
語
り

諭
す
内
容
と
い
っ
た
の
技
術
と
心
構
え
が
詳
し
く
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
く
つ
か
拾
い
上

げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

「
看
取
り
」

一
、
寺
の
西
北
端
に
「
無
常
院
」
と
い
う
簡
素
な

一
堂
(
病
室
)
を
設
け
る
こ
と

て
そ
の
中
に
一
体
の
立
像
を
西
向
き
に
(
ま
た
は
西
方
に
)
安
置
す
る
こ
と

一
、
像
の
手
と
病
者
の
手
を
五
色
の
紐
で
結
ぶ
こ
と

一
、
焼
香

・
散
華
し
て
病
者
を
荘
厳
し
、
汚
物
は
速
や
か
に
片
付
け
る
こ
と

一
、
病
者
が
苦
し
み
に
う
な
さ
れ
る
よ
う
な
ら
ば
、
看
病
す
る
者
が
一
緒
に
念
仏
を
称
え
、
共
に
慨

悔
し
て
滅
罪
を
は
か
る
こ
と

一
、
看
病
者
が
「
善
知
識
」
と
な
っ
て
病
者
の
不
安
や
不
信
を
取
り
除
き
、
「
必
ず
往
生
で
き
る
、

大
丈
夫
だ
」
と
励
ま
す
こ
と
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源
信
は
「
臨
終
の
一
念
は
百
年
の
業
に
勝
る
」
と
述
べ
、
臨
終
の
迎
え
方
を
大
変
重
視
し
ま
し
た
。
そ

れ
は
、
臨
終
時
に
正
念
(
執
着
を
捨
て
去
っ
た
安
ら
か
な
気
持
ち
で
念
仏
す
る
状
態
)
を
得
ら
れ
れ
ば
阿

弥
陀
仏
が
来
迎
し
て
下
さ
り
往
生
が
か
な
う
も
の
の
、
正
念
を
得
ら
れ
な
け
れ
ば
三
悪
道
(
地
獄
・
餓

鬼
・
畜
生
)
に
墜
ち
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
す
。
し
た
が
っ
て
病
者
は
臨
終
正
念
を
得
る
こ
と
を

目
指
す
わ
け
で
す
が
、
そ
れ
は
な
か
な
か
簡
単
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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三
種
の
零
心
|
|
死
の
前
に
起
こ
る
執
着

源
信
の
頃
の
比
叡
山
で
は
、
命
が
終
わ
ろ
う
と
す
る
と
き
に
三
つ
の
執
着
(
愛
)
が
生
じ
る
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
第
一
に
家
族
や
友
人
、
財
産
な
ど
に
対
す
る
愛
着
で
あ
る
「
境
界
愛
」
、
第
二
に
自
分

自
身
の
身
命
を
惜
し
む
「
自
体
愛
」
、
第
三
に
死
後
ど
う
な
る
の
か
不
安
を
覚
え
る
「
当
生
愛
」
で
、
こ

れ
を
「
三
種
の
愛
心
」
と
呼
び
ま
す
。
先
に
挙
げ
た
環
境
の
整
備
、
仲
間
に
よ
る
看
病
と
指
導
も
、
全
て

は
三
種
の
愛
心
の
よ
う
な
「
邪
念
」
を
克
服
し
、
「
正
念
」
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
勧
め
ら
れ
て
い

る
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
『
往
生
要
集
』
に
説
か
れ
る
「
臨
終
行
儀
」
は
、
病
者
が
最
期
の
瞬
間
を
「
正
念
」
で
迎

え
る
た
め
に
、
病
者
一
人
で
は
な
く
、
仲
間
が
看
病
者
・
指
導
者
(
善
知
識
)
と
な
っ
て
助
力
す
る
こ
と



を
基
調
と
す
る
も
の
で
す
。
そ
れ
は
望
ま
し
い
死
の
あ
り
方
を
示
し
た
も
の
と
し
て
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
、

そ
の
後
も
強
い
影
響
を
与
え
続
け
ま
し
た
。
平
安
後
期
(
院
政
期
)
に
は
各
宗
の
人
師
が
こ
ぞ
っ
て
「
臨

終
行
儀
」
に
関
す
る
著
作
を
執
筆
し
ま
し
た
が
、
細
か
い
部
分
は
と
も
か
く
と
し
て
、
大
枠
と
し
て
は

『
往
生
要
集
』
を
踏
襲
し
て
い
る
と
い
え
ま
す
。
そ
し
て
多
く
の
人
た
ち
が
、
『
往
生
要
集
」
等
の
説
示
に

則
っ
て
最
期
を
迎
え
よ
う
と
し
た
の
で
す
。
そ
う
し
た
人
た
ち
の
行
状
に
つ
い
て
は
、
平
安
後
期
に
盛
ん

に
編
纂
さ
れ
た

『往
生
伝
』
な
ど
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
う
し
た
風
潮
の
中
で
、
病
気
な
ど
で
意
識
が
臆
膿
と
し
て
い
る
よ
う
で
は
最
期
の
瞬
間
を
「
正
念
」

で
迎
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
い
っ
そ
心
身
が
健
康
な
う
ち
に
最
期
を
迎
え
て
し
ま
お
う
と
考
え
る
者
が

現
れ
て
き
ま
し
た
。
「
健
康
の
た
め
な
ら
死
ん
で
も
い
い
」
と
い
う
冗
句
が
あ
り
ま
す
が
、
臨
終
正
念
へ

の
強
い
こ
だ
わ
り
は
、
そ
れ
に
も
似
た
奇
妙
な
発
想
を
も
生
み
出
し
て
い
っ
た
の
で
す
。

法
然
上
人
の
死
生
観

人
は
思
う
よ
う
な
死
に
方
が
で
き
る
と
は
限
ら
な
い

法
然
上
人
は
、
こ
う
し
た
臨
終
正
念
を
求
め
る
時
代
の
ま
っ
た
だ
中
に
生
ま
れ
育
っ
た
人
で
す
。
し
か

し
法
然
上
人
の
「
臨
終
行
儀
」
に
対
す
る
態
度
は
、
同
時
代
の
人
た
ち
と
は
全
く
異
な
り
、
そ
っ
け
な
い

2 
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も
の
で
し
た
。

先
徳
た
ち
の
教
に
も
、
臨
終
の
時
に
阿
弥
陀
仏
を
西
の
壁
に
安
置
し
ま
い
ら
せ
て
、
病
者
そ
の
前
に

西
向
き
に
伏
し
て
、
善
知
識
に
念
仏
を
勧
め
ら
れ
よ
と
こ
そ
そ
う
ら
え
。
そ
れ
こ
そ
あ
ら
ま
ほ
し
き

事
に
て
そ
う
ら
え
。
た
だ
し
人
の
死
の
縁
は
予
ね
て
思
う
に
も
叶
い
そ
う
ら
わ
ず
。
に
わ
か
に
大
路
、

径
に
て
終
る
事
も
そ
う
ろ
う
。
ま
た
大
小
便
痢
の
と
こ
ろ
に
て
死
ぬ
る
人
も
そ
う
ろ
う
。
前
業
逃
れ

難
く
て
、
太
万
小
万
に
て
命
を
失
い
、
火
に
焼
け
水
に
溺
れ
て
命
を
減
ぽ
す
類
多
く
そ
う
ら
え
ば
、

さ
よ
う
に
て
死
に
そ
う
ろ
う
と
も
、
日
ご
ろ
の
念
仏
申
し
て
極
楽
へ
参
る
心
だ
に
も
そ
う
ろ
う
人
な

ら
ば
、
息
の
絶
え
ん
時
に
、
阿
弥
陀
、
観
音
、
勢
至
来
た
り
迎
え
た
ま
う
べ
し
と
信
じ
思
召
す
べ
き

に
て
そ
う
ろ
う
な
り
。

(
「
往
生
浄
土
用
心
」
『
浄
土
宗
聖
典
』
四
・
五
五
六
頁
)

つ
ま
り
、
臨
終
行
儀
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
、
望
ま
し
い
こ
と
で
あ
る
と
し
な
が
ら
も
、
人
の
死
の
機
縁

(
死
に
ざ
ま
)
は
様
々
で
あ
り
、
必
ず
し
も
望
み
通
り
の
死
に
方
が
で
き
る
と
は
限
ら
な
い
と
い
う
の
で

す
。
こ
こ
で
法
然
上
人
が
例
に
挙
げ
て
い
る
の
は
、
道
を
歩
い
て
い
て
突
然
倒
れ
た
者
、
不
浄
(
便
所
)

に
て
心
臓
麻
痩
を
起
こ
し
て
死
を
迎
え
た
者
、
戦
陣
で
傷
つ
き
命
を
落
と
す
者
、
火
に
焼
か
れ
水
に
溺
れ

て
亡
く
な
っ
た
者
な
ど
、
理
想
的
と
は
ほ
ど
遠
い
最
期
を
迎
え
た
者
た
ち
で
す
。
そ
の
よ
う
な
最
期
を
心

か
ら
望
む
者
な
ど
誰
も
い
な
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
法
然
上
人
は
、
「
ど
の
よ
う
な
最
期
を
迎
え
る
こ
と
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に
な
る
の
か
わ
か
ら
な
い
」
の
が
人
間
の
実
態
で
あ
る
と
看
破
さ
れ
、
私
た
ち
の
誰
も
が
、
そ
の
よ
う
な

「
不
本
意
」
な
最
期
を
迎
え
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
こ
と
、
そ
の
厳
し
い
現
実
か
ら
目
を
逸
ら
せ
て
た

だ
た
だ
理
想
的
な
死
に
方
を
望
む
こ
と
の
危
う
さ
を
指
摘
さ
れ
た
の
で
す
。

阿
弥
陀
仏
は
死
に
方
を
選
ば
な
い

そ
し
て
法
然
上
人
は
、
阿
弥
陀
仏
の
あ
り
が
た
さ
は
、
ど
の
よ
う
な
死
に
方
で
あ
っ
た
と
し
て
も
そ
れ

に
よ
っ
て
差
別
す
る
こ
と
な
く
、
日
頃
念
仏
を
称
え
て
い
た
者
を
必
ず
迎
え
に
来
て
下
さ
る
と
い
う
点
に

あ
る
、
と
述
べ
て
い
ま
す
。

法
然
上
人
以
前
は
、
前
述
の
よ
う
な
死
に
方
で
は
到
底
安
ら
か
な
心
持
ち
で
最
期
を
迎
え
ら
れ
よ
う
は

ず
も
な
く
、
し
た
が
っ
て
阿
弥
陀
仏
も
来
迎
せ
ず
往
生
を
果
た
せ
な
か
っ
た
も
の
と
見
な
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
背
後
に
あ
る
の
は
、
命
終
に
臨
ん
で
正
念
を
得
ら
れ
れ
ば
阿
弥
陀
仏
が
来
迎
し
て
下
さ
る
、
と

い
う
考
え
方
で
す
。
こ
れ
を
「
正
念
来
迎
」
と
呼
ん
で
お
き
ま
す
。
し
か
し
臨
終
の
床
で
「
正
念
」
を
得

る
こ
と
は
大
変
難
し
い
こ
と
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
病
室
の
荘
厳
を
整
え
た
り
、
「
善
知
識
」
と
い
う
導

き
手
を
招
く
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
に
対
し
て
法
然
上
人
は
全
く
逆
の
見
解
を
述
べ
て
い
ま
す
。
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ま
た
後
世
者
と
覚
し
き
人
の
申
す
げ
に
そ
う
ろ
う
は
、
ま
ず
正
念
に
住
し
て
念
仏
・
申
さ
ん
時
に
仏
来

迎
し
た
ま
う
べ
し
と
申
す
げ
に
そ
う
ら
え
ど
も
、
『
小
阿
弥
陀
経
』
に
は
「
諸
の
聖
衆
と
と
も
に
現

に
そ
の
前
に
在
す
。
こ
の
人
終
る
時
心
顛
倒
せ
ず
、
す
な
わ
ち
阿
弥
陀
仏
の
極
楽
国
土
に
往
生
す
る

こ
と
を
得
」
と
そ
う
ら
え
ば
、
人
の
命
終
ら
ん
と
す
る
時
、
阿
弥
陀
仏
聖
衆
と
と
も
に
目
の
前
に
来

た
り
た
ま
い
た
ら
ん
を
ま
ず
見
ま
い
ら
せ
て
後
に
、
心
は
顛
倒
せ
ず
し
て
極
楽
に
生
ま
る
べ
し
と
こ

そ
心
得
て
そ
う
ら
え
。
(
中
略
)
い
ま
一
遍
も
病
な
き
時
念
仏
を
申
し
て
、
臨
終
に
は
阿
弥
陀
仏
の

来
迎
に
預
か
り
で
三
種
の
愛
を
除
き
正
念
に
な
さ
れ
ま
い
ら
せ
て
、
極
楽
に
生
ま
れ
ん
と
思
召
す
べ

く

そ

う

ろ

う

。

(

同

・
五
五
五

1
六
頁
)

法
然
上
人
は
、
行
者
の
力
・
全
知
識
の
力
に
よ
っ
て
「
正
念
」
を
得
た
か
ら
阿
弥
陀
仏
の
来
迎
が
あ
る

の
で
は
な
く
、
臨
終
時
に
阿
弥
陀
仏
が
来
迎
し
て
下
さ
っ
た
そ
の
お
姿
を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
で

「
正
念
」
の
状
態
を
得
ら
れ
る
の
だ
と
い
う
、
「
来
迎
正
念
」
の
考
え
方
を
示
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
阿
弥

陀
仏
は
、
「
ど
の
よ
う
な
最
期
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
の
か
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
人
間
の
現
実
の
あ
り

さ
ま
を
踏
ま
え
て
お
り
、
だ
か
ら
こ
そ
ど
の
よ
う
な
「
死
に
ざ
ま
」
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
に
、
日
頃
の
念

仏
に
応
じ
て
来
迎
し
て
下
さ
る
と
い
う
の
で
す
。
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の
理
解
と
位
置
付
け

こ
の
よ
う
な
法
然
上
人
の
立
場
を
踏
ま
え
る
と
、
尊
厳
死
は
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
位
置
付
け
ら
れ
る

の
で
し
ょ
う
か
。

「
尊
厳
死
」

先
に
見
た
よ
う
に
、
法
然
上
人
に
お
い

て
は
尊
厳
死
自
体
は
必
ず
し
も
否
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
人
生
の
最
後
を
ど
の
よ
う
に
迎
え
る
か
、
一
人
一
人
が
考
え
実
行
を
試
み
る
こ
と
は
一
種
の

臨
終
行
儀
と
捉
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
意
味
で
尊
厳
死
を
選
択
す
る
こ
と
も
「
あ
ら
ま
ほ
し
き
事
」
、
す
な

わ
ち
「
理
想
的
な
死
の
か
た
ち
」
の
一
つ
と
し
て
認
め
ら
れ
得
る
と
考
え
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

し
か
し
問
題
は
、
私
た
ち
人
間
の
世
界
で
は
往
々
に
し
て
、
必
ず
し
も
理
想
通
り
に
、
当
初
考
え
て
い

た
通
り
に
運
ば
な
い
こ
と
も
あ
る
、
と
い
う
点
で
す
。
病
勢
の
判
断
や
治
療
環
境
な
ど
現
実
の
状
況
が
そ

れ
を
許
さ
な
い
場
合
も
あ
る
で
し
ょ
う
し
、
あ
る
い
は
本
人
の
意
思
と
医
療
者
や
家
族
の
意
向
と
が
相
違

す
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
実
際
に
「
終
末
期
」
を
迎
え
た
時
に
本
人
の
気
持
ち
に
変

化
が
生
ず
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
な
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
何
よ
り
、
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
形
で
突

然
、
死
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
す
。

尊
厳
死
は
、
ガ
ン
な
ど
を
患

つ
で
あ
る
程
度
の
時
間
的
な
経
過
の
中
で
死
を
迎
え
る
と
い
っ
た
場
合
の

死
の
迎
え
方
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
そ
う
で
は
な
い
死
の
訪
れ
も
充
分
に
考
え
ら
れ
ま
す
し
、
仮
に
ガ
ン
だ
っ
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た
と
し
て
も
、
最
後
ま
で
可
能
な
限
り
生
き
て
い
た
い
と
願
う
こ
と
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
は
ず

で
す
。

130 

そ
う
考
え
る
と
、
あ
ま
り
尊
厳
死
に
こ
だ
わ
り
す
ぎ
る
の
は
疑
問
で
す
。
阿
弥
陀
仏
は
た
と
え
ど
の
よ

う
な
「
死
に
方
」
で
あ
っ
て
も
、
念
仏
を
称
え
た
者
を
必
ず
迎
え
に
来
て
下
さ
り
極
楽
へ
と
導
い
て
下
さ

る
の
で
す
。
阿
弥
陀
仏
は
「
死
に
方
」
で
差
別
な
ど
し
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
凡
夫
ゆ
え
に
つ
い

「死
に

方
」
に
目
が
向
い
て
し
ま
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
「
死
に
方
」
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
そ
の
人
の
人
生

の
幕
切
れ
で
あ
る
と
受
け
容
れ
る
こ
と
|
l

b

こ
れ
こ
そ
、
「
死
の
尊
厳
」
を
認
め
る
こ
と
な
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

尊
厳
死
を
選
ぶ
か
ど
う
か
は
、
一
人

一
人
が
そ
れ
ぞ
れ
判
断
す
れ
ば
よ
い
こ
と
で
す
。
本
人
の

「希

望
」
と
し
て
そ
れ
を
選
択
す
る
こ
と
は
悪
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
尊
厳
死
は
あ
く
ま
で
も

「
希
望
」
と
捉
え
る
べ
き
で
あ
り
、
理
想
的
な
、
限
定
さ
れ
た
状
況
下
で
の
死
の
迎
え
方
に
過
ぎ
な
い
こ

と
を
意
識
す
る
必
要
は
あ
る
で
し
ょ
う
。
む
し
ろ
大
切
な
の
は
、
ど
の
よ
う
な
形
で
死
が
訪
れ
よ
う
と
も

大
丈
夫
だ
と
い
う
確
信
を
得
る
こ
と
で
あ
り
、
健
康
な
時
か
ら
日
々
お
念
仏
を
積
み
重
ね
て
ゆ
く
こ
と
に

あ
る
の
で
す
。



海
土
宗
教
師
の
対
応

最
後
に
、
教
化
の
現
場
で
の
具
体
的
な
対
応
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
す
。

臓
器
移
植
や
生
殖
補
助
医
療
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
が
言
え
ま
す
が
、
教
化
の
現
場
で
適
切
に
対
応
で

き
る
か
ど
う
か
は
、
教
師
自
身
の
日
頃
の
準
備
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
尊
厳
死
に
つ
い
て
ど
の
程
度
の
知

識
を
持
ち
、
ど
の
よ
う
に
問
題
点
を
把
握
し
て
い
る
の
か
、
そ
し
て
自
分
自
身
の
場
合
は
ど
う
す
る
の
か
、

が
問
わ
れ
て
い
る
と
言
っ
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
教
師
自
身
が
自
分
な
り
の
答
え
を
模
索
し
、
考
え
を
ま

と
め
て
ゆ
く
姿
勢
こ
そ
が
大
切
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

以
下
、
檀
信
徒
へ
の
対
応
と
い
う
場
面
を
想
定
し
、
そ
の
方
向
性
に
つ
い
て
述
べ
て
い
き
ま
す
。

3 

リ
ビ
ン
グ
・
ウ
イ
ル
に
つ
い
て
訊
か
れ
た
ら

自
分
が
病
気
に
な
っ
た
場
合
ど
う
し
て
ほ
し
い
の
か
、
ど
の
よ
う
な
死
に
方
を
望
ん
で
い
る
の
か
、
考

え
て
い
る
檀
信
徒
は
少
な
く
な
い
は
ず
で
す
。
特
に
葬
儀
の
後
な
ど
は
、
若
い
人
も
含
め
て
、
そ
う
し
た

こ
と
が
話
題
に
上
る
こ
と
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
し
た
人
た
ち
の
中
に
は
、
日
本
尊
厳

死
協
会
へ
の
登
録
な
ど
を
考
え
て
い
る
人
も
い
る
と
思
い
ま
す
。
も
し
尊
厳
死
や
リ
ビ
ン
グ

・
ウ
イ
ル
の

是
非
を
尋
ね
ら
れ
た
ら
ど
の
よ
う
に
答
え
ま
す
か
?
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法
然
上
人
の
お
言
葉
か
ら
考
え
る
に
、
尊
厳
死
は
積
極
的
に
求
め
る
べ
き
も
の
と
み
な
さ
れ
て
は
い
ま

せ
ん
が
、
さ
り
と
て
必
ず
し
も
否
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
本
人
の
判
断
で
決
め
れ
ば
い
い
こ
と

な
の
で
す
が
、
そ
の
人
が
尊
厳
死
を
め
ぐ
る
問
題
点
を
的
確
に
把
握
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
確
認
し
た
方

が
よ
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

・
リ
ビ
ン
グ
・
ウ
イ
ル
の
拘
束
力
は
法
的
な
根
拠
を
持
つ
も
の
で
は
な
く
、
こ
れ
さ
え
あ
れ
ば
問
題
な
く

尊
厳
死
が
で
き
る
と
い
う
グ
切
り
札
d

で
は
な
い
こ
と
0

・
「
現
代
の
医
学
で
は
不
治
の
状
態
で
あ
り
、
既
に
死
期
が
追
っ
て
い
る
」
状
態
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ

い
て
明
確
な
判
定
基
準
が
存
在
し
て
い
な
い
こ
と
。

・
リ
ビ
ン
グ

・
ウ
イ
ル
は
健
康
時
の
意
思
で
あ
り
、
撤
回
に
は
書
面
が
必
要
で
あ
る
こ
と
(
そ
れ
も
「
精

神
が
健
全
な
状
態
に
あ
る
時
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
)
。
実
際
に
病
気
に
擢
り
考
え
方
が
変
わ
っ
た

場
合
で
も
、
リ
ビ
ン
グ
・
ウ
イ
ル
が
「
本
人
の
意
思
」
だ
と
み
な
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
。

・「
尊
厳
死
」
は
あ
く
ま
で
も
理
想
的
な
、
限
定
さ
れ
た
状
況
下
で
の
死
の
迎
え
方
で
あ
る
こ
と
。
そ
う

で
は
な
い
形
で
死
が
訪
れ
る
可
能
性
も
多
分
に
あ
る
こ
と
。

・
「
本
人
の
意
思
」
と
家
族
の
感
情
と
が
一
致
せ
ず
、
遣
さ
れ
た
家
族
の
心
に
傷
を
負
わ
せ
る
お
そ
れ
も

あ
る
こ
と
。
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リ
ビ
ン
グ

・
ウ
イ
ル
よ
り
も
大
切
な
こ
と

自
分
が
ど
の
よ
う
に
死
を
迎
え
た
い
の
か
と
い
う
願
望
を
持
つ
こ
と
も
、
尊
厳
死
と
い
う
形
で
そ
の
実

現
を
図
る
こ
と
も
、
そ
れ
自
体
は
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
そ
れ
は
、
周
囲
の
理
解
と
支
援
が
あ
っ
て

は
じ
め
て
実
現
で
き
る
も
の
な
の
で
す
。
先
に
見
た
よ
う
に
、
患
者
が
自
分
自
身
の
場
合
は
「
家
族
に
長

い
間
迷
惑
を
か
け
た
く
な
い
」
「
助
か
ら
な
い
の
な
ら
早
く
死
ん
で
し
ま
っ
た
方
が
い
い
」
な
ど
と
考
え

て
も
、
家
族
が
患
者
と
な
っ
た
場
合
は
「
少
し
で
も
長
く
生
き
て
い
て
ほ
し
い
」
と
い
う
気
持
ち
が
働
く

傾
向
が
あ
り
ま
す
。
自
分
自
身
が
患
者
と
な
っ
た
場
合
、
家
族
は
ど
の
よ
う
な
気
持
ち
を
抱
く
の
だ
ろ
う

か
と
想
像
し
て
み
る
よ
う
勧
め
て
く
だ
さ
い
。

尊
厳
死
を
選
ぶ
に
せ
よ
そ
う
で
な
い
に
せ
よ
、
家
族
に
自
分
の
希
望
を
伝
え
、
充
分
に
話
し
合
う
機
会

を
得
る
こ
と
は
、
自
分
自
身
に
と
っ
て
も
家
族
に
と
っ
て
も
、
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
日
常
生

活
の
中
で
は
な
か
な
か
そ
の
機
会
を
見
つ
け
る
こ
と
は
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
葬
儀
や
法
事
と
い

う
場
で
は
比
較
的
口
に
し
や
す
く
な
る
よ
う
で
す
。
そ
う
し
た
機
会
を
と
ら
え
て
話
し
合
い
が
で
き
る
よ

う
、
教
師
や
寺
庭
が
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
も
必
要
で
し
ょ
う
。

つ
ま
る
と
こ
ろ
、
本
当
に
大
切
な
の
は
、
尊
厳
死
と
い
う
形
に
こ
だ
わ
る
こ
と
で
は
な
く
、
人
生
の
最

133一一一一 第二章尊厳死についてどう考えるか



後
を
ど
の
よ
う
に
迎
え
る
の
か
と
い
う
こ
と
、
ひ
い
て
は
ど
の
よ
う
な
形
で
死
が
訪
れ
よ
う
と
も
大
丈
夫

だ
と
い
う
確
信
を
得
る
こ
と
、
に
尽
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
法
然
上
人
は
、
病
を
得
る
前
の
健

康
な
日
々
に
念
仏
を
相
続
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
が
可
能
で
あ
る
と
仰
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

法
然
上
人
の
死
生
観
に
つ
い
て
も
、
上
人
自
身
の
お
言
葉
な
ど
を
交
え
な
が
ら
話
し
て
み
て
は
ど
う
で
し

ょ
う
か
。
そ
し
て
ど
の
よ
う
な
選
択
を
し
た
と
し
て
も
、
結
局
は
日
々
の
お
念
仏
の
積
み
重
ね
が
大
切
で

あ
る
こ
と
を
伝
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

「
尊
厳
死
」
患
者
の
家
族
に
対
し
て

長
く
生
活
を
共
に
し
た
人
と
死
別
す
る
こ
と
は
、
家
族
に
大
き
な
悲
し
み
を
も
た
ら
し
ま
す
。
そ
し
て

も
し
尊
厳
死
を
実
行
し
た
場
合
、
家
族
は
よ
り
大
き
な
心
の
負
担
を
負
う
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

近
年
、
終
末
期
医
療
を
め
ぐ
る
指
針
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
類
が
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
最
近
の
傾
向

と
し
て
、
「
本
人
の
意
思
」
は
尊
重
す
る
も
の
の
絶
対
視
は
せ
ず
、
特
に
患
者
の
意
識
が
な
く
な
っ
て
以

降
は
、
家
族
と
医
療
者
が
充
分
に
話
し
合
っ
た
上
で
患
者
に
と
っ
て
最
良
の
治
療
方
針
を
判
断
し
て
ゆ
く
、

と
彊
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
、
患
者
の
治
療
方
針
決
定
の
プ
ロ
セ
ス
に
「
家
族
の

意
向
」
が
よ
り
深
く
組
み
込
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
す
。
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例
え
ば
患
者
本
人
が
尊
厳
死
を
望
ん
で
い
た
場
合
で
も
、
多
く
の
場
合
、
最
後
の
段
階
で
は
意
識
が
認

め
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
な
る
と
、
人
工
呼
吸
器
な
ど
の
延
命
措
置
を
続
け
る
か
ど
う
か
と
い
う
判
断
は
、

実
質
的
に
家
族
が
下
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。
た
と
え
尊
厳
死
が
本
人
の
意
思
で
あ
っ
た
と
し

て
も
、
家
族
は

一
日
で
も
長
く
生
き
て
い
て
ほ
し
い
と
願
う
こ
と
は
決
し
て
少
な
く
な
い
は
ず
で
す
。
そ

う
な
る
と
家
族
は
、
本
人
の
意
思
と
自
ら
の
感
情
と
の
間
で
激
し
い
葛
藤
を
覚
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
葛
藤
の
聞
に
グ
自
然
と
d

死
が
訪
れ
た
場
合
は
「
本
人
の
意
思
」
に
添
え
な
か
っ
た
と
い
う

後
悔
が
残
る
で
し
ょ
う
し
、
本
人
の
意
思
に
従
っ
て
尊
厳
死
を
遂
行
し
た
場
合
で
も
、
や
は
り
何
ら
か
の

後
ろ
め
た
さ
を
拭
う
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

程
度
の
差
や
直
接
・
間
接
の
違
い
こ
そ
あ
れ
、
家
族
の
死
期
を
早
め
る
措
置
に
関
与
し
た
と
い
う
心
の

傷
は
、
家
族
に
と
っ
て
決
し
て
軽
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
浄
土
宗
教
師
は
、
そ
う
し
た
家
族

に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
向
き
合
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

「
来
迎
」
「
倶
会
一
処
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

先
ほ
ど
、
法
然
上
人
の
素
晴
ら
し
さ
は
、
そ
れ
ま
で
の
「
正
念
来
迎
」
の
考
え
方
を
「
来
迎
正
念
」

と
逆
転
さ
せ
た
点
に
あ
る
と
述
べ
ま
し
た
。
臨
終
の
際
、
人
は
三
種
の
執
着
の
心
(
三
種
の
愛
心
、
境
界 -̂.. 
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愛

・
自
体
愛

・
当
生
愛
)
を
起
こ
す
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
そ
う
し
た
「
邪
念
」
を
自
ら
の
力
で
克
服
し
、

正
念
を
得
て
阿
弥
陀
仏
に
ご
来
迎
い
た
だ
く
こ
と
を
目
指
す
の
が
「
正
念
来
迎
」
の
考
え
方
で
す
。
そ
れ

に
対
し
て
法
然
上
人
は
、
阿
弥
陀
仏
が
来
迎
し
て
下
さ
っ
た
そ
の
お
姿
を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
で
三

種
の
愛
心
な
ど
の
「
邪
念
」
が
消
滅
し
、
「
正
念
」
の
状
態
を
得
ら
れ
る
の
だ
と
い
う
「
来
迎
正
念
」
の

考
え
方
を
示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
ま
さ
に
法
然
上
人
独
特
の
考
え
方
で
あ
り
、
他
宗
に
は
見
ら
れ
な
い

浄
土
宗
な
ら
で
は
の
来
迎
観
で
す
。

息
を
引
き
取
ろ
う
と
し
て
い
る
患
者
さ
ん
は
、
阿
弥
陀
仏
の
来
迎
を
得
て
、
人
生
の
最
後
の
瞬
間
を
安

ら
か
で
清
ら
か
な
心
で
過
ご
し
て
い
ま
す
。
患
者
さ
ん
本
人
は
ど
の
よ
う
な
最
期
を
望
む
だ
ろ
う
か
、
ど

の
よ
う
な
最
期
が
最
善
な
の
か
|
|
i
。
家
族
の
人
た
ち
が
、
目
の
前
に
横
た
わ
っ
て
い
る
大
切
な
人
の
想

い
を
精
一
杯
汲
み
取
ろ
う
と
努
力
し
た
末
に
導
か
れ
た
結
論
な
ら
ば
、
い
か
な
る
結
論
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、

患
者
さ
ん
自
身
は
そ
の
想
い
を
澄
ん
だ
心
に
素
直
に
受
け
と
め
て
く
れ
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、

「
み
ん
な
本
当
に
あ
り
が
と
う
。
一
足
お
先
に
、
あ
ち
ら
の
世
界
(
極
楽
浄
土
)
で
待
っ
て
る
か
ら
ね
」

と
旅
立
た
れ
、
極
楽
世
界
か
ら
家
族
の
み
な
さ
ん
を
見
守
り
続
け
て
く
れ
る
の
で
す
。

「
来
迎
」
や
「
倶
会
一
処
」
と
い
う
古
く
さ
い
言
葉
、
あ
る
い
は
専
門
的
な
用
語
で
は
、
現
代
の
人
々

に
は
通
用
し
な
い
の
で
は
と
い
う
批
判
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
「
来
迎
」
や
「
倶
会
一
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処
」
と
い
う
言
葉
で
示
さ
れ
て
き
た
内
容
は
、
意
外
と
現
代
の
人
々
の
イ
メ
ー
ジ
の
中
に
生
き
続
け
て
い

る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
「
お
迎
え
が
来
る
」
と
い
う
表
現
は
頻
繁
に
耳
に
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
し
、
親
し
い
間
柄
同
士
で
「
お
前
は
先
に
行
っ
て
待
っ
て
い
ろ
」
「
俺
は
後
か
ら
ゆ
っ
く
り
行

く
」
と
い
っ
た
会
話
が
交
わ
さ
れ
る
光
景
も
、
映
画
や
ド
ラ
マ
な
ど
で
し
ば
し
ば
見
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
す
。
現
代
人
の
心
の
奥
に
は
、
「
来
迎
」
「
倶
会
一
処
」
に
つ
い
て
の
浄
土
宗
の
教
義
と
、
全
く
同
じ
で

は
な
い
に
し
ろ
大
枠
に
お
い
て
類
似
し
た
、
し
か
し
漠
然
と
し
た
宗
教
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
隠
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
昨
年
の
「
千
の
風
に
な
っ
て
」
と
い
う
歌
の
大
ヒ
ッ
ト
も
、
こ
う
し
た
イ
メ
ー

ジ
を
巧
み
に
す
く
い
あ
げ
た
結
果
だ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
宗
教
的
イ
メ
ー
ジ
を
、
現

代
の
人
々
は
秘
か
に
求
め
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

臓
器
移
植
・
生
殖
補
助
医
療
と
違
っ
て
、
尊
厳
死
に
関
す
る
対
応
の
基
本
線
は
、
先
に
見
た
通
り
法
然

上
人
の
教
え
か
ら
導
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
た
が
っ
て
檀
信
徒
や
一
般
の
方
々
へ
の
対
応
に
当
た
っ
て

は
、
現
実
的
な
次
元
に
と
ど
ま
ら
ず
、
是
非
と
も
法
然
上
人
の
人
間
観
や
死
生
観
、
そ
し
て
「
来
迎
」

「
倶
会
一
処
」
な
ど
の
宗
教
的
イ
メ
ー
ジ
の
提
示
に
ま
で
踏
み
込
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
の
で
す
。
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第
三
章

生
殖
補
助
医
療
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か



急
速
に
進
展
す
る
生
殖
補
助
医
療

140 

生
殖
補
助
医
療
の
現
状

生
殖
の
原
理
や
仕
組
み
が
わ
か
ら
な
い
時
代
に
は
、
子
ど
も
は
「
授
か
り
も
の
」
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
ヒ
ト
体
外
受
精
の
技
術
が
確
立
し
た
の
を
皮
切
り
に
、
生
殖
補
助
医
療
領
域
に
お
い
て
様
々

な
科
学
技
術
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
技
術
は
生
殖
補
助
医
療
技
術
(
宮
丘
三
包
『

4
5
E
E認

定
与
吉
一
o
匂

A
R
T
)
と
総
称
さ
れ
て
い
ま
す
。
生
殖
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
、
あ
る
程
度
技

術
的
に
可
能
と
な
り
、
か
つ
利
用
し
た
い
と
い
う
人
々
の
欲
求
が
あ
る
以
上
、
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
技
術

が
開
発
さ
れ
続
け
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
個
人
の
欲
望
や
市
場
の
論
理
優
先
の
流

れ
に
対
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
か
ら
賛
否
の
議
論
が
な
さ
れ
る
中
、
浄
土
宗
教
師
と
し
て
も
、
こ
の
問

題
に
ど
の
よ
う
な
ス
タ
ン
ス
で
対
応
す
べ
き
か
が
、
今
、
問
わ
れ
て
い
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

こ
の
問
題
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
は
、
生
殖
補
助
医
療
の
現
状
を
把
握
し
、
そ
こ
で
何
が
問
題

と
さ
れ
て
い
る
の
か
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。



不
妊
治
療
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
る
の
か

不
妊
と
そ
の
診
断

不
妊
(
円
ロ
『
巾
コ
E
q
)
と
は
、
自
然
な
状
態
で
妊
娠
に
至
れ
な
い
か
、
妊
娠
を
一
定
期
間
以
上
維
持
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
状
態
を
指
し
ま
す
。

W
H
O
に
よ
る
定
義
は
「
避
妊
な
し
で
二
年
以
内
に
妊
娠
に
至

れ
な
い
状
態
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
妊
娠
に
至
れ
な
い
状
態
を
原
発
性
不
妊
、

一
度
以
上
の
妊

娠
・
分
娩
後
妊
娠
に
至
れ
な
い
状
態
を
続
発
性
不
妊
と
し
て
区
別
す
る
考
え
方
も
あ
り
ま
す
。
日
本
に
お

い
て
は
、
正
確
な
統
計
結
果
で
は
な
い
も
の
の
、

一
般
的
に
は
妊
娠
を
望
ん
で
い
る
カ

ッ
プ
ル
の
約
一

O

%
が
不
妊
症
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
厚
生
労
働
省
研
究
班
の
二
O
O
三
年
の
調
査
で
は
、
不
妊
治
療

を
す
る
患
者
は
、
日
本
全
国
で
四
十
六
万
七
千
人
程
度
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
男
性
側
に
問
題

が
あ
る
ケ

1
ス
が
約
四
O
%
、
女
性
側
に
問
題
が
あ
る
ケ

l
ス
が
四
O
%
、
両
性
に
問
題
が
あ
る
ケ

l
ス

が

一
五
%
、
原
因
不
明
な
場
合
が
五
%
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

不
妊
の
診
断
に
つ
い
て
は
、

一
般
の
健
康
調
査
に
加
え
、
血
液
分
析
に
よ
る
ホ
ル
モ
ン
量
の
調
査
、
精

液
の
調
査
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
男
性
不
妊
の
う
ち
、
精
子
の
運
動
性
不
足
・
精
子
欠
乏
症
・
無
精

子
症
な
ど
は
精
液
の
検
査
に
よ
っ
て
診
断
が
可
能
で
す
。
ま
た

Y
遺
伝
子
上
の
問
題
も
不
妊
に
関
与
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
遺
伝
子
を
短
期
間
に
増
幅
さ
せ
て
検
査
す
る

P
C
R
法
に
よ
る
診
断
も
試
み
ら
れ
て
い

2 
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ま
す
。
女
性
不
妊
に
つ
い
て
は
、
甲
状
腺
刺
激
ホ
ル
モ
ン
量
・
女
性
ホ
ル
モ
ン
量
の
分
析
、
女
性
生
殖
器

の
診
断
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

142 

人
工
授
精

精
子
の
運
動
性
や
数
に
問
題
が
あ
っ
て
妊
娠
が
困
難
な
場
合
、
性
交
障
害
が
あ
る
場
合
、
女
性
生
殖
器

の
狭
窄
な
ど
に
よ
っ
て
精
子
の
通
過
性
に
問
題
が
あ
る
場
合
な
ど
に
行
わ
れ
る
不
妊
治
療
法
で
す
。
手
法

と
し
て
、
精
子
を
注
射
器
の
よ
う
な
器
具
を
用
い
て
子
宮
内
に
注
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。

か
つ
て
は
採
取
し
た
精
液
を
そ
の
ま
ま
注
入
し
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
精
液
を
遠
心
分
離
な
ど
に
よ

っ
て
精
製
し
、
活
性
の
高
い
精
子
を
選
別
す
る
な
ど
し
て
、
効
率
向
上
と
副
作
用
の
低
減
を
図
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
と
き
、
女
性
側
に
対
し
て
は
、
卵
細
胞
の
活
性
化
や
排
卵
誘
発
剤
の
投
与
が
し
ば
し
ば
行
わ
れ

ま
す
。
精
子
の
提
供
者
に
よ
っ
て
、
配
偶
者
間
人
工
授
精
(
〉
E
m巳
同
二
口
百
ヨ
一

E
C
8
5
出

5
E
E

A
I
H
)
・
非
配
偶
者
間
人
工
授
精
(
〉

E
r
E
F
E
E
E氏
g
S
ロ
8
2
A
I
D
)
に
区
別
さ
れ
て

い
ま
す
。
重
症
の
精
子
欠
之
症
や
無
精
子
症
で
治
療
が
見
込
め
な
い
場
合
に
は
、
ド
ナ
!
の
精
子
を
用
い

る
A
I
D
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
日
本
で
は
一
九
四
九
年
八
月
、
慶
応
義
塾
大
学
の
安
藤
教
授
に
よ
り
初

の
A
I
D
児
が
誕
生
し
て
以
来
、
現
在
ま
で
一
万
人
以
上
の
児
が
出
生
し
て
い
る
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。



糟
子
の
提
供
に
よ
る
精
子
パ
ン
ク

ヒ
ト
精
子
の
凍
結
保
存
は
、

一
九
四

0
年
代
に
技
術
が
開
発
さ
れ
ま
し
た
。
精
子
凍
結
保
存
の
利
用
価

値
は
、
一
般
に
は

A
I
H
の
と
き
に
、
充
分
な
精
子
数
が
得
ら
れ
な
い
よ
う
な
症
例
に
お
い
て
、
精
子
を

複
数
回
採
取
し
、
凍
結
・
融
解
し
た
も
の
を
ま
と
め
て
使
用
す
る
場
合
や
、
化
学
療
法
や
放
射
線
療
法
に

入
る
前
に
患
者
の
精
子
を
保
存
し
て
お
く
な
ど
の
場
合
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
精
子
凍
結
保
存

の
最
大
の
利
用
法
は

A
I
D
へ
の
適
応
で
す
。
凍
結
技
術
の
確
立
に
よ
っ
て
、
生
殖
補
助
医
療
界
で
は
精

子
パ
ン
ク
設
立
へ
と
つ
な
が
り
ま
し
た
。

体
外
受
精

体
外
受
精
(
宮
〈
宵

o
F
E
-
-
N
E
B
-
v
F
l
E
T
)
と
は
不
妊
治
療
の
一
つ
で
、
通
常
は
体
内
で

行
わ
れ
る
受
精
を
体
の
外
で
行
う
方
法
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
受
精
し
、
分
裂
し
た
卵
(
匪
)
を
子
宮
内

に
移
植
す
る
こ
と
を
含
め
て
体
外
受
精
・
匪
移
植
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
卵
管
閉
塞
な
ど
の
器
質
的
原
因
に

対
す
る
治
療
法
と
し
て
用
い
ら
れ
る
他
、
タ
イ
ミ
ン
グ
法
や
人
工
授
精
を
試
み
て
も
妊
娠
に
至
ら
な
か
っ

た
場
合
に
用
い
ら
れ
ま
す
。
こ
の
治
療
法
で
は
、
通
常
は
精
子
を
自
然
受
精
さ
せ
ま
す
が
、
精
子
欠
乏
症
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な
ど
精
子
側
の
受
精
障
害
が
あ
る
場
合
に
は
、
顕
微
授
精
(
多
く
の
場
合
、
卵
細
胞
質
内
精
子
注
入
法

I
C
S
I
)
を
行
い
ま
す
。
自
然
で
の
人
間
の
周
期
あ
た
り
妊
娠
率
は
平
均
一
五
%
前
後
で
す
が
、

I
V

F
|
E
T
の
場
合
二
五
%
程
度
に
向
上
し
ま
す
。

こ
の
体
外
受
精
の
技
術
は
、
人
工
授
精
の
場
合
と
同
様
、
精
子
の
提
供
者
に
よ
っ
て
、
配
偶
者
間
と
非

*
 

配
偶
者
聞
に
区
別
さ
れ
ま
す
が
、
日
本
産
科
婦
人
科
学
会
は
一
九
八
三
年
に
見
解
を
発
表
、
こ
の
技
術
適

用
は
原
則
と
し
て
配
偶
者
間
に
限
ら
れ
る
も
の
と
し
、
非
配
偶
者
間
に
歯
止
め
な
く
広
が
る
こ
と
を
防
止

し
て
い
ま
す
。
諸
外
国
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
表

1
に
ま
と
め
ま
し
た
。

*

「日
本
産
科
婦
人
科
学
会
会
告
」
(
「
体
外
受
精
並
び
に
匪
移
植
等
」
に
関
す
る
見
解
)
。

卵
子
提
供

体
外
受
精
技
術
の
開
発
に
よ
り
、
卵
子
を
体
外
に
取
り
出
し
て
受
精
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
と
、
提
供
精
子
に
よ
る
妊
娠

・
出
産
と
同
じ
く
、
第
三
者
の
提
供
卵
子
に
よ
っ
て
妊
娠
・
出
産
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
卵
子
提
供
を
受
け
る
医
学
的
な
適
応
と
し
て
は
、

(
1
)
性
染
色
体
異
常
な
ど
で
先
天
的
に
卵
巣
が
形
成
さ
れ
て
い
な
い
場
合

(
2
)
後
天
的
に
卵
巣
の
機
能
を
失
い
、
卵
子
が
得
ら
れ
な
い
場
合

144 



表1 各国における体外受精・匹移植の規制状況

国名 立法化 ガイドライン 規制なし 婚姻形態

日本 。 結婚

アイルランド 。 結婚

アメリカ合衆国 。 事実婚

アルゼンチン 。 不問(男女間)

イギリス 。 不問

イスラエル 。 事実婚

イタリア 。 不問

イラン 。 結婚

エジプト 。 。 結婚

オーストラリア (西) 。 事実婚

オーストフリア (南) 。 不問

オーストラリア 。 事実婚
(ピクトリア)

オーストラリア 。 事実婚
(その他)

オーストリア 。 事実婚

オフンダ 。 不問

カナダ 。 不問

韓国 。 結婚

ギリシア 。 結婚

サウジアラビア 。 結婚

シンガポール 。 (0) 結婚

スイス 。 事実婚

スウェーデン 。 事実婚

スペイン 。 不問(18歳以上)

台湾 。 結婚

チェコ共和国 。 事実婚

デンマーク 。 不問(男女間)

ドイツ 。 事実婚

トルコ 。 結婚

ノルウェー 。 事実婚

ハンガリー 。 事実婚
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フィンフンド 。 事実婚.独身女性

プラジル 。 事実婚

フランス 。 事実婚(男女間)

ベルギー 。 不問

ポーランド 。 事実婚

ポルトガル (0) 。 事実婚

香港 。 結婚

南アフリカ 。 不問

メキシコ 。 事実婚

ヨルダン (0) 。 結婚

*菅沼信彦著 『生殖医療J(名古屋大学出版会.2001) p.l53およ
び Cohen.J. & ]ones. H.W. 2∞4." Worldwide Legislation". in 
Textbook of Assisted Reproductive Techniques. ed. David K 

Gardner et al. London: Taylor & Francis. p. 918.より作成。

が
、
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
卵
子
を
採
取
で
き
て
も
、
卵

子
が
原
因
で
妊
娠
に
至
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
場
合
に
も
提

供
卵
子
を
用
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

精
子
提
供
の
場
合
は
、
提
供
す
る
側
に
身
体
的
リ
ス
ク

は
特
に
考
え
ら
れ
ず
、
凍
結
保
存
も
可
能
な
の
で
時
間
的

制
約
も
少
な
い
で
す
が
、
卵
子
提
供
と
な
る
と
、
提
供
者

に
対
す
る
排
卵
誘
発
剤
の
投
与
、
採
卵
の
た
め
の
麻
酔
や

手
術
な
ど
身
体
的
な
危
険
が
生
じ
ま
す
。
採
卵
の
タ
イ
ミ

ン
グ
は
、
移
植
さ
れ
る
側
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
合
わ
せ
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
時
間
的
制
約
は
大
き
い
も
の
と
な
り
ま
す
。

現
時
点
に
お
い
て
未
受
精
卵
の
凍
結
保
存
は
技
術
的
に
困

難
な
た
め
「
卵
子
パ
ン
ク
」
な
る
も
の
は
存
在
し
ま
せ
ん
。
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凍
結
受
精
卵

現
在
で
は
、
体
外
受
精
で
受
精
し
た
卵
を
凍
結
保
存
す



る
技
術
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
匪
移
植
し
た
残
り
の
卵
(
余
剰
卵
)
や
卵
巣
過
剰
刺
激
症
候
群
や
子
宮
内

膜
が
薄
い
な
ど
、
何
ら
か
の
理
由
で
匪
移
植
で
き
な
か
っ
た
卵
を
液
体
チ
ッ
ソ
で
凍
結
保
存
す
る
技
術
で

す
。
余
剰
卵
を
凍
結
し
て
お
く
と
、
毎
回
採
卵
し
な
く
て
も
凍
結
卵
を
解
凍
し
て
匪
移
植
を
し
、
妊
娠
を

成
立
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
が
可
能
で
す
。
移
植
の
と
き
に
解
凍
し
ま
す
が
、
こ
の
凍
結
解
凍
に
よ
っ
て
卵

の
状
態
が
悪
く
な
る
こ
と
も
あ
り
、
凍
結
卵
に
よ
っ
て
妊
娠
し
た
場
合
、
流
産
、
子
宮
外
妊
娠
、
新
生
児

の
異
常
等
が
起
き
る
場
合
も
あ
り
、
安
全
性
が
確
立
し
て
い
る
と
は
一
吉
守
え
ま
せ
ん
。

減
数
(
減
胎
)
手
術

多
胎
妊
娠
し
た
場
合
の
妊
娠
初
期
に
一
部
の
胎
児
を
妊
娠
中
絶
す
る
手
術
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。
減
胎

手
術
と
も
呼
ば
れ
、
妊
娠
三
ヶ
月
頃
ま
で
に
行
わ
れ
ま
す
。
多
胎
妊
娠
の
原
因
は
、
排
卵
誘
発
剤
の
使
用

ゃ
、
体
外
受
精
時
に
多
数
の
受
精
卵
を
子
宮
へ
戻
す
こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
り
ま
す
。

着
床
前
遺
伝
子
診
断

受
精
卵
、
あ
る
い
は
そ
れ
が
少
数
細
胞
に
ま
で
発
生
が
進
ん
だ
段
階
で
、
そ
の
遺
伝
子
を
解
析
し
、
将

来
起
こ
り
う
る
重
篤
な
病
気
・
障
害
の
有
無
を
診
断
す
る
こ
と
を
着
床
前
診
断
(
受
精
卵
診
断
)
と
言
い
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ま
す
。
体
外
受
精
し
た
場
合
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
遺
伝
子
が
特
定
さ
れ
て
い
る
遺
伝
病
や
染

色
体
異
常
等
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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代
理
母
出
産

代
理
母
出
産
は
、
卵
子
提
供
者
が
誰
か
に
よ
っ
て
以
下
の
二
種
類
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

(
1
)
司
包
E
o
E
Z
Z円
『

om白
♀
:
・
夫
の
精
子
(
も
し
く
は
精
子
パ
ン
ク
)
を
使
用
し
て
代
理
母
が
人

工
授
精
を
行
い
、
出
産
す
る
場
合
を
言
い
ま
す
。
「
サ
ロ
グ

l
ト
マ
ザ

l
」
と
も
言

い
ま
す
。

(
2
)
の
g
g己
OE-∞
己
『
円

om白
♀
・
:
代
理
母
と
は
遺
伝
的
に
つ
な
が
り
の
無
い
受
精
卵
を
子
宮
に
入
れ
、

出
産
す
る
場
合
を
言
い
ま
す
。
「
ホ
ス
ト
マ
ザ

l
」
と
も
言
い
ま
す
。
以
前
は
、
「
借
り
腹
」
と
呼

ば
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
言
葉
に
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
印
象
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
在
は
あ
ま
り
使

用
さ
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

こ
の
場
合
に
は
、
以
下
四
通
り
の
出
産
方
法
が
あ
り
ま
す
。

1
.
夫
婦
の
受
精
卵
を
代
理
母
の
子
宮
に
入
れ
、
出
産
し
ま
す
。

2
.
第
三
者
か
ら
提
供
さ
れ
た
卵
子
と
夫
の
精
子
を
体
外
受
精
し
、

に
入
れ
、
出
産
し
ま
す
。

そ
の
受
精
卵
を
代
理
母
の
子
宮



3
.
第
三
者
か
ら
提
供
さ
れ
た
精
子
と
妻
の
卵
子
を
体
外
受
精
し
、
そ
の
受
精
卵
を
代
理
母
の
子
宮

に
入
れ
、
出
産
し
ま
す
。

4
.
第
三
者
か
ら
提
供
さ
れ
た
精
子
と
卵
子
を
体
外
受
精
し
、
そ
の
受
精
卵
を
代
理
母
の
子
宮
に
入

れ
、
出
産
し
ま
す
。

出
自
を
知
る
権
利

二
O
O
O年
十
二
月
に
、
厚
生
科
学
審
議
会
先
端
医
療
技
術
評
価
部
会
・
生
殖
補
助
医
療
技
術
に
関
す

る
専
門
委
員
会
は
「
精
子
・
卵
子
・
匪
の
提
供
等
に
よ
る
生
殖
補
助
医
療
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
報
告

書
」
を
提
出
し
ま
し
た
。
「
報
告
書
」
で
は
、
「
非
配
偶
者
提
供
に
よ
る
精
子
・
卵
子
・
匪
を
用
い
る
生
殖

補
助
医
療
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
子
が
、
将
来
に
自
分
の
出
自
に
つ
い
て
知
る
権
利
(
出
自
を
知
る
権

利
)
」
の
重
要
性
に
一
定
の
理
解
を
示
し
な
が
ら
も
、
提
供
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
を
重
視
す
る
た
め
、

従
来
通
り
の
匿
名
性
を
保
持
す
る
原
則
を
支
持
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
「
報
告
書
」
の
内
容

を
具
体
的
制
度
に
発
展
さ
せ
る
た
め
翌
年
六
月
に
設
置
さ
れ
た
、
厚
生
科
学
審
議
会
生
殖
補
助
医
療
部
会

で
は
、
子
ど
も
の
権
利
を
擁
護
す
る
観
点
、
心
理
学
的
観
点
、
福
祉
的
観
点
か
ら
、
生
ま
れ
る
子
の
出
自

を
知
る
権
利
を
認
め
、
生
殖
補
助
医
療
の
制
度
づ
く
り
の
提
言
を
し
た
報
告
書
を
二

O
O三
年
に
ま
と
め
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ま
し
た
。

150 

不
妊
治
療
の
経
済
面

人
工
授
精
の
場
合
、
一
回
に
つ
き
数
万
円
、
体
外
受
精
の
場
合
は
一
回
に
つ
き
数
十
万
円
の
費
用
が
か

か
り
ま
す
。
二

O
O八
年
現
在
、
日
本
で
は
人
工
授
精
は
健
康
保
険
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
が
、
「
特
定

不
妊
治
療
」
に
対
す
る
公
的
補
助
と
し
て
、
地
方
自
治
体
な
ど
に
よ
り
費
用
の
一
部
負
担
が
行
わ
れ
て
い

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、

E
U諸
国
で
は
北
欧
地
方
を
中
心
に
全
面
的
に
公
的
補
助
の
対
象
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

3 

生
殖
補
助
医
療
技
術
に
つ
い
て
の
意
識
調
査

二
O
O
二
年
に
厚
生
労
働
科
学
研
究
費
補
助
金
を
用
い
た
「
生
殖
補
助
医
療
技
術
に
対
す
る
国
民
の
意

識
に
関
す
る
研
究
」
が
お
こ
な
わ
れ
、
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
報
告
書
調
査
結
果
か
ら
一吉守
え
る

こ
と
は
、
産
婦
人
科
医
(
体
外
受
精
を
お
こ
な
っ
て
い
る
医
師
と
そ
れ
以
外
の
医
師
)
、
小
児
科
医
、
不

妊
治
療
を
受
け
て
い
る
患
者
と
一
般
の
国
民
と
の
間
で
は
、
大
き
な
意
識
の
ズ
レ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
ど
う
し
て
も
子
ど
も
が
欲
し
く
て
た
ま
ら
な
い
夫
婦
と
、
最
先
端
の
生
殖
補
助
医
療
に
の
め
り
込
む
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医
師
と
い
う
構
図
の
一
方
で
、
「
子
ど
も
が
い
な
く
て
も
人
生
に
は
い
く
つ
も
の
選
択
が
あ
る
」
「
自
然
が

一
番
」
「
で
き
な
け
れ
ば
養
子
を
も
ら
え
ば
」
と
い
う
そ
の
他
多
く
の
人
々
の
意
見
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
に
よ
っ
て
こ
の
問
題
に
対
す
る
回
答
は
異
な
り
、
現
時
点
で
国
民
の
考
え
を
一
つ
に
ま
と
め

る
こ
と
は
到
底
不
可
能
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

5 

そ
の
他
の
生
殖
補
助
按
術

産
み
分
け

産
み
分
け
は
、
男
女
ど
ち
ら
か
の
性
別
の
子
ど
も
を
希
望
す
る
夫
婦
が
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
科

学
的
な
根
拠
を
持
つ
技
術
、
ま
た
は
そ
の
技
術
を
用
い
る
こ
と
を
言
い
ま
す
。
科
学
的
根
拠
を
有
す
る
確

実
な
方
法
は
、
体
外
受
精
の
手
法
を
用
い
た
着
床
前
診
断
だ
け
で
す
が
、

産
み
分
け
の
目
的
で
こ
の
手
法

を
用
い
る
こ
と
は
日
本
産
科
婦
人
科
学
会
が
禁
止
し
て
い
る
た
め
、
日
本
国
内
で
は
公
然
と
は
行
わ
れ
て

そ
の
他
、
世
間
一
般
に
流
布
し
て
い
る
方
法
は
、
民
間
療
法
に
過
ぎ
な
い
と
き守
え
ま
す
。

い
ま
せ
ん
。

デ
ザ
イ
ナ
ー
ベ
イ
ビ
l

デ
ザ
イ
ナ
ー
ベ
ビ
l

(斥
丘
町
山
口

R
E
σ
可
)
と
は
、
受
精
卵
の
段
階
で
遺
伝
子
操
作
を
行
な
う
こ
と
に
よ
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っ
て
、
親
が
望
む
外
見
や
体
力
・
知
力
等
を
持
た
せ
た
子
ど
も
の
総
称
の
こ
と
で
す
。
親
が
そ
の
子
ど
も

の
特
徴
を
ま
る
で
デ
ザ
イ
ン
す
る
か
の
よ
う
で
あ
る
た
め
そ
う
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
デ
ザ
イ
ナ
ー
チ
ヤ
イ

ル
ド
室
内
白
石
ロ

2
S
E
)、
ジ

l
ン
リ
ッ
チ

(
m
g
m
号
『
)
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
本
来
、
受
精
卵
の

遺
伝
子
操
作
は
遺
伝
的
疾
病
を
回
避
す
る
こ
と
を
主
目
的
に
論
じ
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
親
の
「
よ
り
優

れ
た
子
ど
も
を
」
と
い
う
欲
求
に
従
い
、
外
見
的
特
長
や
知
力
・
体
力
に
関
す
る
遺
伝
子
操
作
も
論
じ
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
ク
ロ
ー
ン
人
間
と
は
違
い
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
ベ
ビ
ー
を
産
み
出
す
た
め
に

ク
ロ
ー
ン
技
術
は
不
要
で
す
が
、
技
術
的
に
も
倫
理
的
に
も
強
く
問
題
視
さ
れ
て
お
り
、
現
在
は
お
こ
な

わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

生
殖
補
助
医
療
の
問
題
点

生
殖
補
助
医
療
の
何
が
問
題
な
の
か

こ
こ
で
は
、
前
項
で
記
述
し
た
生
殖
補
助
医
療
技
術
が
抱
え
る
問
題
点
に
つ
い
て
、
前
項
で
挙
げ
た
項

目
に
沿
っ
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
前
に
不
妊
と
そ
の
治
療
そ
の
も
の
が
抱
え
る
問
題
点

に
つ
い
て
最
初
に
触
れ
て
お
き
ま
す
。
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不
妊
そ
の
も
の
が
引
き
起
こ
す
問
題

不
妊
に
よ
っ
て
夫
婦
の
仲
に
問
題
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
不
妊
治
療
は
夫
婦
仲
の
改
善
に
有

効
で
あ
る
場
合
と
逆
効
果
で
あ
る
場
合
の
両
方
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
不
妊
治
療
が
差
恥
心
を
刺
激

す
る
と
の
指
摘
も
あ
り
ま
す
。
特
に
閉
鎖
的
な
社
会
に
お
い
て
は
、
不
妊
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
社
会
的

な
圧
力
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
、
問
題
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。
特
に
、
不
妊
の
原
因
は
男
女
ほ
ぽ
半
々
で

あ
る
の
に
、
社
会
的
な
圧
力
は
女
性
側
に
向
け
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
女
性
に
と
っ
て
過
大
な
ス
ト

レ
ス
の
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

精
子
パ
ン
ク

精
子
凍
結
保
存
技
術
の
開
発
に
よ
り
、

A
I
D
に
お
け
る
精
子
の
安
定
供
給
が
実
現
し
た
と
同
時
に
、

精
子
を
望
む
人
々
に
対
し
、
要
望
に
合
わ
せ
た
精
子
を
そ
れ
に
見
合
う
金
額
で
用
意
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
需
要
と
供
給
の
関
係
の
上
で
成
立
し
て
い
る
精
子
パ
ン
ク
の
医
療
ビ
ジ
ネ
ス
的

側
面
を
否
定
す
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
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卵
子
提
供

卵
子
提
供
は
、
そ
の
仕
組
み
か
ら
提
供
者
が
極
端
に
不
足
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
精
子
パ
ン
ク
同
様
、

卵
子
提
供
ビ
ジ
ネ
ス
が
台
頭
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

卵
子
提
供
の
問
題
点
は
、
精
子
提
供
よ
り
も
さ
ら
に
身
体
的
に
リ
ス
ク
を
伴
う
た
め
、
そ
の
代
償
費
用

が
高
額
と
な
り
ビ
ジ
ネ
ス
化
す
る
こ
と
や
、
精
子
提
供
の
場
合
と
同
様
、
子
ど
も
の
法
的
地
位
や
親
子
関

係
、
ド
ナ
!
の
匿
名
性
な
ど
が
問
題
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
卵
子
提
供
に
よ
っ
て
高
齢
者
の
妊
娠
が
増
加

す
る
と
、
妊
娠
中
あ
る
い
は
出
産
時
の
合
併
症
が
増
加
す
る
危
険
も
高
ま
り
ま
す
。

減
数
(
減
胎
)
手
術

減
数
手
術
と
は
、
い
わ
ば
胎
児
を
間
引
き
す
る
と
い
う
発
想
と
も
き
ヲ
へ
母
体
保
護
法
の
妊
娠
中
絶
手

術
の
定
義
に
反
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
倫
理
的
な
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

厚
生
労
働
省
・
生
殖
補
助
専
門
委
員
会
/
部
会
は
そ
の
報
告
書
の
な
か
で
、

①
原
則
と
し
て
は
行
わ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
た
め
母
体
保
護
法
の
改
正
に
よ
り
、
人
工
妊
娠
中
絶
の

規
定
を
改
め
る
必
要
は
な
い
。

②
多
胎
妊
娠
の
予
防
措
置
を
講
じ
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
や
む
を
え
ず
多
胎
(
四
胎
以
上
、

止
む
を
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え
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
三
胎
以
上
)
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
母
子
の
生
命
健
康
の
保
護
の
観
点

か
ら
、
実
施
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
認
め
ら
れ
う
る
。

③
減
数
手
術
の
適
応
と
内
容
に
つ
い
て
は
、
母
子
の
生
命
保
護
の
観
点
か
ら
個
別
に
慎
重
に
判
断
す

べ
き
も
の
で
あ
る
。

と
、
条
件
っ
き
容
認
の
見
解
を
出
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
実
施
条
件
が
厳
格
に
守
ら
れ
る
た
め
に
は
、
行

政
ま
た
は
学
会
に
お
い
て
、
こ
れ
を
ル
1
ル
化
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
受
け
て
日
本
産
科
婦
人
科
学
会
で
は
、
不
妊
治
療
に
お
い
て
、
受
精
卵
を
体
外
か
ら
子
宮
に
戻

す
個
数
に
つ
い
て
、
今
ま
で
三
つ
ま
で
と
し
て
い
た
の
を
、
原
則
と
し
て
一
つ
に
制
限
す
る
新
指
針
案
を

二
O
O
八
年
二
月
に
ま
と
め
、
四
月
の
総
会
で
正
式
決
定
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
二
つ
以
上
を
戻
し

た
場
合
も
出
産
の
確
率
に
違
い
が
な
い
と
い
う
臨
床
報
告
に
基
づ
く
判
断
で
す
。
こ
れ
が
実
施
さ
れ
る
よ

う
に
な
れ
ば
、
多
胎
妊
娠
の
場
合
の
減
数
手
術
の
必
要
が
な
く
な
り
ま
す
。
但
し
、
高
齢
に
な
る
と
妊
娠

率
が
落
ち
る
た
め
、
三
十
五
歳
以
上
の
場
合
や
、
二
回
以
上
妊
娠
で
き
て
い
な
い
場
合
は
二
つ
で
も
よ
い

と
い
う
例
外
規
定
を
設
け
る
予
定
で
す
。
海
外
で
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
が
す
で
に
二

O
O三
年
に
原
則
一

つ
を
法
で
定
め
て
お
り
、
英
国
で
も
同
様
の
法
制
定
手
続
き
を
進
め
て
い
ま
す
。
米
国
で
は
、
学
会
が
一

つ
か
ら
二
つ
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。
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着
床
前
診
断

問
題
点
を
整
理
す
る
と
、
下
記
の
二
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

一
つ
目
は
、
遺
伝
性
疾
患
擢
患
児
の
出
生
の
回
避
と
生
殖
補
助
医
療
の
質
の
向
上
と
い
う
二
つ
の
医
学

的
適
応
を
区
別
し
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

二
つ
目
は
、
遺
伝
性
疾
患
擢
患
児
の
出
生
の
回
避
に
限
っ
て
み
た
場
合
、
当
該
疾
患
の
重
篤
度
判
定
基

準
は
な
く
、
個
々
の
疾
患
ご
と
に
判
定
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
慶
臆
義
塾
大
学
で
は
ロ

cnzz型

筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
に
関
し
て
着
床
前
診
断
の
施
行
に
つ
い
て
倫
理
委
員
会
で
承
認
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
一
方
で
、
名
古
屋
市
立
大
学
で
は
筋
緊
張
型
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
に
つ
い
て
着
床
前
診
断
の
実
施
は
不

許
可
と
な
っ
て
い
ま
す
。

日
本
産
科
婦
人
科
学
会
で
は
、
受
精
卵
診
断
の
対
象
を
、
成
人
ま
で
生
き
る
こ
と
が
出
来
る
か
ど
う
か

と
い
う
レ
ベ
ル
の
重
い
遺
伝
病
に
限
っ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
診
断
は
遺
伝
子
に
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、

診
断
の
対
象
を
フ
リ
ー
に
す
れ
ば
、
優
れ
た
も
の
だ
け
を
残
そ
う
と
す
る
方
向
へ
道
を
開
く
こ
と
に
な
る

か
ら
で
す
。
当
学
会
で
は
、
一
九
九
八
年
に
「
着
床
前
診
断
に
関
す
る
会
告
」
を
発
表
し
、
こ
の
会
告
に

違
反
し
た
医
師
を
除
名
処
分
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
現
在
も
新
し
い
指
針
作
成
の
た
め
に
、
「
出
生
前
に
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表2 着床前診断に対する各国の対応
(科学技術文明研究所/朝日新開 2004年2月23日)

国名 規制の根拠
実施の可否.

性別選択 実績
条件

日本産科婦人 重い遺伝性疾
無申請の3件

日本 科学会の会告 患に限り.個 原則禁止

(指針) 別に審査
が判明。

ヒトの受精・
子供の福祉に

医研究法 (90
英国 年).着床前

配慮. 重い遺 医学的理由の 01年までに約

診 断の指針
伝性疾患に限 み可 50人出生。

(02年)など
定を期待

フラ ンス
保健医療法典 不治の重い遺 医学的理由の 99 -00年に
(94年) 伝性疾患 み可 260件申請。

ヒト受精卵の
早期死亡の恐

取り扱いに
れがあり.治

医学的理由の
01年までに33

スウェーデン
関する法 (91

療できない重
み可

組が受診. 14 

年)など
い進行性の遺 人出生。

伝性疾患

ドイ ツ
Jlf保護法 (90事実上禁止
年) (議論中)

スイ ス
生殖 医学 法

禁止
(98年)

オーストリア
生 殖医 学 法

禁止
(92年)

ほとんどの州

米国 連邦法なし
は規制なし

州により差?不明
一部の州は規

伽l
生命倫理およ

大統領令で定
01年7月まで

び安全性に関 に三星 第一
韓国

する法律 (03
める遺伝性疾 未定

病院で65人出
年成立)

恵、
生。

オーストラリア 不妊治療法
遺伝性障害 ・

医学的理由の
。

(ピクトリ7州)(95年)など
疾患 (詳細な

み可
受診.32人出

リスト) 生。

*森崇英著 『生殖の生命倫理学一科学と倫理の止揚を求めて-J(永
井書庖.2005) p.49より引用。
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行
わ
れ
る
検
査
お
よ
び
診
断
に
関
す
る
見
解
(
案
)
」
を
発
表
し
、
検
討
を
続
け
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
一
方
海
外
で
は
、
ア
メ
リ
カ
を
は
じ
め
、
す
で
に
数
千
例
以
上
の
受
精
卵
診
断
が
実
施

さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
(
主
要
国
に
お
け
る
規
制
の
状
況
に
つ
い
て
は
表
2
を
参
照
)
。
こ
う
し
た

状
況
が
、
圏
内
で
の
学
会
会
告
に
違
反
し
て
強
行
突
破
を
推
進
し
た
可
能
性
は
否
定
で
き
ま
せ
ん
。
現
に

当
学
会
は
ニ

O
O
六
年
に
習
慣
流
産
に
対
す
る
着
床
前
診
断
に
つ
い
て
「
染
色
体
転
座
に
起
因
す
る
習
慣

流
産
を
着
床
前
診
断
の
対
象
と
す
る
」
と
も
発
表
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
重
篤
な
遺
伝
病
に
限
定
さ
れ

て
い
た
着
床
前
診
断
を
一
歩
進
め
た
こ
と
に
な
り
、
こ
の
発
表
も
現
状
の
実
施
状
況
に
合
わ
せ
る
た
め
に

後
か
ら
出
さ
れ
た
も
の
と
い
え
ま
す
。
今
後
、
重
篤
な
遺
伝
病
↓
習
慣
流
産
↓
ダ
ウ
ン
症
排
除
と
い
う
具

合
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
く
な
る
危
険
性
は
否
定
で
き
ま
せ
ん
。

代
理
母
出
産

代
理
母
出
産
に
つ
い
て
は
、
生
殖
補
助
医
療
の
進
展
を
受
け
て
日
本
産
科
婦
人
科
学
会
が
一
九
八
三
年

十
月
に
決
定
し
た
会
告
に
よ
り
自
主
規
制
が
行
わ
れ
て
い
る
た
め
、
国
内
で
は
原
則
と
し
て
実
施
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
代
理
母
出
産
そ
の
も
の
を
規
制
す
る
法
制
度
は
現
在
ま
で
未
整
備
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
制
度
の
不
備
を
突
く
形
で
、
諏
訪
マ
タ
ニ
テ
ィ
l
ク
リ
ニ

ッ
ク
(
長
野
県
下
諏
訪
町
)
の
根
津
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八
紘
院
長
が
、
国
内
初
の
代
理
母
出
産
を
実
施
し
、
二

O
O
一
年
五
月
に
こ
れ
を
公
表
し
ま
し
た
。
ま
た
、

タ
レ
ン
ト
の
向
井
亜
紀
が
、
圏
内
の
自
主
規
制
を
避
け
る
形
で
海
外
で
の
代
理
母
出
産
を
依
頼
す
る
こ
と

を
大
々
的
に
公
表
し
、
こ
れ
を
実
行
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
事
件
に
よ
り
、
代
理
母
出
産
は
、
そ
の
是
非

も
含
め
て
社
会
的
な
注
目
を
集
め
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
に
対
応
す
る
た
め
、
日
本
学
術
会
議
の
生
殖
補
助
医
療
の
在
り
方
検
討
委
員
会
は
、
二

O
O八
年
四
月
、
代
理
出
産
の
原
則
禁
止
を
盛
り
込
ん
だ
「
生
殖
補
助
医
療
法
」
(
仮
称
)
を
さ
だ
め
る

よ
う
求
め
た
最
終
報
告
書
を
ま
と
め
、
厚
生
労
働
省
及
び
法
務
省
に
提
出
し
ま
し
た
。
こ
の
報
告
書
で
は
、

法
律
で
営
利
目
的
の
代
理
出
産
を
あ
っ
せ
ん
し
た
業
者
や
医
師
、
依
頼
者
を
処
罰
対
象
と
す
る
一
方
、
公

的
機
関
の
厳
格
な
管
理
の
下
、
子
宮
が
機
能
し
な
い
な
ど
、
代
理
出
産
以
外
に
自
分
の
子
を
産
む
方
法
が

な
い
者
に
対
す
る
救
済
措
置
と
し
て
、
試
行
(
臨
床
試
験
)
の
道
も
残
し
て
い
ま
す
。
こ
の
試
行
に
よ
る

代
理
出
産
で
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
場
合
、
生
ん
だ
女
性
を
母
親
と
規
定
し
、
外
国
で
生
ま
れ
た
ケ
!
ス
も

含
め
、
依
頼
者
と
の
親
子
関
係
は
養
子
や
特
別
養
子
の
縁
組
で
認
め
る
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
す
で

に
厚
生
労
働
省
の
審
議
会
や
日
本
産
科
婦
人
科
学
会
の
会
告
で
も
同
様
の
代
理
出
産
原
則
禁
止
が
打
ち
出

さ
れ
て
き
た
の
に
、
国
会
で
の
議
論
は
異
論
噴
出
に
よ
り
棚
上
げ
さ
れ
た
状
態
に
な
っ
て
お
り
、
今
回
の

報
告
書
が
す
ぐ
に
立
法
化
を
促
す
こ
と
に
な
る
か
と
い
え
ば
、
疑
問
と
い
え
ま
す
。
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不
妊
治
療
に
対
す
る
賛
否

人
工
授
精
な
ど
に
よ
っ
て
子
ど
も
を
得
る
こ
と
は
、
教
義
に
反
す
る
と
い
う
宗
教
的
な
価
値
観
に
立
っ

た
立
場
か
ら
の
批
判
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
非
配
偶
者
間
の
生
殖
補
助
医
療
は
、
家
庭
関
係
を
複
雑
化
さ

せ
、
ひ
い
て
は
社
会
を
不
安
定
化
さ
せ
る
と
い
っ
た
批
判
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
子
ど
も
を
望
む

の
は
人
間
と
し
て
当
然
の
権
利
で
あ
る
と
い
う
主
張
や
、
人
工
授
精
は
少
子
化
対
策
に
有
効
で
あ
る
と
い

う
主
張
も
あ
り
ま
す
。
体
外
受
精
に
つ
い
て
は
、
子
宮
内
に
戻
す
受
精
卵
の
数
は
多
胎
に
よ
る
母
子
へ
の

負
担
(
最
悪
、
母
子
共
に
死
に
至
る
)
を
避
け
る
た
め
、
一
般
的
に
二

i
三
個
に
限
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
と
き
、
よ
り
多
く
の
受
精
卵
が
得
ら
れ
た
場
合
に
は
冷
凍
保
存
ま
た
は
破
棄
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す

が
、
受
精
卵
や
匹
、
あ
る
い
は
減
数
手
術
の
対
象
と
な
る
胎
児
を
「
一
つ
の
生
命
」
と
み
る
立
場
か
ら
は
、

生
命
の
選
別
や
安
易
な
廃
棄
は
許
さ
れ
な
い
と
い
う
倫
理
的
な
批
判
が
あ
り
ま
す
。

次
に
不
妊
治
療
の
中
で
も
代
理
母
出
産
に
対
す
る
意
見
は
さ
ら
に
様
々
で
、

論
を
列
記
し
ま
す
。

2 

以
下
の
と
お
り
批
判
と
反

代
理
母
出
産
に
対
す
る
批
判

・
人
間
に
許
さ
れ
る
行
為
で
は
な
い
、
と
か
公
序
良
俗
に
反
し
て
い
る
と
い
う
批
判
が
あ
り
ま
す
。
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-
代
理
母
出
産
は
、
あ
る
意
味
で
女
性
を
子
ど
も
を
産
む
機
械
と
し
て
扱
う
こ
と
に
な
る
た
め
、
女
性
蔑

視
を
助
長
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
批
判
が
あ
り
ま
す
。

・
母
性
本
能
に
目
覚
め
た
代
理
母
が
子
の
引
き
渡
し
を
拒
否
す
る
事
件
(
ベ
ビ

l
M事
件
)
が
起
き
て
い

る
よ
う
に
、
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
る
危
険
が
あ
る
と
い
う
批
判
が
あ
り
ま
す
。

・
先
進
国
に
お
い
て
も
妊
産
婦
死
亡
が
ゼ
ロ
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
も
明
白
な
と
お
り
、
妊
娠
・
出

産
に
は
最
悪
の
場
合
、
死
亡
に
至
る
リ
ス
ク
(
帝
王
切
開
を
必
要
と
す
る
異
常
妊
娠
や
妊
娠
高
血
圧
症

候
群
等
に
伴
う
ハ
イ
リ
ス
ク
分
娩
、
産
樗
期
の
感
染
症
な
ど
)
が
あ
り
、
ま
た
、
死
亡
に
至
ら
ず
と
も

母
体
に
大
き
な
障
害
が
発
生
す
る
場
合
も
あ
る
た
め
、
こ
の
よ
う
な
リ
ス
ク
を
軽
視
し
、
そ
れ
ら
を
代

理
母
に
負
わ
せ
る
こ
と
に
対
す
る
倫
理
面
か
ら
の
批
判
が
あ
り
ま
す
。

・
障
害
者
差
別
を
助
長
す
る
と
い
う
批
判
が
あ
り
ま
す
。
代
理
母
出
産
で
は
、
妊
娠
時
の
羊
水
染
色
体
検

査
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
障
害
が
み
つ
か
っ
た
場
合
は
強
制
的
に
中
絶
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い

の
で
す
。
ま
た
、
障
害
児
が
生
ま
れ
た
場
合
、
依
頼
者
が
受
け
取
り
を
拒
否
す
る
事
件
も
起
き
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
成
功
率
向
上
の
必
要
も
あ
っ
て
、
受
精
卵
を
子
宮
に
戻
す
前
に
問
題
の
あ
る
受
精
卵
を

排
除
す
る
た
め
の
着
床
前
診
断
が
行
わ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
障
害
イ
コ
ー
ル
悪
い
こ
と
と
い

っ
た
考
え
方
が
、
障
害
書
の
差
別
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
考
え
方
で
す
。
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-
人
種
差
別
を
助
長
す
る
と
い
う
批
判
が
あ
り
ま
す
。
米
国
に
お
い
て
は
、
代
理
母
と
し
て
同
一
人
種
・

同
一
民
族
・
同
一
国
籍
の
女
性
を
求
め
る
傾
向
が
あ
る
た
め
、
(
依
頼
人
に
多
い
)
白
人
に
需
要
が
集

ま
り
、
黒
人
女
性
が
代
理
母
を
つ
と
め
る
場
合
よ
り
も
白
人
女
性
が
代
理
母
を
つ
と
め
る
場
合
の
方
が

契
約
金
が
高
額
に
な
り
ま
す
。
こ
の
現
象
が
黒
人
差
別
を
助
長
す
る
と
い
う
の
で
す
。

・
民
法
上
の
親
子
関
係
を
複
雑
化
す
る
と
い
う
批
判
が
あ
り
ま
す
。
現
在
の
日
本
の
最
高
裁
判
例
に
お
い

て
は
、
「
母
子
関
係
は
分
娩
の
事
実
に
よ
り
発
生
す
る
」
(
最
高
裁
判
所
第
二
小
法
廷
昭
和
三
十
七
年
四

月
二
十
七
日
判
決
、
昭
和
三
十
五
年
(
オ
)
第
一
一
八
九
号
親
子
関
係
存
在
確
認
請
求
事
件
、
民
集

十
六
巻
七
号
一
二
四
七
頁
)
と
の
判
断
が
示
さ
れ
て
お
り
、
遺
伝
子
上
は
他
者
の
子
で
あ
っ
て
も
代
理

母
の
子
と
し
て
扱
わ
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
代
理
母
と
子
と
の
間
で
相
続
上
の
問
題
が
発
生
す
る
こ
と

が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
遺
伝
子
上
の
親
を
実
親
と
し
て
認
め
さ
せ
よ
う
と
い
う
動
き
も
あ
り
ま
す
が
、

生
ま
れ
た
子
が
依
頼
者
・
受
託
者
双
方
と
遺
伝
子
上
の
つ
な
が
り
を
持
た
な
い
ケ
l
ス
が
あ
り
、
単
純

に
遺
伝
子
的
な
つ
な
が
り
の
み
で
親
子
関
係
を
確
定
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

代
理
母
出
産
批
判
へ
の
反
論

・
「
人
間
に
許
さ
れ
る
範
囲
を
超
え
て
い
る
」
と
い
う
指
摘
も
あ
る
が
、

ど
こ
ま
で
が
「
人
間
に
許
さ
れ
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る
こ
と
」
な
の
か
を
一
義
的
に
決
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
反
論
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
夫
婦
と
も
に
健
康
で
通
常
の
妊
娠
出
産
が
可
能
で
あ
る
の
に
代
理
母
出
産
で
の
生
殖
を
行
う

場
合
と
、
子
宮
癌
な
ど
生
死
に
関
わ
る
病
気
を
患
い
、
代
理
母
出
産
の
可
能
性
だ
け
を
生
き
る
望
み
と

し
て
闘
病
生
活
を
乗
り
越
え
て
き
た
女
性
が
代
理
母
出
産
で
の
生
殖
を
行
う
場
合
で
は
、
倫
理
面
で
同

じ
基
準
を
適
用
し
う
る
か
ど
う
か
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・
多
く
の
批
判
は
「
こ
の
よ
う
な
事
例
も
あ
る
」
と
い
う
、
個
々
の
事
例
の
問
題
を
持
ち
出
し
て
、
代
理

母
出
産
の
全
て
が
そ
う
い
っ
た
問
題
を
引
き
お
こ
す
か
の
よ
う
な
議
論

〈滑
り
や
す
い
坂
道
論
と
呼
ば

れ
る
〉
を
行
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
反
論
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
ベ
ビ

l
M
事
件
の
よ
う

な
事
例
が
実
際
に
起
き
て
は
い
る
が
、
全
て
の
代
理
母
が
生
ま
れ
た
子
ど
も
の
引
き
渡
し
を
拒
否
す
る

わ
け
で
は
な
い
と
い
っ
た
も
の
で
す
。

・
人
類
史
を
振
り
返

っ
て
み
た
と
き
、
家
族
の
あ
り
方
は
極
め
て
多
様
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、

代
理
母
出
産
を
批
判
す
る
際
に
し
ば
し
ば
持
ち
出
さ
れ
る
「
家
族
関
係
を
複
雑
化
す
る
」
と
い
う
主
張

は
説
得
力
を
欠
く
と
い
う
反
論
が
あ
り
ま
す
。
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出
自
を
知
る
権
利

出
自
を
知
る
権
利
を
認
め
る
場
合
に
、
以
下
の
よ
う
な
問
題
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
子

ど
も
に
精
子

・
卵
子

・
匪
を
提
供
す
る
人
(
提
供
者
)
の
個
人
情
報
を
ど
こ
ま
で
開
示
す
る
の
か
、
提
供

者
を
特
定
で
き
る
情
報
ま
で
含
め
る
か
否
か
の
問
題
で
す
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
出
自
を
知
る
権
利

の
本
来
の
意
義
か
ら
、
提
供
者
を
特
定
で
き
る
個
人
情
報
も
含
め
る
こ
と
で
厚
生
科
学
審
議
会
生
殖
補
助

医
療
部
会
は
一
致
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
加
え
て
、
提
供
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
充
分
に
考
慮
に
入
れ
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
提
供
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
、
提
供
者
が
個
人
情
報
開
示
に
同
意
す
る
こ
と
に
よ
り

保
護
さ
れ
ま
す
が
、
も
し
も
子
に
開
示
す
る
情
報
を
提
供
者
が
同
意
し
た
情
報
に
限
定
す
る
な
ら
ば
、
提

供
者
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
る
情
報
が
異
な
る
こ
と
に
な
り
、
子
ど
も
が
知
る
情
報
の
範
囲
が
異
な
る
と
い

う
新
た
な
問
題
が
生
じ
ま
す
。
同
意
し
た
情
報
提
供
の
範
囲
に
よ
り
、
親
を
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
子

と
で
き
な
い
子
が
で
さ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
子
の
出
自
を
知
る
権
利
を
認
め
る
制
度
を

つ
く
る
上
で
、
生
ま
れ
て
く
る
子
の
出
自
を
知
る
権
利
と
提
供
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
と
の
間
で
、

ど
の
よ
う
に
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
の
か
と
い
う
困
難
な
課
題
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
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3 

ヒ
ト
E
S細
胞
研
究
の
問
題
点

余
剰
受
精
卵
の
利
用
法
と
し
て
の
ヒ
ト

E
S
細
胞
研
究

匪
性
幹
細
胞
(
何
日
σ
q
g
R
m
R
B
2
-
z
E
S
細
胞
)
と
は
、
動
物
の
発
生
初
期
段
階
で
あ
る
脹
盤

胞
の
一
部
に
属
す
る
内
部
細
胞
塊
よ
り
作
ら
れ
る
幹
細
胞
細
胞
株
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。
生
体
外
に
お
い

て
、
理
論
上
す
べ
て
の
組
織
に
分
化
す
る
全
能
性
を
保
ち
つ
つ
、
ほ
ぽ
無
限
に
増
殖
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
た
め
、
再
生
医
療
へ
の
応
用
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

E
S細
胞
を
樹
立
す
る
に
は
、
受
精
卵
な

い
し
受
精
卵
よ
り
発
生
が
進
ん
だ
匪
盤
胞
ま
で
の
段
階
の
初
期
匪
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ヒ
ト
の
場
合
に

は
不
妊
治
療
の
際
に
採
取
さ
れ
る
受
精
卵
が
材
料
と
な
り
う
る
た
め
に
倫
理
的
な
論
議
を
呼
ん
で
い
ま
す
。

先
進
国
に
お
い
て
は
、
例
え
ば
米
国
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
が
二

O
O
一
年
八
月
に
公
的
研
究
費
に
よ
る
新
た

な
ヒ
ト

E
S細
胞
の
樹
立
を
禁
止
し
て
い
る
よ
う
に
、
い
ず
れ
ヒ
ト
に
な
り
う
る
受
精
卵
を
破
壊
す
る
こ

と
に
対
す
る
倫
理
的
問
題
か
ら
、
現
段
階
で
の
ヒ
ト

E
S細
胞
の
作
製
を
認
め
な
い
国
が
あ
る
一
方
、
パ

ー
キ
ン
ソ
ン
病
、
脳
梗
塞
、
糖
尿
病
な
ど
根
治
の
で
き
な
か
っ
た
疾
患
を
将
来
的
に
治
療
で
き
る
可
能
性

か
ら
、
そ
の
研
究
を
認
め
る
固
な
ど
対
応
が
分
か
れ
て
い
ま
す
。
日
本
に
お
い
て
は
限
定
的
に
認
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
米
国
に
お
い
て
も
、
公
的
研
究
費
を
用
い
な
い
形
で
の
研
究
が
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
幹
細
胞

研
究
所
な
ど
で
行
わ
れ
て
い
る
ほ
か
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
お
い
て
は
、
ア
l
ノ
ル
ド

・
シ
ュ
ワ
ル
ツ
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エ
ネ
ッ
ガ

l
知
事
が
認
め
る
方
向
を
打
ち
出
す
な
ど
大
き
な
社
会
的
議
論
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
受

精
卵
を
用
い
る

E
S
細
胞
の
新
た
な
作
製
を
回
避
す
る
た
め
に
、
次
の
項
に
述
べ
る
よ
う
な
方
法
も
開
発

途
上
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
技
術
が
完
成
す
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
の
倫
理
問
題
に
終
止
符
を
打
つ
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

166 

i
p
S
細
胞
研
究
の
展
望

二
O
O六
年
八
月
二
十
五
日
の
科
学
雑
誌
セ
ル
に
、
京
都
大
学
再
生
医
科
学
研
究
所
の
山
中
伸
弥
教
授

ら
に
よ
る
論
文
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
論
文
に
よ
る
と
山
中
教
授
の
チ
l
ム
は
、
マ
ウ
ス
の
匪
性
繊
維
芽

細
胞
に
四
つ
の
遺
伝
子

(
0
2
ω
k
h
o
H
N
w
つ
冨

V
F
E
R
)
を
導
入
す
る
こ
と
で
、

E
S
細
胞
の
よ
う
に
分

化
多
能
性
を
持
つ
人
工
多
能
性
幹
細
胞

(
E
E
n
E
1
c
号
。
斥
ロ
Z
R
5
2吾

i
p
S
細
胞
)
を
確
立

す
る
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。
山
中
教
授
の
チ
!
ム
は
さ
ら
に
研
究
を
進
め
、
二

O
O七
年
十
一
月
二
十

一
日
、
人
間
の
大
人
の
皮
膚
に
四
種
類
の
遺
伝
子
を
導
入
す
る
だ
け
で
、

E
S
細
胞
に
似
た

i
p
S
細
胞

を
生
成
す
る
技
術
を
開
発
、
こ
れ
を
論
文
と
し
て
セ
ル
で
発
表
し
、
世
界
的
な
注
目
を
集
め
ま
し
た
。
ま

た
時
を
同
じ
く
し
て
、
世
界
で
初
め
て

E
S
細
胞
を
作
成
し
た
ウ
イ
ス
コ
ン
シ
ン
大
学
の
ジ
エ
|
ム
ズ
・

ト
ム
ソ
ン
教
授
も
同
じ
く
人
間
の
皮
膚
に
四
種
類
の
遺
伝
子
を
導
入
す
る
方
法
で
、

i
p
S
細
胞
を
生
成



す
る
論
文
を
発
表
し
ま
し
た
。
こ
の
ニ
チ

l
ム
は
そ
れ
ぞ
れ
個
別
に
研
究
し
て
い
ま
し
た
が
、
奇
し
く
も

同
等
の
研
究
成
果
を
同
じ
日
に
発
表
す
る
に
至
り
ま
し
た
。
こ
の
二
チ

1
ム
の
研
究
成
果
は
、
大
ま
か
な

細
胞
の
作
成
方
法
こ
そ
似
て
い
ま
す
が
、
組
み
込
ん
だ
遺
伝
子
が
一
部
異
な
っ
て
い
ま
す
。

E
S
細
胞
マ

ー
カ
l
の
発
現
量
や
分
化
条
件
な
ど
に
お
い
て

E
S
細
胞
と
異
な
る
点
が
あ
り
、
更
な
る
研
究
が
必
要
だ

と
思
わ
れ
ま
す
が
、
倫
理
的
問
題
が
未
解
決
で
あ
る

E
S
細
胞
に
代
わ
る
技
術
と
し
て
大
き
な
注
目
と
期

待
を
集
め
て
い
ま
す
。

浄
土
宗
教
師
は
ど
の
よ
う
に
対
応
す
べ
き
か

「
い
の
ち
」
の
始
ま
り
に
つ
い
て
の
海
土
宗
の
立
場

生
殖
補
助
医
療
の
現
場
で
も
っ
と
も
問
題
と
な
る
生
命
倫
理
的
課
題
は
、
生
殖
補
助
医
療
技
術
の
利
用

の
過
程
で
発
生
す
る
こ
と
が
あ
る
着
床
前
診
断
の
結
果
に
よ
る
不
良
受
精
卵
の
廃
棄
、
余
剰
匪
の
再
生
医

療
へ
の
利
用
、
多
胎
妊
娠
時
の
減
数
手
術
(
中
絶
)
等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
生
殖
補
助
医
療
技
術
の
利
用

が
始
ま
る
ま
で
は
、
人
間
の
い
の
ち
の
発
生
(
萌
芽
)
は
、
精
子
と
卵
子
の
受
精
と
受
精
卵
の
子
宮
へ
の

着
床
、
す
な
わ
ち
受
胎
と
い
う
現
象
と
し
て
捉
え
ら
れ
、
そ
れ
が
人
間
と
し
て
の
い
の
ち
の
始
ま
り
で
あ
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る
と
い
う
医
学
的
な
解
釈
が
通
説
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
仏
教
や
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
生
命
観
も
こ
の

医
学
的
現
象
を
い
の
ち
の
始
ま
り
と
見
な
し
、
そ
れ
で
事
足
り
て
き
ま
し
た
。
カ
ソ
リ
ッ
ク
の
中
絶
反
対

論
も
こ
の
前
提
に
基
づ
く
も
の
と
言
え
ま
す
。
つ
ま
り
、
人
間
は
い
の
ち
の
始
ま
り
の
時
点
か
ら
人
間
と

し
て
の
生
命
の
尊
厳
を
有
す
る
の
で
、
中
絶
は
そ
の
尊
厳
を
犯
す
行
為
と
し
て
許
さ
れ
な
い
と
い
う
わ
け

で
す
。
し
か
し
、
体
外
受
精
技
術
の
確
立
に
よ
り
、
着
床
前
の
受
精
卵
が
存
在
す
る
と
い
う
新
た
な
医
学

的
現
象
が
発
生
し
、
受
精
卵
そ
の
も
の
を
い
の
ち
の
始
ま
り
と
捉
え
、
尊
厳
を
与
え
る
べ
き
か
ど
う
か
に

つ
い
て
は
、
現
在
議
論
の
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
そ
の
立
場
に
よ
っ
て
、
受
精
卵
そ
の
も
の
の

取
り
扱
い
に
対
す
る
倫
理
的
判
断
が
左
右
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
浄
土
宗
の
教
義
で
は
、
個
々
の
生

命
の
は
じ
ま
り
を
明
確
に
定
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
よ
っ
て
、
従
来
の
通
説
で
説
明
で
き
る
場
合
以

外
は
、
何
を
も
っ
て
人
間
の
い
の
ち
の
は
じ
ま
り
と
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
教
師
各
自
に
直

接
問
わ
れ
、
判
断
を
も
と
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
、
第
一
項
で
述
べ
て
い
る
よ
う
な

生
殖
補
助
医
療
に
関
す
る
正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
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不
妊
の
人
々
に
渇
土
宗
教
師
と
し
て
如
何
に
対
応
す
べ
き
か

不
妊
に
対
す
る
偏
見
に
つ
い
て

第
二
節
の
「
不
妊
そ
の
も
の
が
引
き
起
こ
す
問
題
」
で
述
べ
た
よ
う
に
、
不
妊
自
体
が
、
人
間
と
し
て

の
欠
陥
の
よ
う
に
扱
わ
れ
、
社
会
か
ら
偏
見
を
受
け
、
抑
圧
の
対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
仏
教

の
根
源
的
な
平
等
性
の
立
場
に
立
っ
て
、
私
た
ち
教
師
が
そ
の
偏
見
の

一
端
を
担
っ
て
い
な
い
か
ど
う
か

よ
く
自
問
し
て
み
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
無
意
識
の
う
ち
に
、
子
ど
も
が
い
な
い
こ
と
に
対
し
て
同
情
の

念
を
露
わ
に
し
た
り
、
こ
れ
か
ら
出
来
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
発
言
を
行
つ
て
は
い
な
い

で
し
ょ
う
か
。
確
か
に
寺
院
運
営
者
と
し
て
、
檀
信
徒
の
祭
把
継
承
権
が
無
事
相
続
さ
れ
る
こ
と
は
大
き

な
関
心
事
で
あ
り
、
そ
れ
を
期
待
す
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
実
子
に
よ
る
家
の
存
続
の

み
が
そ
の
手
段
で
は
な
い
こ
と
に
よ
く
思
い
を
至
ら
せ
て
お
く
べ
き
で
し
ょ
う
。
そ
も
そ
も
少
子
化
と
い

う
現
代
社
会
の
構
造
変
化
へ
の
対
応
は
、
寺
院
護
持
に
と
っ
て
避
け
て
通
る
こ
と
の
出
来
な
い
課
題
で
あ

り
、
不
妊
問
題
の
解
消
だ
け
で
解
決
の
つ
く
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
従
来
の
家
制
度
や
家
族
形
態
に
と

ら
わ
れ
な
い
大
局
的
な
視
点
に
立
っ
て
寺
院
運
営
を
考
え
て
い
く
こ
と
が
出
来
れ
ば
、
不
妊
に
対
す
る
狭

量
な
職
業
的
判
断
に
陥
ら
ず
に
す
む
と
考
え
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
姿
勢
を
確
立
す
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
、

自
ず
と
社
会
に
対
し
て
も
仏
教
者
と
し
て
そ
う
し
た
偏
見
の
払
拭
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
が
出
来
る
の
で

2 
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は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

170 

浄
土
宗
教
師
と
し
て
の
対
応

子
ど
も
が
欲
し
い
と
い
う
人
々
の
欲
求
は
、
ご
く
自
然
の
感
情
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
最
新
の
生
殖
補

助
医
療
技
術
を
利
用
し
た
い
と
望
む
の
も
当
然
の
こ
と
と
い
え
ま
す
。
子
孫
を
望
む
こ
と
は
、
種
の
保
存

と
い
う
人
類
の
本
質
で
あ
り
、
む
し
ろ
、
こ
う
し
た
欲
求
は
尊
重
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
人
間
と
し
て
も

宗
教
者
と
し
て
も
、
そ
の
欲
求
に
共
感
を
抱
く
方
が
自
然
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
子
ど
も
を
ど
う
し
て

も
欲
し
い
と
い
う
の
は
、
仏
教
で
い
う
我
執
で
あ
る
と
い
っ
て
、
そ
の
欲
求
を
頭
か
ら
否
定
す
る
よ
う
な

対
応
は
も
ち
ろ
ん
問
題
外
で
す
が
、
第
一
章
で
取
り
上
げ
た
よ
う
に
、
臓
器
移
植
を
受
け
て
で
も
自
ら
の

い
の
ち
を
延
命
し
た
い
と
い
う
生
へ
の
執
着
に
対
し
、
極
楽
往
生
と
い
う
宗
教
的
生
命
観
を
提
示
す
る
や

り
方
で
も
、
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
、
対
応
し
き
れ
な
い
部
分
が
残
り
ま
す
。
む
し
ろ
こ
の
問
題
で
留
意

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
第
二
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
不
妊
治
療
に
は
様
々
な
リ
ス
ク
が
伴
っ
て

お
り
、
正
し
い
知
識
に
よ
っ
て
そ
う
し
た
問
題
を
認
識
し
た
上
で
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、
安
易
な
共

感
や
応
援
は
、
結
果
と
し
て
か
え
っ
て
不
妊
で
悩
ん
で
い
る
人
々
の
信
頼
を
失
う
お
そ
れ
が
あ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
ま
た
、
不
妊
治
療
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
子
ど
も
を
授
か
ら
な
か
っ
た
人
々
に
対
し
て
は
、



浄
土
宗
教
師
と
し
て
、
子
ど
も
が
い
な
く
て
も
充
実
し
た
豊
か
な
人
生
の
可
能
性
が
、

仰
生
活
の
中
に
あ
る
こ
と
を
提
示
し
て
い
く
役
割
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

お
念
仏
に
よ
る
信

失
わ
れ
た
い
の
ち
へ
の
対
応

生
殖
補
助
医
療
を
利
用
す
る
方
と
の
関
わ
り
の
中
で
、
失
わ
れ
た
い
の
ち
に
対
し
て
浄
土
宗
教
師
と
し

て
ど
う
か
か
わ
る
べ
き
か
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
な
場
面
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
子
ど
も
を
授

か
る
こ
と
は
出
来
た
の
だ
が
、
そ
の
過
程
で
多
胎
と
な
り
減
数
手
術
を
受
け
た
こ
と
を
悩
み
、
相
談
に
き

た
人
に
対
し
て
ど
う
い
う
宗
教
的
対
応
を
す
る
か
が
問
わ
れ
ま
す
。
人
工
妊
娠
中
絶
に
対
し
て
は
、
日
本

の
仏
教
界
は
、
「
水
子
供
養
」
と
い
う
儀
礼
に
よ
っ
て
、
中
絶
当
事
者
の
臆
罪
意
識
を
癒
す
役
割
を
果
た

し
て
き
ま
し
が
、
そ
の

一
方
で
「
不
殺
生
」
と
い
う
絶
対
的
な
生
命
観
を
中
心
的
な
教
義
と
し
な
が
ら
も
、

中
絶
そ
の
も
の
を
抑
止
す
る
宗
教
的
論
理
を
持
ち
え
ず
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
こ
と
を
深
く
自
覚
し
て
お

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
「
水
子
供
養
」
の
免
罪
符
と
し
て
の
役
割
は
、
中
絶
と
い
う
「
殺
生
」
を
む
し
ろ

容
認
し
て
き
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
く
、
こ
の
よ
う
な
相
談
に
対
し
て
「
水
子
供
養
」
と
い
う
儀
礼

で
の
み
対
応
し
、
中
絶
当
事
者
の
負
い
目
を
軽
減
す
る
だ
け
で
は
不
充
分
で
す
。
中
絶
と
い
う
選
択
を
せ

ざ
る
を
え
な
か
っ
た
当
事
者
の
事
情
と
苦
悩
に
共
感
を
抱
き
つ
つ
も
、
中
絶
が
、
仏
教
の
絶
対
的
生
命
観
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に
反
す
る
行
い
と
な
る
「
殺
生
」
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
に
対
す
る
憤
悔
の
機
会
を
設
け
ず
に
儀
礼
の
み
で

対
応
す
る
と
い
う
や
り
方
は
、
タ
タ
リ
信
仰
に
乗
じ
た
宗
教
的
悪
徳
商
法
と
の
誘
り
を
免
れ
な
い
で
し
ょ

λ
ノ。

172 

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
中
絶
の
当
事
者
は
女
性
で
あ
る
た
め
、
男
性
教
師
の
場
合
は
寺
庭
の
協
力
を
得

る
な
ど
、
女
性
が
相
談
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
こ
と
な
ど
に
も
配
慮
し
た
い
も
の
で
す
。



あ
と
が
き

本
書
は
、
浄
土
宗
総
合
研
究
所
で
平
成
十
六
年
度
か
ら
二
期
四
年
に
わ
た
っ
て
行
っ
て
き
た
総
合
研
究

プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
生
命
倫
理
の
諸
問
題
」
の
研
究
成
果
を
取
り
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
総
合
研
究
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
一
期
二
年
を
目
途
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
生
命
倫
理
に
関
し
て
は
検
討
す
べ
き
多
く
の
課

外
が
あ
る
た
め
、
二
期
四
年
に
わ
た
っ
て
調
査
研
究
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

第
一
期
の
研
究
成
果
は
『
「
臓
器
の
移
植
に
関
す
る
法
律
」
の
改
正
に
つ
い
て
の
見
解
」
(
平
成
十
七
年

五
月
)
、
生
命
倫
理
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
こ
れ
か
ら
の
生
命
倫
理
の
諸
問
題
|
臓
器
移
植
法
改
正
の
次
に
何

が
問
題
と
な
る
か
|
』
(
平
成
十
八
年
二
月
、
梅
窓
院
)
な
ど
で
発
表
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
平
成
十
八

年
度
か
ら
の
第
二
期
の
成
果
と
し
て
公
表
す
る
の
が
こ
の
総
研
叢
書
『
い
の
ち
の
倫
理
』
で
す
。
こ
こ
で

は
臓
器
移
植
、
尊
厳
死
、
生
殖
補
助
医
療
の
三
テ
l
マ
に
つ
い
て
、
「
生
命
倫
理
の
諸
問
題
」
研
究
班
で

の
検
討
結
果
を
取
り
ま
と
め
て
い
ま
す
。

「
生
命
倫
理
の
諸
問
題
」
研
究
班
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
は
左
記
の
通
り
で
す
。

研

究

主

務

今

岡

達

雄

研
究
メ
ン
バ
ー
福
西
賢
兆

戸
松
義
晴

袖
山
築
輝

坂
上
雅
翁

林
田
康
順

名
和
清
隆
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水
谷
浩
志
吉
田
淳
雄
粛
藤
知
明

調
査
研
究
は
研
究
分
野
ご
と
に
担
当
者
を
決
め
て
常
時
情
報
収
集
や
分
析
を
行
い
、
研
究
会
で
の
出
席

者
全
員
で
の
討
議
を
行
っ
て
見
解
を
ま
と
め
て
い
く
手
法
を
採
用
し
ま
し
た
。
各
担
当
は
、
今
岡
達
雄

(
総
合
調
整
、
科
学
技
術
動
向
)
、
戸
松
義
晴
・
水
谷
浩
志
(
海
外
情
報
)
、
坂
上
雅
翁
(
行
政
情
報
)
、
名

和
清
隆
(
他
教
団
動
向
)
、
袖
山
策
輝
・
林
田
康
順
(
宗
義
的
対
応
)
、
福
西
賢
兆
・
吉
田
淳
雄
・
粛
藤
知

明
(
総
合
調
整
)
で
行
い
ま
し
た
。

総
研
叢
書
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
臓
器
移
植
、
尊
厳
死
、
生
殖
補
助
医
療
の
三
テ
l
マ
に
絞
る
こ
と
を
研

究
会
で
決
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ

l
マ
に
つ
い
て

(
1
)
現
状
認
識
、

(
2
)
問
題
点
把
握
、

(
3
)
浄
土
宗

と
し
て
の
見
解
な
ら
び
に
浄
土
宗
教
師
の
対
応
、
の
三
点
に
つ
い
て
研
究
会
で
討
議
を
行
い
な
が
ら
見
解

を
集
約
し
、
総
研
叢
書
と
し
て
記
述
す
べ
き
内
容
の
目
次
案
を
作
成
し
ま
し
た
。
具
体
的
な
執
筆
に
つ
い

て
は
原
稿
作
成
担
当
者
を
決
め
、
先
に
決
め
た
目
次
案
を
勘
案
し
な
が
ら
執
筆
を
行
い
ま
し
た
。
執
筆
の

担
当
は
左
記
の
通
り
で
す
。

第
一
章
「
臓
器
移
植
」
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か

(
1
)
を
坂
上
雅
翁
、

(
2
)
(
3
)
を
今
岡
達
雄

第
二
章
「
尊
厳
死
」
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
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(
1
)
を
名
和
清
隆
、

(
2
)
(
3
)
を
吉
田
淳
雄

第
三
章
「
生
殖
補
助
医
療
」
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か

(
1
)
(
2
)
を
戸
松
義
晴

・
水
谷
浩
志
共
同
執
筆
、

(
3
)
を
水
谷
浩
志

な
お
、
各
章
の

(
3
)
に
つ
い
て
は
袖
山
柴
輝
、
林
田
康
順
と
協
議
の
上
執
筆
し
ま
し
た
。

用
語
集
に
つ
い
て
は
臓
器
移
植
、
尊
厳
死
、
生
殖
補
助
医
療
の
各
分
野
か
ら
用
語
を
抽
出
し
、

明
が
作
成
し
ま
し
た
。

本
書
は
臓
器
移
植
、
尊
厳
死
、
生
殖
補
助
医
療
の
三
つ
の
テ
l
マ
に
つ
い
て
浄
土
宗
教
師
に
知
っ
て
お

い
て
欲
し
い
情
報
を
盛
り
込
ん
だ
も
の
で
す
。
用
語
を
厳
密
に
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、

わ
か
り
に
く
い
表
現
に
な
っ
た
と
こ
ろ
も
多
々
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
浄
土
宗
と
し
て
の
見
解
、
浄

土
宗
教
師
と
し
て
の
対
応
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
本
書
と
異
な
る
見
解
を
持
つ
方
々
も
お
ら
れ
る
と
思

い
ま
す
が
、
本
書
が
生
命
倫
理
の
諸
問
題
に
対
し
て
宗
内
の
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
る
端
緒
に
な
れ
ば
幸

い
と
存
じ
ま
す
。

粛
藤
知

研
究
主
務

今
岡
達
雄
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用語集 27 

レシピエント

移植医療においては、臓器等の移植を希望する患者、

受ける患者、あるいはすでに移植を受けた患者のこと

を指す。 →p.12 

わ行

和田心臓移植事件

1968 (昭和43)年8月、北海道立札幌医科大学胸部外

科教授の和田寿郎らによって行なわれた日本初の心臓

移植。移植後83日目にレシピエン トが血清肝炎等を併

発して死亡した。手術に至る経緯、手術後の拒絶反応

など、様々な問題が指摘され殺人罪で告訴されるにま

で、に至った。 1970(昭和45)年9月、札幌地検は「嫌

疑不十分」で不起訴処分となった。本件で挙げられた

問題点は、ドナーは救命できなかったのかが不明なこ

と、脳死判定と移植手術を同ーの医師が行なったこと、

レシピエントの治療に関して心臓移植以外の方法がな

かったかが不明なことなどである。この事件は以後の

日本の移植医療に大きな影響を及ぼした。 →p.12 
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26 

ら行

ラザロ徴候

脳死判定後、無呼吸テストの最中あるいは人工呼吸器

を外した後に、脳死患者が自動的に両手を胸の前に動

かすといった上肢や頚部、体幹などによる複雑な動作

のこと。 1984(昭和59)年にA・H・ロッパーによって

脳神経科学誌の fNeurology Jに報告され、イエスが

匙らせた男ラザロにちなんで、ラザロ徴候と名づけら

れた。 →p.27 

リビングウィル

1969 (昭和44)年にアメリカのカトウナーが提案した、

生前発効遺言のこと。生前の信託(livingtrust)と遺

言(will) を組み合わせた「生きている聞に効力を発

行する遺言jという意味を持つ。医療技術の発展に伴

い、生命維持装置によって生かされ続けることもまれ

ではなくなり、このような社会背景を受けて「最後は

尊厳をもって死にたいJi自らの死に方は自らが決定

して良いので、はjという自己決定を尊重する風潮のな

か、アメリカの各州、|で法制化された。日本では、日本

尊厳死協会が「尊厳死の宣言書Jを作成し、会員が署

名・捺印した文書を登録・管理している。

→p.94，105 
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用語集 25 

苦しみから救う目的であること、④病者が意志を表明

できる場合には、本人の真撃な嘱託または承諾がある

こと、⑤医師の手によること、⑥方法が倫理的にも妥

当であること、以上の6点を確認することにより安楽

死が認められたことである。これは安楽死の6要件と

言われ、以後の安楽死裁判の一つの基準となった。

→p.81 

U NOS (全米臓器分配ネットワーク)

米国における公平な臓器分配を行なうための組織。米

臓器移植法が制定された1984(昭和59)年に発足する。

その2年後から政府の支援を受けて活動している。米

国における公的な機関であり、全臓器に対応していて、

臓器移植希望者を登録し、 ドナーが現れたときには厳

格な医学的基準に基づきレシピエントを決定している。

→p.14，31 

羊水染色体検査

胎児診断の一つ。妊娠14週から18週において行われ、

羊水内の剥がれ落ちた皮膚細胞などを培養して増やし、

それらの細胞に含まれる染色体を観察し、染色体異常

の有無を診断する。ダウン症候群など染色体の本数や

構造による症例は見つかるが、 DNA変異の先天性疾

患やウイノレス感染などは見つからない。流産の可能性

や、診断後における選択的な中絶などが倫理的問題と

なっている。 →p.161 
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24 

先天性免疫不全症や、 HIVなどのウイノレスがT細胞

を破壊するために起こる後天性免疫不全症候群、抗癌

剤や免疫抑制剤などの薬剤の副作用として起こる感染

防御能の低下、また高齢や栄養不良によって免疫不全

に陥る場合など、原因は多様で、ある。

免疫抑制剤

同種、あるいは異種移植における、移植された臓器 ・

組織 ・細胞の免疫反応によって起きる拒絶反応を抑え

る薬剤。移植後は、一生のあいだ免疫抑制剤を服用し

なければならない。深刻な副作用が出ない強力な免疫

抑制効果を持つ薬剤の開発が、移植医療の発展のため

に欠かせないこととなっている。 →p.ll，32 

や行

山内判決

1961 (昭和36)年、愛知県で起きた安楽死事件に対す

る判決。その関係者名に因む。 5年にわたり脳溢血の

後遺症によって寝たきりで苦しみ、余命10日程と診断

された父親から「早く楽にしてくれH殺してくれJと要
請された被告である長男が、牛乳に農薬を混ぜて殺害。

一審の尊属殺害を二審で同意殺人と覆され、執行猶予

処分となる。本件で重要なのは、①病者が不治の病で

死が目前に迫っていること、②病者の苦痛がひどく、

誰の目にも忍びえない程度であること、③病者を死の
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用詩集 23 

夫妻は引き渡しを求めて裁判を起こした。最高裁判決

では、代理母契約は乳幼児売買を禁止した法律に違反

するとし代理母契約を無効とした上で、ピノレを父親、

メリーを母親と認めた。しかし、子どもの最善の利益

から、養育権はスターン夫妻にあるとし、メリーには

訪問権が認められた。代理母制度が持つ多くの倫理的

諸問題が明らかになったことで有名な事件であり、世

界諸国において代理母の在り方について議論になった。

→p.161 

へムロ ック協会

1980 (昭和55)年に自由意志に基づいて安楽死を選ぶ

末期患者の権利を訴える運動の一環として、デレツ

ク・ハンフリーが中心として設立したアメリカの安楽

死協会。

ま行

マーカー遺伝子

遺伝子組み換えの際に、目的遺伝子が入ったことを確

認するための目印として、いっしょに組み入れられる

遺伝子のこと。薬剤耐性遺伝子や、蛍光タンパク質や

酵素の遺伝子などが使われる。 →p.167 

免疫不全

何らかの原因によって免疫系の働きが不充分になった

状態。免疫細胞やその機能が先天的に欠落して起こる
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22 

制定理由として、人の尊厳の保持、人の生命及び身体

の安全の確保、社会秩序の維持が挙げられている。

→p.42，152 

病気腎移植

過去に癌や肝炎、腎炎などの疾患をもっ第三者の患者

から摘出した腎臓を用いて移植すること。 2006(平成

18)年、宇和島徳州会病院で生体腎移植における臓器

売買事件が発覚した際に、病気腎を用いて移植を行っ

ていたことを、同病院の泌原器科医 ・万波誠医師が自

ら公表した。病気腎移植について万波医師は、「生体、

死体腎移植に続く第三の道として、このような医療行

為があってもいいのではないか」と述べている。 2007

(平成19)年3月に、移植関連4学会が[移植医療とし

て多くの問題があった。現時点では病気腎臓移植には

妥当性がない」としたが、現在も病気腎移植の是非に

ついて議論が行われている。 →p.19，48 

ベビーM事件

1985 (昭和60)年2月にアメリカ合衆国で起きた、人

工授精型代理母において問題となった事件。代理母と

なるメリー=ベス=ホワイトヘッドとスターン夫妻の

夫ピノレ=スターンとの間で、不妊センターが仲介して、

1万ドルを報酬に代理母契約が結ぼれた。メリーはベ

ビーMを出産した。しかし、メリーは生まれてきた子

どもに愛情を持ち、代理母契約を拒否した。スターン
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用語集 21 

は行

パーソン論

オーストラリアの哲学者トゥーリーによって生命倫理

学に導入され、「パーソン(人格)とは何か」をめぐ

って行われる議論。トゥーリーは、生物学的な意味で

のヒトと道徳的な意味でのパーソンとを区別し、生存

権の認められるのはパーソンだけであると主張する。

この主張は主に人工妊娠中絶や、植物状態などの意識

を持たない末期患者の扱いに対する議論に用いられる。

トゥーリーの論に当てはめれば、人工妊娠中絶や、意

識を持たない患者の安楽死は正当化される。

→p.36，117 

排卵誘発剤

主として無排卵 ・不妊女性の治療のために用いられ、

排卵を引き起こすことを目的とした薬剤。排卵誘発で

は多数の卵胞の発育を促すため、多発排卵や多胎妊娠

の確率が上昇する。そのため、母体に対する負担も大

きくなる。 →p.142 

ヒトクローン

同ーのゲノムを持つ生物個体を作る技術をヒトに適用

したもの。日本においては2000(平成12)年に「ヒト

に関するクローン技術等の規制に関する法律jが公布

され、世界に先駆けてヒ トクローン作成を禁止した。
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と考えるかどうかで論争が続けられている。

脳死判定基準

脳死と判定するにはいくつかの基準がある。現在日本

では、 1985(昭和60)年、竹内一夫 ・杏林大学脳神経

外科教授を座長とする厚生省研究班によって発表され

た「竹内基準Jが使用されている。脳外科医など移植

医療と無関係な二人以上の医師が、「深い昏睡Jr瞳孔
の散大と固定Jr脳幹反射の消失Jr平坦な脳波Jr自
発呼吸の停止J16時間以上経過した後の同じ一連の

検査 (2回目)Jの6項目が行われる。 2回目の脳死

判定で脳死が認められた場合、その時刻が死亡時刻と

なる。 →p.12，27，111 

脳死臨調

正式名称は「臨時脳死及び臓器移植調査会Jo1989 (平

成元)年12月に国会で設置が定められた脳死および臓

器移植の分野における適正な医療を審議する総理大臣

の諮問機関。 1990(平成2)年2月から 2年聞にわた

り審議を行い1992(平成4)年に最終答申を発表した。

そこでは、「脳死jを人の死として妥当性を持つ意見

が多数であり、「臓器移植を進めるに当たっての基本

原則jとして、「確実な脳死判定Jr臓器提供の承諾j
I臓器移植とインフォームドコンセントJ1移植機会の

公平性の確保Jr臓器売買の禁止」を示している。
→p.51 
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p)を目的として、 1965(昭和40)年に創設される。

1980 (昭和55)年に日本医師学会に加盟する。各種臓

器等の移植を積極的に推進する性格を持つが、「臓器

移植法Jに基づいた移植が公正に行われているかとい

う医学的見地、人工 ・再生臓器の開発の是非に対する

哲学 ・倫理学的見地などについて、さまざまな議論が

行われている。 →p.15，20，31，46 

日本尊厳死協会

1950年代から安楽死容認運動を推進してきた医師の太

田典礼が中心となって、医師、法律家、哲学者、政治

家などが集まり、 1976(昭和51)年1月に日本安楽死

協会が設立された。その後1983(昭和58)年に日本尊

厳死協会に改称。尊厳死の容認 ・普及を目的としてい

る。主な活動としてリビングウイノレの登録 ・普及を推

進している。 →p.94，105，114，131 

脳死

脳幹を含む脳全体の機能が停止し、不可逆的(回復の

希望が全くなくなった)状態の脳のこと。脳幹死がお

きると呼吸が止まり、酸素欠乏によりやがて心停止に

至るが、 1960年代に普及した人工呼吸器によって人工

的に呼吸を停止させなくしたため発生したのがいわゆ

る「脳死状態Jである。日本において死体として認め

られる「脳死jは、臓器提供の意思を持ち、脳死判定

基準を通過したもののことを指す。この状態を人の死

184 



18 

ドナーカード

「提供意思表示カードj ともいう。心停止後、あるい

は脳死後に自分の臓器や組織を提供する意思を表示す

るカード。臓器移植法においては、脳死状態の臓器提

供には本人の生前の意思が絶対条件である(むしろ、

臓器提供の意思表示があって初めて脳死判定が可能で

ある。「臓器移植法j第6条参照)。改正案では、本人

の意思の有無が焦点となっている。 →p.52，63 

ドミノ移植

ある患者 (A)から別の患者 (B)に複数の臓器を移

植し、そして移植された患者 (B)から、ただちに健

康なほうの臓器を切り離して、第3の患者 (C)に移

植すること。たとえば、末期肺疾患患者 (B，)に心

臓と肺を同時移植し、取り出した心臓を別の末期疾患

患者 (C')に移植するなど、文字通りドミノのよう

に移植していく方法である。-ドナー臓器の不足から考

え出された手術法である。 →p.17，48 

名古屋安楽死事件

司山内判決

日本移植学会

な行

「移植およびその関連分野の進歩普及をはかるととも

に、人類の福祉に貢献することJ(日本移植学会H
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NA分析を行う。そこで遺伝子に異常のない匪のみを

子宮に移して着床させる。この方法によって遺伝子的

な問題による胎児の流産が減少することや、出生前診

断に比べて妊娠中絶が減少するなどということに対し

て、妊娠中絶同様に、「いのちの萌芽jである匪の尊

厳に対して反しているともいえる。 →p.147，156，167 

同意確認の原則

移植臓器の提供に際して、 ドナー本人の最近親者の同

意を原則的に必要とする考えのこと。

東海大学付属病院安楽死事件

1991 (平成3)年5月、東海大学医学部付属病院にお

いて末期がん(多発性骨髄腫)で入院していた患者

(58歳)に対し、 1名の医師が家族の強い要請に基づ

き、薬物(塩化カリウム製剤)を投与して安楽死をさ

せた事件。東海大学はこの医師を倫理に反するとして

懲戒解雇した。1995(平成7)年3月の横浜地裁の判

決は、懲役2年(執行猶予2年)であった(確定)。

この判決は、山内事件の判例における安楽死の6要件

がすべて満たされていないことをもとに出されたもの

であった。 →p.80，82，98 

ドナー

「提供者」ともいう。臓器 ・組織 ・血液 ・精子などを

提供する人のこと。 →p.12，24，34，48 
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る。主に妊娠・出産に対するリスクの問題を軽視して

いることを理由に、厚生労働省及び日本産科婦人科学

会は代理母出産を認めていない。

日本における代理母出産問題では、タレントの向井亜

紀のケースがもっとも有名な事例の一つで、ある。 2002

(平成14)年プロレスラーの高田延彦と結婚した向井

亜紀は、 2000(平成12)年に妊娠すると同時に子宮が

んが見つかったため、自身の出産をあきらめ代理母に

出産を依頼することを公表した。翌2003(平成13)年

にアメリカ合衆国・ネパダ州の代理母から双子の男子

が産まれる。遺伝上は高田・向井夫妻が両親であるが、

子どもの国籍はアメリカ合衆国であった(後に日本国

籍に変更)02004 (平成16)年に向井を実母とする出

生届を出すも受理されず、後の最高審で結局受理は認

められなかった。理由は日本の法律では出産した人が

母親となるためであった。日本産科婦人科学会では、

この事件に先立ち代理出産を規制する指針を出し、日

本における代理出産の実施や仲介を認めないとした。

→p.148，158 

着床前遺伝子診断

i P G D (preimplantation genetic diagnosis) Jとも呼

ばれる。排卵過度と体外受精の場合に、子宮に着床す

る以前に利用され得る遺伝子診断の一つ。受精卵の検

査では、 8分割の段階での各匪から細胞を摘出し、 D
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→p.17，19，36，60 

組織移植

欠損や損傷、機能不全に陥った組織を充填 ・代替する

治療法。扱われる組織は、皮膚 ・角膜 ・心臓弁 ・気

管 ・骨 ・軟骨 ・血管 ・豚ラングノレハンス島 ・副腎髄質

組織 ・鼓膜(側頭骨を含む)などである。皮膚 ・角

膜 ・骨 ・鼓膜などはパンクが設立されている。日本組

織移植学会では、組織移植コーディネーターの育成に

力を注いでいる。 →p.10，23，25 

た行

代理母

代理母には2種類ある。サロゲートマザー(日本語訳

は人工授精型代理母)とホストマザー(日本語訳は体

外受精型代理母)である。前者は、不妊の妻とその夫

が子どもを望み、夫の精子を代理となる女性に人工授

精させ、妊娠 ・出産する。遺伝上は依頼した夫が父親

であり、サロゲートマザーが母親である。そのことに

より、サログートマザーが生まれてきた子どもに対し

て愛J育を持ったり、依頼した夫婦の関係がぎくしゃく

したりする場合がある。他方後者は、通称「借り腹J

と言われており、依頼する夫婦の精子と卵を体外で受

精させ、代理母の子宮に移植することで妊娠 ・出産す

る。遺伝上は依頼した夫婦がそのまま父親 ・母親とな
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より、移植医療の適正な実施に資することを目的とす

る。日本においては、世界の主要国よりも大きく遅れ

て1997年に立法化された。争点となった脳死臓器移植

では、 15歳以上である本人の意思と家族の同意がある

ときのみ摘出可能となった。臓器提供に関係なく脳死

をヒトの死とし、本人の意思が不明であっても家族の

承諾があれば提供が可能な欧米・アジア・豪州などに

比べて極めて厳しいものとなっており、ドナー数は非

常に少ない。 →p.13，21 

臓器仲介機関

ドナーの臓器・組織の適切な分配とレシピエントの登

録と追跡、臓器移植の結果の記録などを行なう団体の

こと。たとえば日本では(社)日本臓器移植ネットワ

ーク、海外ではアメリカのUNOSなどが有名である。

→p.14，30，46 

臓器売買

人間の臓器を売り買いすること。臓器は組織や細胞な

どと同様、移植用・医学研究用・薬物試験用などの目

的で売買される。しかし、とくに移植用の臓器の売買

は多くの国で禁止されている。国によって、「臓器J

「売買jの基準が違うが、国を越えての売買が行われ

ていることがある。地球規模で見れば、第三世界の人

が先進諸国の人に臓器を売っている傾向にあり、新た

な南北問題を生み出しているとも言える。
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分も正常の大きさに回復することが期待される。この

ため、 1個しかない肝臓でも生体のドナーからの移植

ができる。 →p.16 

臓器移植

臓器が疾患に侵されるなどで不全状態に陥った際に、

生命の危機にあるか、または生活が不便になった場合

に、他の個体のものと置き換える医療技術のこと。臓

器移植には、他の動物の臓器を人間に移植する異種間

移植と、人間の臓器を移植する同種間移植がある。こ

の同種間移植には、生体移植 ・死体移植 ・脳死臓器移

植がある。移植される臓器は、救命を目的とする心

臓 ・肝臓 ・肺、生活の質を上げる腎臓 ・障臓 ・小腸 ・

眼球(角膜)、などである。臓器移植には、高価な費

用、免疫抑制剤、臓器売買、死体移植に関しては他者

の死を望むという状況、脳死臓器移植には脳死は人の

死として認められるかなど、生命倫理諸問題の中でも

数多くの倫理問題を含んでいる。

臓器の移植に関する法律(臓器移植法)

1997 (平成9)年に成立した臓器の移植に関する法律。

臓器の移植についての基本的理念を定めるとともに、

臓器の機能に障害がある者に対し臓器の機能の回復又

は付与を目的として行なわれる臓器の移植術に使用さ

れるための臓器を死体から摘出すること、臓器売買等

を禁止すること等につき必要な事項を規定することに
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推定同意の原則

臓器移植のドナーとなりうる患者が発生した際に、患

者が生前に公式的にドナーになることを拒否しておら

ず、最近親者がドナーとなることを反対しない場合に、

患者の臓器を移植に使用することを原則的に認める考

え方。西ヨーロッパにおいて、死体臓器の数を増やす

ために考え出された。ベルギー、フランス、デンマー

ク、スウェーデン、オーストリア、スイスおよびイス

ラエノレで、はこの原則が適用され、臓器獲得比率を著し

く増加させる結果となった。 →p.34 

生存率

特定の期間にかけての生存者の割合。集団の年齢構成

にかかわらず、さまざまな死因の平均余命に対する影

響の大きさを示す指標となる。生命倫理の問題では、

特に予後においてどれだけの人が生きているかが焦点

となる。 1年生存率、 5年生存率、 10年生存率などが

主に使用される。あくまでも統計的な指標であり、患

者の状況や治療によって数値は異なる。 →p.15，32 

生体肝移植

ドナー肝臓を親族者の生体から摘出し移植する治療法。

脳死からの臓器提供を得ることが難しい日本において

発展した。成人での生体肝移植では、ドナーの肝臓の

3分の2を摘出し、レシピエントに移植する。肝臓は

再生力が強く、ドナーに残された部分も移植された部
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by donor) とも呼ばれ、夫以外の男性の精液を用いる

方法。夫が重度の精子過少症や無精子症などで妊娠の

可能性を期待できない場合に行う治療法である。 1948

(昭和23)年、慶応大学の安藤画一教授が、男性側に

原因がありなかなか妊娠しない夫婦に臨床応用したの

が始まりとされる。夫婦間の子どもではないという社

会的 ・道徳上の問題や、次世代に及ぼす優生上の問題、

生まれてきた子どもたちの福祉的サポートの問題など、

現在も議論は継続されている。日本産科婦人科学会は、

インターネットを通じた商業目的の精子売買活動を規

制する目的等から、 1997(平成9)年「非配偶者間人

工授精と精子提供jに関する見解を会告し、①AID

を実施する夫婦の条件、②実施夫婦や生まれた子ども

へのプライパシーの配慮、③精子提供者の条件、④精

子提供者のプライパシーの保護と記録の保存、⑤営利

目的での精子提供の斡旋のもしくは関与の禁止、⑥施

設登録の厳守が明記されている。 →p.142，160 

親族優先権

死体臓器移植に関して、提供者が意思を表明していれ

ば親族に優先的に臓器を提供できること。「従来の優

先順位の意味を失う Jr移植医療の精神は博愛にあ
るJなどの批判があり、臓器移植法改正の争点にもな

っている。 →p.22，60 
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自発呼吸も可能。外界の刺激に対して目が動くなどの

反応を示すが、意識があるという証拠が認められない。

行動したり、思考したりする機能を動物機能、胃腸の

働きや血液循環調節などの不随意機能を植物機能と呼

んだ古い習慣から、このように命名された。

→p.76，94，107，117 

人工呼吸器(レスピレーター)

自発呼吸機能を失った患者に装着し、人工的に呼吸を

維持する装置。いわゆる脳死状態は人工呼吸器が作り

出した現象である。また、尊厳死をめぐる問題では人

工呼吸器を外す時期の議論が絶えない。人間の生死や

尊厳にかかわる問題では重要になってくる医療機器の

一つである。 →p.83，97，104，120，135 

人工授精

不妊の治療として行う人工授精は2種類ある。一つは、

配偶者間人工授精で、通称A1 H (artificial insemination 

by husband)と呼ばれる。不妊の治療と して行う人工

授精で、夫の精液を用いる方法。夫に精子過少症など

があって妊娠しない場合に、運動性の良い精子を集め、

その精液を妻の子宮内に注入する。妊娠した場合は夫

婦間の子どもであるため、社会的な問題はない。ただ

し、宗教的な理由から、正当な性行為を経ない妊娠に

対して容認しにくいという場合も多い。もう一つは、

非配偶者間人工授精で、通称A1 D (artificial insemination 

193 用語集



用語集 9 

ピエント選択、迅速な臓器搬送などの業務の遂行であ

る。 →p.13，30，46

受精卵冷凍保存

人工授精の過程で受精卵を凍結した後、 -1960Cの液

体窒素内に保存し適切な時期に融解し支給または卵管

腔に移植するもの。多胎妊娠を避ける目的で移植匪数

を制限する際や、卵巣過剰刺激症候群の重症化を避け

るために適用される。匪の所有権や凍結保存期間の問

題、代理母の問題など、多くの倫理問題が残されてい

る。 →p.146，160

小児臓器移植

未成年に対する臓器移植。現行の臓器移植法の運用に

関する指針において、ドナーとなる意思表示が有効な

年齢は15歳以上となっている。しかし現在では、 15歳

未満の小児で移植しなければ治療できないケースを踏

まえて年齢基準を撤廃、あるいは下げるべきだとの意

見も挙げられている。改正案では、本人の意思がなく

ても家族の意思の有無があれば移植可能かどうかが争

点となっている。 →p.15，30，47 

植物状態

重症の頭部外傷や低酸素性一虚血性脳症などにより、

高度の精神機能の回復がみられないまま安定した状態

が3ヶ月以上続くこと。脳死と違って脳幹機能が比較

的残存している。そのため自律神経系の機能は正常で
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児童虐待

日本では、 2000(平成12)年に「児童虐待の防止等に

関する法律(児童虐待防止法)Jで「保護者(親権を

行う者、未成年後見人その他の者で、児童を現に監護

するものをいう)がその監護する児童 (18歳に満たな

い者)に対し、次に掲げる行為をすることjと定義さ

れている。養育者による虐待の種類としては、身体的

虐待、性的虐待、心理的虐待、ネグレクト(養育の拒

否)などが分類される。生命倫理の問題においては、

臓器移植法が改正され子どもの臓器移植が認められた

場合、児童虐待によって死亡した子どもの臓器を移植

する決定権を誰がもつか、あるいは禁止すべきではな

いかという議論が挙がっている。 →p.30 

(社)日本臓器移植ネットワーク

1995 (平成7)年4用に、日本における死体腎の、よ

り公平、公正、最適な分配を全国的に行うために、前

身の i(社)日本腎臓移植学会」が設立された。 1997

(平成 9)年10月から、現在の名前に改称し、脳死下

で、の心臓や肝臓等の移植も扱う。全国を 3つの支部

(東日本、中日本、西日本)に分割し、それぞれ経験

のある移植コーディネーターを配置している。主な業

務としては、移植医療の普及 ・啓発、全国の臓器移植

希望者の登録、臓器提供情報の収集、 ドナー家族への

対応、摘出チームの編成と調整、適正かっ公平なレシ
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微生物に感染した細胞を抗原として認識して結合する。

さ行

三徴候死

従来用いられてきた死の判定基準。心臓拍動停止、呼

吸停止、瞳孔散大の三徴候を確認した後に死亡とする。

瞳孔散大と対光反射の消失は脳幹機能の消失の一部で

あるため脳死判定基準と共通したところもある。

→p.28，54，62 

自己決定権

責任能力があれば、自己の私事については、他人に危

害を及ぼさない範囲で自由に決定して良いとされる権

利。医療倫理においては、医師と患者の関係において

最も重要な概念のひとつであり、医学以外にも哲学や

法律学で議論の的となっている。医師の裁量権が強い

とされるパターナリズムに対して、患者が自分自身の

信条や価値観に基づく治療の決定を行う事ができる権

利とされる。 →p.35，99，116 

死体腎移植

生きている人から腎臓を提供され移植する生体腎移植

に対して、心臓死・脳死した人の腎臓を移植すること

を指す。日本において脳死者から提供される腎臓が少

ないため、死体腎移植は生体腎移植に比べると数が少

ない。 →p.12 
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L (r sanctity of IifeJ、日本語訳は「生命の神聖性、尊

厳性J)が挙げられる。 →p.32，76 

ゲノム

一定の生物種に固有に備わっている個体を形成するた

めに必要な全体の遺伝子情報。「ある生物をその生物

たらしめるのに必須な遺伝情報Jとして定義される。

遺伝子 rgeneJ と、染色体 rchromosomeJ をあわせ
た造語である。 →p.143 

顕微授精

授精障害例に顕微鏡下操作を行い、授精させる人工授

精法。

抗原

細菌やウイノレスなどの外来病原体や人為的な注射など

で体内に入るタンパク質などのように、多くは外界か

ら生体に侵入してきた異物であり、特異的な抗体の生

成を誘発する。抗体やリンパ球の働きによって生体内

から除去されることになる。その大部分はタンパク質

だが、糖、脂質などほかの物質が抗原となる場合もあ

る。

抗体

成分は血清タンパク質の免疫ク守口プリンで、特定のタ

ンパク質などの分子(抗原)を認識して結合する働き

をもっ。抗体は主に血液中や体液中に存在し、例えば、

体内に侵入してきた細菌 ・ウイノレスなどの微生物や、
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に許されず、殺人罪が成立するjと判断する一方、家

族からチューブを抜くよう要請があったと認定して 1

審判決を破棄、殺人罪としては最も軽い懲役1年6ヶ

月(執行猶予3年)を言い渡した。 →p.98 

拒絶反応

同じ種の他の個体から移植された臓器や組織を排除し

ようとするレシピエント側の免疫学的反応。移植医療

においては、拒絶反応をどのように抑えるかが最重要

であり、免疫抑制剤は欠かせないものとなっている。

ES細胞、 iPS細胞による再生医療は、自身の細胞

を利用するため拒絶反応はないものとされている。

→p.1l，43 

QO L (クオリティー・オブ・ライフ)

QOLは略称で、正式名称は rquality of lifeJ。日本語
訳では文脈によって「生活の質Jr生命の質jとも表
わされる。個人が、与えられた環境の中で可能な限り

快適に、尊厳を保って生きることを重視した概念。医

療において、人間の生命活動が維持されることは重要

であるが、病気を治療するための薬剤であってもその

副作用により患者の生活に支障を与えるなど、果たし

てその個人の生き方にとってどのような医療の選択が

望ましいのかということが問われるようになってきて

いる。人間の人生に対して「量Jではなく、「質Jを

重んじる考え方ともいえる。対照的な概念として SO
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カレン=クインラン(当時21歳)は呼吸困難に陥った

後、遷延性植物状態となり、回復の見込みはなく人工

呼吸器を外せば生存は困難で、あると診断された。彼女

の父のジョゼフ=クインランは主治医に対して人工呼

吸器を含む医療措置の停止を申し出たが、主治医に拒

否されたため、彼女の後見人となって裁判所に医療措

置の打ち切りを申し出た。第一審では、生命を尊重し、

申し出は棄却されたが、その後の最高裁判所の判決は

生命の尊重よりもプライパシーの権利を優先し、医療

措置の打ち切りを認めることになった。この判決の2

か月後に人工呼吸器が外されることになったが、彼女

はその後も生命を維持し続け、 9年後の1985(昭和

60)年6月11日に肺炎が原因で死亡した。この事件の

問題は、意識不明の患者の意思を他人である父親が代

行決定したことにある。この判例は、以後の生命維持

治療の停止に関する司法判断に大きな影響を及ぼした。

川崎協同病院事件

1998 (平成10)年11月、川崎協同病院(川崎市)に入

院中の男性患者 (58歳)が、気管内チュープを抜かれ

筋弛緩剤を投与されて死亡した事件。主治医であった

女医が殺人罪に問われ、 1審・横浜地裁の判決は懲役

3年(執行猶予 5年)であった。2審・東京高裁は

2007 (平成19)年3月、「患者本人の意思は不明で、

死期が切迫していたとも認められないjとして「法的
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と、専門家である医師との確実な情報の共有が問題と

なる。 →p.20，34，91，114 

太田典礼

1900 (明治33)年---1984 (昭和59)年。九州大学医

学部を卒業し、避妊具を開発するなど性科学の第一人

者となる。優生保護法、安楽死の法制化の推進者であ

った。1976年に日本安楽死協会(現、日本尊厳死協

会)を設立。 →p.94 

か行

海外渡航移植

海外へ移植を受けるために渡航すること。移植を希望

する患者が増加する一方で、移植用の臓器が圏内で不

足しているため移植を受けられずに死亡するケースも

多いという背景からこのような状況が起きている。特

に、 15歳未満の子どもの脳死後の臓器提供は、日本で

は法的にみとめられていない。そのため、移植が必要

な場合、海外へ渡航して移植を受けざるをえない状況

にある。海外へ渡航しての臓器移植については、先進

国と途上国の間での臓器売買など多くの倫理的な問題

が存在する。 →p.12， 15---17，36，50，69 

カレン事件

回復の見込みのない植物状態患者の延命措置の停止に

関する代表例として扱われる事件。1975(昭和50)年

4月15日の夜、アメリカのニュージャージー州に住む
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シピエントを決定したり、ドナーの家族に臓器移植に

ついて説明し、その後移植終了までのさまざまな対応

をする。移植希望者の登録や、データ整理、実施後の

経過報告なども行う。国家資格ではないが、(社)日本

臓器移植ネットワークで養成や研修の教育を行ってい

る。→p.62

インフォームド・コンセント

患者が医療担当者から適切かっ十分な説明を受け、そ

の内容をよく理解したうえで、自らになされる検査や

治療について必要と考えられる医療を選択、同意、拒

否すること。「説明と同意」というのは日本医師会の

訳。自分の健康に責任をもっ患者が、自分自身の医療

を選択するということを強調する意味で用いられる。

この概念の成立は、ナチスの非人道的な人体実験への

反省に端を発し、 1947(昭和22)年の「ニュルンベル

ク綱領j、1964(昭和39)年の「ヘノレシンキ宣言Jな

どで医学実験における被験者の権利が保障されてきた

経緯による。また、アメリカの医療における裁判の問

題で、治療における情報を医師が患者に対して充分に

与えていないことが焦点となり、その後1973(昭和

48)年「患者の権利章典J、1983(昭和58)年「医療

における意思決定jなどが公表され、医療における患

者の権利が整備された。患者の自己決定権を尊重した

概念といえるが、充分な医療知識を持っていない患者
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用語集

あ行

iPS細胞(人工多能性幹細胞)

体細胞、主に線維芽細胞に数種類の遺伝子を導入する

ことにより、 ES細胞に似た、理論上すべての組織に

分化する分化多能性を獲得した人工の細胞のこと。人

工ではあるが、基になっている遺伝子は自分自身の細

胞であるため、拒絶反応などの免疫系の問題は生じな

いとされている。 2006(平成18)年に京都大学山中伸

弥教授によって発見された。 →p.39，44，166 

ES細胞(匪性幹細胞)

動物の発生初期段階である匪盤胞期の内細胞塊より作

られる幹細胞で俗に万能細胞と呼ばれる。理論上すべ

ての組織 ・細胞に分化する多能性を保ちつつほぽ無限

に増殖させることができるため、クローン技術との併

用などにより再生医療への応用に注目されている。ES

細胞を樹立するには、受精卵あるいは受精卵から発生

が進んだ匪盤胞段階の初期匪が必要となる。

→p.39，165 

移植コーディネーター

移植医療において、医療機関と連携してドナーとレシ

ピエントの仲介をする専門家。選択基準に基づいてレ
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